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市町村職員
フォトグラフ こ の 大 地 に 生 き て

タンチョウの舞い

文学台から長沼町を一望

　緑豊かな田園風景が広がる長沼町は、石狩平野の
南東部に位置します。馬追丘陵の近くには、さえぎ
る高い建物がないため、市街地からでも石狩平野の
地平線に沈む雄大な夕陽を望むことができます。ま
た、治水施設「舞鶴遊水地」を核としてタンチョウ
の生息環境を整備したことにより、令和２年に、道
央圏では 100 年以上ぶりとなるタンチョウの雛が誕
生しました。以来、５年連続でタンチョウの雛が巣
立っています。
　ほかにも、源泉かけ流し温泉や採れたて野菜を直
売する道の駅マオイの丘公園、日本オートキャンプ
協会から４つ星認定を受けたマオイオートランド、
夏祭り（夕やけ市・夢祭り）、お店により独自の味
付けが楽しめるジンギスカンなど魅力たっぷりです
ので、ぜひ遊びに来てください！

（さか・えりか）平成４年滋賀県大津市生まれ。令和４年に広報誌担
当に異動し初めて一眼レフカメラを使うように。天気や撮影シーン
に合わせて、絞りやシャッタースピードを設定し、特に、人物の表
情を捉えられるように望遠レンズを多用している。広報誌を見た町
民が、情景を感じられる・感情移入できるような写真を撮影するた
め、日々試行錯誤しながら邁進しています。

長沼町政策推進課　広報情報係　主事　
阪　絵里加 さん

賑わう秋祭り
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スポーツの「チカラ」
─ まちに活力を与える ─
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スポーツの「チカラ」を信じて
　スポーツ庁が令和4年に策定した第3期スポーツ基本計画
では、政策目標の一つとして「全国各地で特色ある『スポー
ツによる地方創生、まちづくり』の取組を創出させ、スポー
ツを活用した地域の社会課題の解決を促進することで、競技
振興と地域振興の好循環を実現する」としている。

　スポーツが持つ「チカラ」は幅広く、強い。スポーツをす
ることで育まれる健康の増進と維持、競い合い協力し合うこ
とで生まれる自己成長と連帯感など、子どもから大人まです
べての世代に、人生を豊かに過ごすためのきっかけと場を与
えてくれる。そして、スポーツを通じて地域ににぎわいと一
体感が生み出され、それは、地域の活性化と地方創生にもつ
ながっていく。

　しかし、人口減少と少子高齢化は、地域のスポーツ活動に
大きな影を落としている。部員や団員の減少、指導者の不足
や高齢化により、中学や高校の部活動や少年団などの活動維
持が困難になっているケースもある。

　道内市町村では近年、部活動の地域移行をきっかけに、子
ども達のスポーツ環境の在り方を巡る議論が盛んだが、指導
者の確保や送迎に伴う保護者の負担、クラブの維持経費な
ど、数多くの課題が関係者から指摘されている。

　今回の特集では、スポーツを通じて人づくりやまちづくり
に取り組む大学や団体、そして地域移行や総合型地域スポー
ツクラブの立ち上げに取り組む市町村関係者など幅広い分野
からの声を拾った。部活動の地域移行には多くの課題がある
が、スポーツの「チカラ」を信じ、地域住民とスポーツ関係
者が一体となって、スポーツや運動の意義と役割を再認識す
るチャンスと捉え、考え、そして実践していく上での参考に
なる実践例などを紹介する。No.44
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　全国自治宝くじ事務協議会が運営する「宝くじ公式サイト」では、宝くじのインターネット販売を行っています。
　パソコンやスマートフォンで、市町村振興のための貴重な財源である「サマージャンボ」や「ハロウィンジャン
ボ」、「クイックワン」などをクレジットカード決済で簡単に購入することができます。
　抽せん結果の確認や当せん金の受け取りまでをインターネット上で行うことができます。サイトには指定した期間
や頻度で自動購入できる「継続購入」や、発売開始日に自動で購入できる「予約購入」などの機能もあります。
サイトで宝くじを購入すると、100 円につき１ポイントの「宝くじポイント」が獲得でき、決済完了の翌日から宝く

じの購入に利用することができます。宝くじ売り場が無い地域の皆さんや、スマートフォンを愛用する若年層など、
より多くの方に宝くじを身近に感じていただくことが期待され、市町村の皆様にも積極的なＰＲをお願いします。
ネット販売の詳細は「宝くじ公式サイト」（https://www.takarakuji-offi  cial.jp/）をご覧ください。

「宝くじ公式サイト」のＰＲにご協力ください！

市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー
Information

１ いつでもどこでも買える！
ネットなら原則１年中、24 時間いつでも、
どこでも宝くじを購入できます。

２ ネットですべて完結！
購入から抽せん結果の確認、当せん金の受け取りまで
ネットで完結できます。

３ ポイントがたまる！
公式サイトで購入すると１ポイント１円の
「宝くじポイント」がたまります。

４ 支払いはクレジットカードで！
サイト上では登録したクレジットカードを使って
購入代金の決済ができます。

５ 自動購入で買い忘れなし！
「継続購入」や「予約購入」の機能を使えば
宝くじの買い忘れがありません。

ネット購入！

５つ
のメリット
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専
門
家
が

教
え
る
べ
き

　

本
来
、
運
動
系
の
部
活
動
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
専
門
的
な
指
導
員
が
教
え
る
べ
き

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
部
活
動
の
地
域
移

行
は
、
授
業
を
教
え
る
先
生
に
部
活
動
を

任
せ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
そ
も
そ
も
と
し

て
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
の
始
ま
り
で
、
そ

の
歪
み
が
、
少
子
化
や
働
き
方
改
革
も
要

因
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
修

正
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
来
て

地
域
に
お
願
い
し
ま
す
、
と
い
う
の
が
私

冷涼な環境が合宿誘致に大きなアドバンテージに
（写真：北見市スポーツ合宿実行委員会 Facebook より）
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ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
よ
る

経
済
波
及
効
果

　

平
成
4
年
に
山
形
県
の
天
童
市
が
主
会

場
と
な
っ
て
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
に
県
立
の
大
き
な
施
設
が
整
備
さ

れ
、
開
催
後
に
こ
う
し
た
施
設
の
活
用
な

ど
を
図
る
た
め
に
、
官
民
一
体
型
の
組
織

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
私
も
参
加
し
て

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
の
可
能
性
を
話
し

合
っ
て
き
ま
し
た
。
山
形
県
で
は
平
成
30

年
に
「
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ
の
原
型
と

な
っ
た
組
織
で
す
。

　

30
年
に
は
網
走
市
と
北
見
市
が
実
施
し

て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
の
合
宿
に
関
し
て
、
経

済
波
及
効
果
を
研
究
し
、
共
同
論
文
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
が

一
定
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
り
、
関
係
人

口
の
創
出
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
有
効
な

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
論
文
で
は
、
合
宿
を
行
っ
た

市
町
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
の

算
出
方
法
な
ど
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

一
口
に
「
経
済
波
及
効
果
」
と
言
っ
て

も
、
算
出
方
法
や
試
算
モ
デ
ル
も
多
様
で

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
関
し
て
、
あ
る

地
域
の
経
済
的
な
効
果
を
厳
密
に
測
定
す

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
、
と
い
う
結
論

に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
北
海
道
で
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
で
は
、
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
が
か
か
わ
る

の
で
、
宿
泊
費
や
食
費
な
ど
の
面
で
大
き

な
経
済
効
果
が
あ
る
の
が
実
態
だ
と
思
い

ま
す
。
毎
年
定
期
的
に
一
定
の
人
が
訪
れ

る
こ
と
は
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
少
な
か

ら
ず
恩
恵
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
地
方
部

で
は
、
宿
泊
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
限
ら
れ

て
い
る
市
町
が
あ
り
、
合
宿
す
る
人
が
多

く
な
る
と
、
対
応
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
宿
泊
す
る
人
た
ち
へ
の
サ
ー
ビ
ス

維
持
も
課
題
に
な
る
、
と
い
う
声
を
市
町

の
担
当
者
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
今
後
合
宿

が
増
え
て
き
た
場
合
、
こ
う
し
た
課
題
に

対
応
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で

外
か
ら
人
を
呼
び
込
む

　

北
海
道
が
合
宿
地
に
選
ば
れ
る
理
由
の

一
つ
に
冷
涼
な
環
境
と
い
う
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
プ
ロ
野
球
な
ど
は

沖
縄
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
す
。
そ
の
競
技

に
あ
っ
た
気
温
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
近
年
は
気
候
変
動
の
影
響
で

気
温
が
上
昇
傾
向
に
な
る
た
め
、
冷
涼
な

北
海
道
と
い
う
環
境
は
、
誘
致
に
大
き
な

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
冷
涼
な
北
海
道
が
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
適
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
中
、
近
隣
の
市
町

村
が
連
携
し
て
運
営
す
る
こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
と
説
く
。「
体
育
」
と
「
ス
ポ
ー

ツ
」
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
考
え
方

で
部
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
近
年
の
流
れ
だ
と
指
摘
す
る
。

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
教
授

石い
し

澤ざ
わ 

伸の
ぶ

弘ひ
ろ 

さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
と
部
活
動
の
現
在
地
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

●❶

地
域
連
携
と
拠
点
化
で
合
宿
誘
致
を

「
体
育
」か
ら「
ス
ポ
ー
ツ
」に
転
換

山
形
県
天
童
市
出
身
。
高
校
、
大
学
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
。
鹿
屋
体
育
大
学
修
了
後
、
大
阪
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
、
流
通
科
学
大
学
、
北
翔
大
学
勤
務
な
ど
を
経
て
、
平
成
29
年
か
ら
現
職
。
研
究
テ
ー
マ
は
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
が
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
や
学
校
部
活
動
に
お
け
る
諸
問
題
な
ど
。
56
歳
。
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ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

関
連
事
業
な
ど
を
展
開

　

東
北
海
道
Ｓ
Ｃ
は
平
成
28
年
5
月
に

「
す
る
」「
見
る
」「
支
え
る
」
の
観
点
か
ら
、

国
内
外
の
合
宿
誘
致
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
通
じ
た
人
的
交
流
、
広
報
活
動
な

ど
に
よ
り
、
永
続
的
な
地
域
の
発
展
な
ど

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
釧

路
市
で
活
動
が
盛
ん
な
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

を
中
心
と
し
た
国
内
外
の
合
宿
誘
致
活

動
・
運
営
な
ど
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
関
連
事
業
や
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

の
「
釧
路
ビ
ア
リ
ー
グ
」
の
運
営
、
就
労

継
続
支
援
事
業
所
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
運
営
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

を
活
用
し
た
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
制
作
、

そ
し
て
令
和
5
年
4
月
か
ら
は
ウ
イ
ン
ド

ヒ
ル
く
し
ろ
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
旧
：

湿
原
の
風
ア
リ
ー
ナ
釧
路
）
の
指
定
管
理

者
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

組
織
と
し
て
は
、
ア
リ
ー
ナ
を
管
理
す

る
施
設
管
理
事
業
部
、
合
宿
所
事
業
部
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
職
員
は
ア
リ
ー
ナ
の
指
定
管
理
が
始

ま
っ
て
か
な
り
増
え
ま
し
た
。
雇
用
形
態

は
様
々
で
す
が
、
現
在
は
30
人
を
超
え
る

方
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
と
苦
労

　

平
成
18
年
に
今
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
繋

が
る
転
機
が
来
ま
し
た
。
10
年
の
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
と
、
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
連
盟
が
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
高
校
生
の

国
際
交
流
試
合
の
取
組
を
始
め
た
の
で
す

が
、
18
年
に
そ
の
取
組
が
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
か
ら
継
続
を
要

請
さ
れ
、「
で
は
私
の
地
元
・
釧
路
で
や

り
ま
す
か
」
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
・

食
事
・
リ
ン
ク
の
予
約
な
ど
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
今
で
い
う
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
先
駆
け
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
し

た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
界

に
「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
意
識
は
あ
ま

り
な
く
、
次
の
国
際
交
流
試
合
は
全
部
自

分
で
や
ろ
う
と
決
意
し
、
平
成
20
年
は
独

力
で
準
備
し
て
行
政
も
巻
き
込
ん
で
開
催

し
た
結
果
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
さ

ら
に
良
い
取
組
に
し
た
い
と
思
い
、
高
校

の
同
級
生
に
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
と
声

を
か
け
る
と
、
小
学
校
の
同
級
生
や
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
昔
の
仲
間

な
ど
、
人
の
輪
が
広
が
っ
て
、
交
流
試
合

は
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

反
省
会
で
「
と
に
か
く
続
け
て
い
き
た

　
地
方
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
に
取
り
組
む
「
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
S
C
）」。
釧
路
市
で
地
域
に
根
ざ
し
た
S
C
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
。
活
動
の
場
は
福
祉
関
係
に
も
広
が

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
課
題
の
解
決
を
実
践
す
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
S
C
）理
事
長

中な
か

島じ
ま 

仁ひ
と

実み 

さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
可
能
性
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

●❷

ス
ポ
ー
ツ
活
用
型
地
方
創
生
を
提
言

地
域
課
題
解
決
を
ス
ポ
ー
ツ
で

釧
路
市
に
生
ま
れ
７
歳
か
ら
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
る
。
釧
路
江
南
高
校
３
年
時
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
。
早
稲

田
大
学
を
卒
業
し
古
河
電
工
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
入
部
（
プ
ロ
契
約
）。
平
成
18
年
に
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
高
校
生
交
流
試
合
事
業
を
引
き
継
ぐ
。
28
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
北
海
道
Ｓ
Ｃ
を
設
立
し
現
在
に
至
る
。
50
歳
。
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な
り
に
見
た
構
図
で
す
。
ま
た
、
先
生
が

手
一
杯
に
な
り
、
何
を
切
る
か
、
と
議
論

に
な
っ
た
時
に
、
教
育
の
基
本
で
あ
る
9

教
科
は
削
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
あ

れ
ば
課
外
で
あ
る
部
活
動
を
、
と
い
う
こ

と
も
本
音
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

か
ら
「
地
域
で
よ
ろ
し
く
」
と
言
わ
れ
て

も
、
上
手
く
い
く
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
先

ほ
ど
エ
ビ
デ
ン
ス
の
話
を
し
ま
し
た
が
、

部
活
動
を
地
域
に
下
ろ
し
た
時
に
、
そ
も

そ
も
生
業
（
な
り
わ
い
）
と
し
て
成
立
す

る
の
か
疑
問
で
す
。
指
導
を
担
う
人
や
団

体
が
食
べ
て
い
け
る
の
か
、
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
と
ス
ポ
ー
ツ
両
方
に
共
通

し
て
い
る
の
で
す
が
、
日
本
人
に
は
「
求

道
主
義
」
が
根
強
い
で
す
ね
。
1
つ
の
道

を
極
め
る
の
が
美
徳
、
と
い
う
風
潮
が
あ

り
ま
す
。
1
つ
の
こ
と
を
突
き
詰
め
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
負
の
一
面
と
し
て
、
1
つ
の
こ

と
だ
け
を
体
に
無
理
を
か
け
て
で
も
や
り

続
け
て
、
結
局
怪
我
で
有
望
な
若
者
が
、

膝
や
肘
、
肩
を
痛
め
て
引
退
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
と
い
う
事
例
は
数
多
く
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
の
若
者
に
は
、
求

道
主
義
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
理
解

し
た
上
で
、
複
数
種
目
を
し
っ
か
り
経
験

さ
せ
る
、
あ
る
い
は
、
1
つ
の
部
位
だ
け

を
使
い
す
ぎ
ず
、
科
学
的
な
、
ま
さ
に
エ

ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性

　

医
療
の
発
達
な
ど
に
よ
り
、
平
均
寿
命

は
伸
び
て
い
ま
す
が
、
た
だ
生
き
て
い

る
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
充
実
し
た
人

生
を
送
る
た
め
に
は
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
が
重
要
で
す
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
マ
ス
タ
ー
ズ
の
大
会
が

非
常
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
配

の
方
達
が
競
技
す
る
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
で

は
、
歳
に
応
じ
て
少
し
ル
ー
ル
を
緩
め

て
、
怪
我
し
な
い
程
度
に
、
昔
や
っ
て
い

た
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
や
る
こ
と

に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ

に
心
身
を
健
康
に
す
る
と
い
う
意
味
で
一

つ
の
良
い
傾
向
か
と
思
い
ま
す
。

　

30
年
ほ
ど
前
に
、
今
後
の
高
齢
者
の
増

加
を
踏
ま
え
て
、
高
齢
者
の
運
動
が
「
人

生
の
質
」
や
「
生
活
の
質
」
を
意
味
す
る

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

u
ality o

f life

）
に
ど
う

影
響
す
る
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
博
士
論

文
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
考
え
方
は
、
子
供
の
こ
ろ
の
原
体
験
が

後
々
活
き
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
子
供
が

成
長
し
て
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
た
時

に
、
や
っ
ぱ
り
運
動
っ
て
楽
し
い
ね
、
ス

ポ
ー
ツ
を
続
け
た
い
ね
、
と
い
う
マ
イ
ン

ド
を
持
っ
た
子
供
に
育
て
る
こ
と
が
重
要

だ
、
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
、
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
に
な
り
食
べ
る

だ
け
で
精
一
杯
と
い
う
生
活
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
考
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
年
金
制

度
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

行
政
が
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
両
面
で
整
備
し
、
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
化
も
一
つ
の
選
択
肢
に

　

近
年
は
気
候
変
動
に
よ
る
猛
暑
が
続

き
、
比
較
的
冷
涼
な
北
海
道
は
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
適
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
興
味
を

持
た
な
い
自
治
体
に
聞
く
と
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
の
施
設
が
な
い
、
そ
こ
に
行
く
た

め
の
ア
ク
セ
ス
が
課
題
、
な
ど
と
い
っ
た

答
え
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
市
町
村
だ
け
で

は
な
く
、
近
隣
の
市
町
村
と
う
ま
く
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
足
り
な
い
も
の
や
無
い

も
の
を
別
な
市
町
村
が
補
う
形
に
し
て
運

営
す
る
、
と
い
う
や
り
方
も
良
い
の
で

は
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
も
、
昔
は
ほ
と
ん
ど

の
中
学
校
に
野
球
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
部
な
ど
が
あ
り
、
生

徒
は
そ
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
今
は
状
況
が
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
部
が
あ
っ
て
も
、
部
員
数
が
少
な
く

て
紅
白
戦
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
そ

も
そ
も
チ
ー
ム
を
組
め
る
だ
け
の
部
員
が

い
な
い
、
と
い
う
学
校
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
時
に
は
、
近
隣
の
学
校

や
市
町
村
で
チ
ー
ム
を
作
っ
た
り
、
交
互

に
遠
征
し
て
試
合
を
す
る
、
と
い
う
や
り

方
も
選
択
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
行
政
主
導
で
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
も
、
子
供
が
少
な
く
な
り
、

指
導
者
が
不
足
し
て
い
る
現
状
で
は
、
続

か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
ね
。
ま
ち
づ

く
り
で
も
集
約
化
、
拠
点
化
と
い
う
や
り

方
が
あ
る
よ
う
に
、
全
国
の
中
で
も
特
に

面
積
の
広
い
北
海
道
で
は
、
無
理
し
て
新

た
に
作
る
の
で
は
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
や
野

球
、
ス
ケ
ー
ト
な
ど
が
伝
統
的
に
盛
ん
な

地
域
に
お
金
と
人
を
集
約
化
・
拠
点
化

し
、
そ
こ
へ
の
移
動
手
段
を
し
っ
か
り
と

整
え
る
、
と
い
う
取
組
が
、
長
期
的
な
視

点
に
立
て
ば
建
設
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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て
、
利
用
が
非
常
に
好
調
で
、
こ
れ
ま
で

に
延
べ
千
人
以
上
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

「
ス
マ
ー
ト
・ベニュ
ー
」と
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用

　

ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
く
し
ろ
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
の
指
定
管
理
者
に
な
っ
た
の
は
、

わ
れ
わ
れ
の
活
動
の
中
核
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
地
域
創
生

に
お
け
る
「
ス
マ
ー
ト
・
ベ
ニ
ュ
ー
」
と

し
て
の
活
用
も
あ
り
ま
し
た
。「
ス
マ
ー

ト
・
ベ
ニ
ュ
ー
」
と
は
、「
周
辺
の
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
む
、
複
合
的
な
機

能
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
中

核
交
流
施
設
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
社
会
で

は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
核
交
流
施
設
と
し

て
、
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た

い
、
と
思
い
、
指
定
管
理
者
に
応
募
し
ま

し
た
。

　

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
大
半
は
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は

コ
ン
サ
ー
ト
や
会
議
、
展
示
場
な
ど
多
目

的
な
利
用
が
当
然
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
口
が
減
り
、
高
齢
者
が

増
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
観

点
か
ら
も
、
人
が
集
ま
り
、
交
流
す
る
場

所
が
必
要
で
は
、
と
考
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

の
場
所
で
あ
っ
た
り
、
部
活
動
の
場
所
な

ど
、
大
き
な
施
設
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ

ま
活
用
方
法
が
あ
り
、
そ
れ
に
挑
戦
し
て

み
た
い
、
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
指
定
管

理
者
と
な
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
、
そ

う
し
た
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
、
地
域
住
民
の
方
か
ら
は
感
謝
さ
れ

る
機
会
が
多
い
で
す
。
他
の
自
治
体
で

も
、
既
存
施
設
の
見
直
し
を
す
る
際
は
、

で
き
る
限
り
「
ス
マ
ー
ト
・
ベ
ニ
ュ
ー
」

と
し
て
の
活
用
を
念
頭
に
置
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

仲
間
た
ち
と
熱
い
思
い
で

　

全
国
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
取
組
を
視
察
に

来
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が

「
ど
う
や
っ
た
ら
東
北
海
道
Ｓ
Ｃ
の
よ
う

な
取
組
が
で
き
る
の
か
」
と
質
問
さ
れ
ま

す
。
正
直
な
感
想
と
し
て
、
良
い
意
味
で

こ
こ
ま
で
バ
カ
に
な
れ
る
人
間
が
そ
ろ
う

こ
と
は
な
か
な
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
無

報
酬
な
の
に
夜
中
3
時
ま
で
、
子
ど
も
が

こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
楽
し
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
し
ゃ
べ
り

合
え
る
仲
間
が
い
た
こ
と
が
何
よ
り
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
楽
し
く

活
動
し
、
ま
ち
の
た
め
に
も
な
る
、
そ
う

し
た
思
い
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
地

域
で
も
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ

よ
う
と
い
う
話
は
多
く
の
市
町
村
で
あ
り

ま
す
が
、
一
番
重
要
な
の
は
、
そ
の
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
地
域
の
課
題
を
ど
う
捉

え
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、

と
い
う
「
絵
」
を
し
っ
か
り
と
描
い
た
上

で
、
メ
ン
バ
ー
構
成
し
て
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
誘

致
だ
け
を
や
っ
て
い
て
も
、
経
済
波
及
効

果
は
限
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
地
方
創
生
は
大
き
な
可
能
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
国
交
省
は
最
近
、
公
園
の
利

活
用
に
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
施
策
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
公
園
を
核
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
を
活
性
化
さ
せ
、
そ
こ
に
商
業
施

設
が
融
合
し
、
新
し
い
ま
ち
を
創
る
、
北

海
道
で
い
え
ば
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
商
業
施

設
を
連
動
さ
せ
る
取
組
は
、
近
年
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
が
各
地
で
実
施
さ
れ
て

い
る
の
で
、
今
こ
そ
市
町
村
が
積
極
的
に

動
き
、
ま
ち
の
活
性
化
に
活
用
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
ま
で
活
動
を
展
開
で

き
た
の
は
、
釧
路
市
教
育
委
員
会
の
支
援

が
非
常
に
大
き
い
で
す
。
担
当
の
ス
ポ
ー

ツ
課
の
熱
意
も
す
ご
く
高
く
、
ネ
ク
ス
ト

バ
ッ
タ
ー
ズ
サ
ー
ク
ル
で
「
さ
あ
行
く

ぞ
！
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
人

た
ち
ば
か
り
で
す
。
こ
う
し
た
支
援
が

あ
っ
て
活
動
範
囲
も
広
が
り
、
全
国
各
地

で
講
演
す
る
よ
う
な
活
動
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
必

要
と
し
て
く
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が

ら
手
を
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
は
、
あ
く
ま
で
オ
ー
ル
釧
路
と
い

う
意
識
で
、
こ
の
地
域
を
皆
で
良
く
し
て

い
き
た
い
、
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
他
の
施
設
で
運
営
が
難
し
く

な
り
、
何
か
ア
イ
デ
ア
は
な
い
か
、
と
い

う
声
が
上
が
れ
ば
、
収
支
を
考
え
、
プ
ラ

ン
を
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
施
設

の
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
釧
路
の
ス
ポ
ー

ツ
と
ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
に
、
他
の
指

定
管
理
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
き
た
い
、
と
い
う
思
い
は
今
後
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
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い
」「
こ
れ
を
仕
事
に
で
き
た
ら
最
高
だ

よ
ね
」
と
話
が
進
み
、「
じ
ゃ
あ
み
ん
な
で

や
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
28
年
に

東
北
海
道
Ｓ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

立
ち
上
げ
の
活
動
資
金
は
0
円
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
私
が
１
０
０
万
円
を

用
意
し
、
ま
ず
は
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
人
件
費
も
払
え
な
か
っ
た
の
で
、

皆
、
手
弁
当
で
参
加
し
ま
し
た
。
立
ち
上

げ
か
ら
間
も
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
支
援
補
助
金

を
受
け
、
そ
の
後
、
専
任
が
2
人
に
な

り
、
活
動
も
本
格
化
し
ま
し
た
。
立
ち
上

げ
か
ら
3
年
ほ
ど
は
台
所
事
情
は
非
常
に

厳
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
市
の
信
頼
を
得
る
こ
と

が
で
き
て
、
市
か
ら
の
事
業
を
受
託
す
る

な
ど
し
て
、
な
ん
と
か
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4
つ
の
提
言
を
高
く
評
価

　

令
和
2
年
2
月
に
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
地

域
振
興
担
当
参
事
官
が
釧
路
市
に
視
察
に

訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
わ
れ
わ
れ
が
考

え
て
い
る
「
釧
路
版
ス
ポ
ー
ツ
活
用
型
地

方
創
生
」
と
も
言
え
る
4
つ
の
構
想
を
説

明
し
ま
し
た
。
こ
の
4
つ
と
は
①
学
校
や

世
代
、
ス
ポ
ー
ツ
の
枠
を
超
え
て
参
加
で

き
る
総
合
型
文
化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設

立
②
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
中
心
に
多
様
な

用
途
を
盛
り
込
ん
だ
公
園
「
ウ
イ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
」
整
備
③
釧
路
市
を
ア
ジ
ア
に
お

け
る
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
の
育
成
拠
点

と
す
る
「
釧
路
ビ
エ
ル
マ
キ
構
想
」
④
姉

妹
都
市
と
連
携
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

国
際
交
流
の
拡
大
─
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
参
事
官
か
ら
は
、「
4

つ
の
提
言
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ

れ
は
す
べ
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
重
要

な
取
組
だ
。
こ
う
し
た
視
点
で
今
後
の
事

業
を
考
え
る
べ
き
」
と
、
非
常
に
高
い
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
地
方
の
一

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
参
事
官
が
視

察
す
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
ケ
ー
ス
で

し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
釧
路
市
ま
で
来
て
、
全

部
見
て
く
れ
て
「
君
ら
は
面
白
い
」
と
。

こ
の
時
か
ら
地
域
課
題
の
解
決
を
考
え
、

取
り
組
む
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
繋
が
る
ん
だ
、
と
い
う
発
想

の
転
換
が
で
き
ま
し
た
。
先
日
も
あ
る
会

合
で
参
事
官
に
お
会
い
し
ま
し
た
が
「
あ

の
時
の
言
葉
が
今
の
わ
れ
わ
れ
の
活
動
の

支
え
で
あ
り
、
目
標
で
あ
り
続
け
て
い
ま

す
」
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

福
祉
事
業
と
の
両
立

　

提
案
し
た
4
つ
の
構
想
を
実
現
す
る
た

め
に
、
本
格
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う

と
、
ま
ず
は
、「
坂
の
上
会
館
」
と
い
う

閉
館
が
決
ま
っ
た
旅
館
を
借
り
て
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
所
の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
釧
路
市
は
冷
涼
な
気
候
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
夏
場
の
長
期
滞
在
者
が
大
変
多
い
ま

ち
で
す
。
こ
の
時
期
は
大
学
や
高
校
の
合

宿
に
も
適
し
て
い
ま
す
が
、
ホ
テ
ル
は
長

期
滞
在
者
で
満
室
と
い
う
状
況
で
す
。

「
誘
致
を
し
て
も
宿
泊
場
所
が
な
い
」
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
を
長
年
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
合
宿
に
特
化
し
た
宿
泊
施
設

を
作
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
取
り
組
ん

だ
の
は
、
地
域
が
抱

え
る
福
祉
の
課
題
に

対
し
、
何
と
か
ス

ポ
ー
ツ
で
貢
献
で
き

な
い
か
と
い
う
思
い

で
、
自
分
た
ち
の
合

宿
所
運
営
の
経
験
も

活
か
し
な
が
ら
「
Ｖ

ｉ
ｌ
ｌ
ａ
あ
し
は
ら

の
杜
」
構
想
の
具
体

化
を
進
め
、
令
和
4

年
4
月
に
釧
路
町
総

合
体
育
館
の
向
か
い

に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
施

設
「
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ 

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ

（
ヴ
ィ
ラ
あ
し
は
ら
）」
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
を
兼
ね
た
多
機
能
型
複
合
施
設
で
、
障

が
い
者
の
方
が
館
内
清
掃
や
調
理
補
助
な

ど
の
作
業
に
従
事
す
る
な
ど
、
活
躍
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
「
ス
ポ
ぽ
い
」
の
運
営
も
開

始
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
活
か
し
た
自

立
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
が
い
の
あ
る

児
童
・
生
徒
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
ヴ
ィ
ラ
あ
し
は
ら
」
は
合
宿
施
設
と
し毎年多くの児童や生徒が合宿する「ヴィラあしはら」
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く
、
採
用
し
て
良
か
っ
た
、
と
い
う
声
が

多
い
で
す
ね
。

　

引
退
し
た
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
、
仕
事
と

し
て
ま
ず
考
え
る
の
は
指
導
者
で
す
が
、

そ
の
受
け
皿
は
小
さ
い
の
が
現
実
で
す
。

出
身
地
の
教
育
委
員
会
か
ら
声
が
か
か
っ

た
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
か
な
り
恵
ま

れ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
こ
に
帰
れ
な
い
人

は
自
分
で
職
を
探
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
多
く
の
方
の
応
援
や
支
援
を

い
た
だ
い
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た

経
験
は
非
常
に
貴
重
で
あ
り
、
そ
う
し
た

財
産
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
方
や
地
域

に
還
元
し
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

現
役
を
引
退
し
た
選
手
で
、
そ
の
経
験
を

伝
え
る
講
演
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
な
い
方

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の

組
織
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、
講
演
依
頼

の
窓
口
と
し
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
依
頼
が
ど
ん
ど
ん
来
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
参
加
す
る
人
た
ち
も

増
え
て
い
き
、
当
初
は
20
人
ぐ
ら
い
で
立

ち
上
げ
た
組
織
が
今
で
は
５
０
０
人
を
超

え
る
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
誰
が
見
て
も
超
一
流
の
ア
ス
リ
ー

ト
だ
、
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
例
え
ば
レ

バ
ン
ガ
の
折
茂
選
手
ら
で
す
。
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
括
り
で
、
こ
う
し
た
人
た

ち
が
集
ま
る
「
グ
レ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア

ス
リ
ー
ツ
」
を
令
和
3
年
に
立
ち
上
げ
、

現
在
4
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
ア
マ

チ
ュ
ア
、
プ
ロ
関
係
な
く
、
第
二
の
人
生

は
悩
ま
れ
る
方
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
大
学
院
に
入
り
直
し
て
、
修
士
を

取
っ
て
、
栄
養
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格
を

取
り
、
ま
た
世
の
中
に
出
て
い
く
、
と
い

う
方
も
い
ま
す
。
自
ら
何
か
を
起
こ
し
て

い
か
な
い
と
第
二
の
人
生
は
難
し
い
の
が

現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

活
動
の
中
心
は
オ
リ
パ
ラ
教
育

　

組
織
の
活
動
と
し
て
は
、
オ
リ
パ
ラ
教

育
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
、
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
す
。
オ
リ
パ
ラ

教
育
は
、
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
目
的
で
あ
る
平
和
や
素
晴
ら
し
い
人

間
作
り
、
平
等
と
い
う
こ
と
を
伝
え
、
ケ

ガ
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫
折
を
乗
り
越
え
て
成

功
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
、
努
力
の
大

切
さ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
そ
し
て
乗
り

越
え
た
時
の
充
実
感
や
喜
び
な
ど
を
伝

え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
の
意
義
を
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
の
文
化

や
、
競
技
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
な
ど
、
参

加
者
が
学
ん
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で

幅
広
い
年
代
を
対
象
と
し
て
い
て
、
年
間

で
１
４
０
校
ほ
ど
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

何
か
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
、
と
い
う
思

い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
例
え
ば
令
和
3
年
に
は
伊
達

紋
別
岳
で
登
山
道
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

登
山
道
を
管
理
す
る
地
元
の
団
体
の
会
員

が
高
齢
化
で
作
業
が
難
し
く
な
っ
た
と
の

相
談
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
当
時
は

「
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
行
け
ば
何
か
が
動
く

の
で
は
」
と
の
思
い
が
あ
り
、
事
前
に
北

海
道
新
聞
に
も
記
事
に
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
す
る
と
、
そ
れ
を
見
た
一
般
の
方
が

90
人
も
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
一
般
の
方
が
参
加
し
て
整
備
活
動
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
の
胆
振
東
部
地
震
の

時
は
、
子
ど
も
達
が
学
校
で
授
業
が
で
き

ず
、
公
民
館
な
ど
で
行
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
聞
き
、
元
気
を
出
し
て
も
ら
お
う

と
、
23
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
が
集
合
し
、
公
民
館
や
避
難
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。
メ
ダ
リ
ス
ト
に
は
メ
ダ

ル
も
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
、
少

し
は
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
か

な
、
と
思
い
ま
し
た
。

市
町
村
と
の
包
括
連
携
協
定

　

平
成
29
年
3
月
に
北
海
道
と
の
包
括
連

携
協
定
を
皮
切
り
に
、
釧
路
町
、
名
寄

市
、
大
樹
町
、
そ
し
て
今
年
7
月
に
は
富

良
野
市
と
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

年間約 140 校で開催するオリパラ教室

特集 スポーツの「チカラ」─まちに活力を与える
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５
２
３
人
が
所
属
す
る

「
オ
ー
ル・オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
」

　

北
海
道
は
他
の
都
府
県
よ
り
も
数
多
く

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す

る
た
め
に
非
常
に
厳
し
い
練
習
を
積
み
重

ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
乗
り
越
え
て
き

た
方
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
活
躍

し
た
選
手
た
ち
が
引
退
後
、
そ
う
し
た
貴

重
な
経
験
を
活
か
し
た
活
動
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
の
が
実
態
で
、
非
常
に
も
っ
た

い
な
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方

達
に
講
演
な
ど
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
北
海
道
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
、
と
思
い
、
平
成
24
年
に
、
私
の

後
輩
だ
っ
た
橋
本
聖
子
さ
ん
を
代
表
に

「
北
海
道
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

ら
を
加
え
て
、
29
年
か
ら
「
北
海
道
オ
ー

ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
」
と
改
称
し
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
北
海
道
出
身
者
や
北
海
道
に
ゆ

か
り
の
あ
る
５
２
３
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
の
鈴
木
武
蔵
さ
ん
や
熊
谷

紗
希
さ
ん
ら
現
役
の
選
手
も
い
ま
す
。
競

技
種
目
で
は
圧
倒
的
に
冬
季
の
種
目
を
し

て
き
た
選
手
が
多
い
で
す
ね
。
こ
う
し
た

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
小

中
学
生
ら
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

や
楽
し
さ
を
伝
え
る
オ
リ
パ
ラ
教
育
を
は

じ
め
、
企
業
の
社
員
研
修
や
企
業
交
流
会

で
の
講
演
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
実
施
な
ど

の
ほ
か
、
市
町
村
と
連
携
協
定
を
締
結

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
住
み
や
す
く
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
」
と
い
う
と
な
か
な

か
敷
居
が
高
く
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ

の
組
織
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、
市
町
村

や
企
業
、
団
体
な
ど
が
気
軽
に
声
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
は

さ
ま
ざ
ま

　

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

は
、
も
と
も
と
所
属
し
て
い
た
企
業
に
勤

め
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
独
立
し
て
ス
ポ

ン
サ
ー
を
確
保
し
指
導
や
講
演
を
行
っ
て

い
る
人
、
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
て
い

る
人
、
地
元
の
役
場
に
勤
め
て
い
る
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
現
役
を
長
く
や
っ

て
き
た
選
手
は
、
社
会
の
仕
組
み
が
分
か

ら
な
く
て
苦
労
す
る
場
合
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
に
関
し
て

は
、
企
業
な
ど
に
聞
く
と
、
本
当
に
辛
抱

強
い
し
頑
張
っ
て
い
る
と
、
評
価
は
高

　
５
０
０
人
を
超
え
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ら
が
登
録
し
、
全
道
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
や

イ
ベ
ン
ト
参
加
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
住
み
や
す
く
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

多
く
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
活
躍
し
た
選
手
の
言
葉
や
行
動
は
、
地
域
の
住
民
に
力
と
勇

気
を
与
え
る
。「
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
方
や
地
域
に
還
元
し
た
い
」
と
鈴
木
Ｇ
Ｍ
は
語
る
。

一
般
社
団
法
人
北
海
道
オ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
Ｇ
Ｍ

鈴す
ず

木き 

靖や
す
し 

さ
ん

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

●❸

５
０
０
人
超
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
登
録

貴
重
な
経
験
伝
え
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

む
か
わ
町
出
身
。
駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学
校
1
年
生
の
時
に
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
2
、0
0
0

ｍ
リ
レ
ー
の
高
校
日
本
新
記
録
を
樹
立
。
昭
和
59
年
に
は
サ
ラ
エ
ボ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
5
0
0
ｍ
、

1
、0
0
0
ｍ
に
出
場
し
た
。
平
成
24
年
に
北
海
道
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
、
平
成

29
年
に
北
海
道
オ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
に
改
名
し
た
。
62
歳
。
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援
す
る

「
ス
ポ
ル
ク
ラ
ブ
」

　

北
方
圏
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
は
、
平

成
16
年
度
に
文
部
科
学
省
の
「
学
術
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
に
基
づ
く
私
立
大

学
の
大
学
院
研
究
科
や
研
究
所
等
の
中
か

ら
、
優
れ
た
研
究
実
績
が
あ
り
、
今
後
も

継
続
的
に
発
展
が
期
待
さ
れ
る
中
核
的
研

究
拠
点
と
し
て
選
定
さ
れ
発
足
し
ま
し
た
。

　

北
方
圏
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
寒
冷
地
ス
ポ
ー
ツ
推
進
、
競
技
者
育

成
な
ど
に
関
す
る
総
合
的
・
学
術
的
研
究

を
行
い
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
創
造
・

形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
方
に
研

究
成
果
を
還
元
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
研
究
所
の
施
設
を
利
用
し

て
も
ら
い
、
運
動
に
よ
る
筋
力
な
ど
の
改

善
効
果
を
継
続
的
に
研
究
し
て
い
こ
う

と
、
19
年
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
ス
ポ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

研
究
所
に
は
、
高
齢
者
を
研
究
対
象
と

し
た
先
生
が
多
く
、
プ
ー
ル
も
備
え
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ま
ず
は
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
地
域
ク
ラ
ブ
の
形
で
始
め
よ

う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
教
育
学
科
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

学
生
が
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
活
動
し
た

り
、
簡
単
な
指
導
を
す
る
こ
と
が
教
育
に

つ
な
が
る
、
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
対
象
の

「
体
操
」
が
以
前
か
ら
活
動
し
、
そ
こ
に

主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
地
域
ス

ポ
ー
ツ
」
を
加
え
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
は
姿
勢
・

歩
行
改
善
教
室
や
膝
痛
・
腰
痛
体
操
な
ど

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、
専
門
資
格

を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
効
果
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

ま
す
。

部
活
動
の

都
市
部
と
地
方
部
の
違
い

　

中
学
・
高
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関

し
て
は
、
少
子
化
が
進
行
し
、
先
生
の
数

　
江
別
市
内
に
あ
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ス
ポ
ル
ク
ラ
ブ
」
で
、
住
民
に
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
機
会
を
提
供
し
て
き
た
経
験
か
ら
福
祉
面
で
の
ス
ポ
ー
ツ
と
運
動
の
意
義

や
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
運
動
体
験
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
向
け
指
導
者
育
成
と
、
指
導
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

北
翔
大
学
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
部

ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
学
科
長
・
教
授

永な
が

谷た
に 

稔み
の
る 

さ
ん

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
と
指
導
者
育
成
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

●❹

住
民
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
提
供

ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
再
認
識
す
る
契
機
に

愛
知
県
出
身
。
１
９
９
５
年
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
修
了
後
、
北
海
道
女
子
短
大
短
期
学
部
の
専
任
講
師
な
ど
を

経
て
２
０
１
７
年
か
ら
北
翔
大
学
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
教
授
、
21
年
か
ら
学
科
長
。
主
な
論

文
に
「
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
」「
学
校
運
動
部
活
動
の
構
造
変
化
」
な
ど
。
54
歳
。

地域住民の健康増進の役割を果たす
「スポルクラブ」
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北
海
道
文
教
大
学
、
ミ
ズ
ノ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
な
ど

と
い
っ
た
大
学
や
企
業
と
も
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。
取
組
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開

催
や
イ
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
市
町
村
と
の
協
定

に
つ
い
て
は
、
現
在
お
話
を
い
た
だ
い
て

い
る
ま
ち
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
１
７
９

市
町
村
と
協
定
を
締
結
し
、
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
活
動
を
全
道
に

広
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
賑
わ
い
の
創

出
や
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

発
足
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
全
道
各
地

で
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
認
知

度
の
面
で
は
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
選
手
と
は
か
な
り
知
名
度
が
違

う
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の
道
民
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
、
も
っ
と
活
動
を
活
発
化

し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

市
町
村
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
に
頼
む
と
な
る
と
か
な
り
の
費
用

が
掛
か
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
ま
ず
は

予
算
を
聞
い
て
、
予
算
内
で
で
き
る
こ
と

を
し
ま
し
ょ
う
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
営
利
で
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
社
会
貢
献
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
市
町
村
の

担
当
者
の
方
も
そ
の
点
は
ご
心
配
し
な
く

て
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
の
活
動
に
は
現
役
選
手

が
参
加
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
現
役
の

場
合
、
サ
ポ
ー
ト
が
な
く
て
困
っ
て
い
る

選
手
は
大
勢
い
ま
す
。
私
が
直
接
企
業
に

選
手
の
支
援
を
掛
け
合
う
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
報
酬
を
受
け
取
る
こ
と
で
、
市
町
村

も
間
接
的
に
選
手
を
支
援
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
活
気
を

全
道
に

　

令
和
5
年
に
は
、
連
携
協
定
を
結
ん
だ

沼
田
町
の
高
穂
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
は
モ
ー
グ
ル
で
3
大
会
連
続
し

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
伊
藤
み
き

さ
ん
。
彼
女
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
見
た
子
供
た
ち
は
大
変
喜
び
、
刺
激
を

受
け
、
そ
の
後
の
実
技
で
も
、
モ
ー
グ
ル

の
楽
し
さ
を
実
感
し
、
皆
滑
り
が
上
達
し

た
よ
う
で
す
。

　

各
地
に
行
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
人
た

ち
は
「
行
っ
て
良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ

た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
受
け
入
れ
た

市
町
村
の
方
々
も
「
来
て
も
ら
っ
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
感
謝
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
北
海
道
の
多
く
の
ま
ち
が
少
し
で

も
盛
り
上
が
り
、
活
気
が
生
ま
れ
、
そ
れ

が
北
海
道
全
体
に
広
が
れ
ば
い
い
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
課
題
も
あ
り
ま
す
。
オ
リ
パ
ラ

教
室
な
ど
の
教
育
系
は
1
日
で
複
数
回
の

開
催
が
可
能
な
の
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
や

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
や
支
援
は
、

土
日
な
ど
に
限
定
さ
れ
、
現
状
で
来
年
の

2
月
ま
で
ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
部

署
で
市
町
村
と
調
整
を
し
な
が
ら
、
ス

ム
ー
ズ
に
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
る
よ
う

に
協
議
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
支

援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
系
は
企
画
か
ら
実
施
ま
で
か

な
り
の
時
間
と
労
力
が
必
要
で
す
。
今
の

と
こ
ろ
11
市
町
村
で
す
が
、
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
支
援
す
る
人
た

ち
を
含
め
て
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
で
す
。

　

今
、
企
業
に
お
願
い
し
て
い
る
の
は
、

オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
と
い
う
団
体
に

対
し
て
の
支
援
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

の
参
加
の
際
は
、
現
状
は
市
町
村
や
企
業

な
ど
と
契
約
を
結
ん
で
費
用
を
受
け
取
り

ま
す
が
、
そ
の
費
用
は
旅
費
と
講
師
料
と

し
て
本
人
に
支
払
う
形
と
な
り
ま
す
。
札

幌
市
と
は
オ
リ
パ
ラ
教
育
全
体
の
委
託
契

約
と
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

レ
ア
ケ
ー
ス
で
す
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
し

ま
し
た
が
、
直
接
参
加
す
る
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
ほ
か
に
も
事
務

局
側
と
し
て
の
費
用
が
あ
る
程
度
確
保
で

き
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
イ
ベ
ン
ト
系
に

取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
市
町
村

な
ど
の
要
請
に
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の

体
験
談
を
聞
い
た
り
、
技
術
面
で
直
接
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
は
住
民
の
方
達

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
る
は
ず
で

す
。
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
へ

の
恩
返
し
の
意
味
で
も
、
今
以
上
に
オ
ー

ル
オ
リ
ン
ピ
ア
ズ
を
活
用
し
て
頂
け
れ
ば

嬉
し
い
で
す
ね
。

富良野市との連携協定
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部
活
動
指
導
員
は
市
の
任
用
職
員
と
し
て

採
用
し
ま
す
。
国
の
支
援
事
業
に
よ
り
行

う
も
の
で
す
。
指
導
員
の
配
置
に
対
し
て

補
助
す
る
と
な
る
と
、
多
く
の
自
治
体
が

手
を
挙
げ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

現
時
点
で
は
拠
点
校
に
絞
っ
て
い
る
の
が

現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
移
行
と
い
う
言
葉
だ
け
を
聞
く

と
、
部
活
動
を
そ
の
ま
ま
地
域
に
面
倒
見

て
も
ら
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
や
す

い
と
思
い
ま
す
。
誰
が
受
け
取
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
見
え
て
い
な
い
中
で
、
地

域
移
行
と
い
う
言
葉
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
関
係
者
が
右
往
左
往
し
て

い
る
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
公
立
学
校
で

す
か
ら
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
担
う
と
い
う

方
法
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
全
面
的
に
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
将

来
を
考
え
る
と
持
続
性
の
面
で
も
難
し
い

の
で
は
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
期
の
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
は
、
運

動
の
楽
し
さ
や
意
義
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に

は
、
挑
戦
し
て
み
ん
な
で
頑
張
る
と
い
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
育
成
の
役
割
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
部
活
動
を
そ
の
ま
ま
地

域
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
少

し
視
点
を
変
え
て
、
青
少
年
期
の
子
供
た

ち
の
運
動
機
会
を
し
っ
か
り
と
担
保
・
確

保
す
る
こ
と
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本

の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
て
き
た
部
活

動
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

中
、
あ
ま
り
時
間
を
か
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向

け
た
支
援
が
あ
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た

部
活
動
が
し
っ
か
り
と
継
続
で
き
る
新
た

な
場
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
我
々
ス
ポ
ー

ツ
系
の
大
学
と
し
て
、
行
政
と
連
携
し
な

が
ら
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

指
導
体
制
を
サ
ポ
ー
ト

　

現
在
、
大
学
の
ゼ
ミ
で
、
ク
ラ
ブ
へ
の

指
導
者
派
遣
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
が

指
導
す
る
の
で
は
な
く
、
指
導
者
派
遣
を

ア
テ
ン
ド
・
調
整
す
る
役
割
を
担
う
も
の

で
す
。
今
後
部
活
動
の
地
域
移
行
が
本
格

化
す
る
と
、
こ
う
し
た
取
組
は
非
常
に
重

要
に
な
り
ま
す
。
大
学
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を

専
門
に
学
ぶ
学
生
や
先
生
も
い
る
の
で
、

本
学
な
ら
で
は
の
取
組
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
役
割
を
担
う
の
は
主
に
3
、
4
年

生
で
、
指
導
の
経
験
値
を
積
ん
だ
人
物

と
、
必
要
だ
と
い
う
市
町
村
を
つ
な
い

で
、
紹
介
・
派
遣
す
る
考
え
で
す
。
課
題

は
学
生
が
指
導
者
を
ア
テ
ン
ド
す
る
際
、

学
生
の
資
格
や
能
力
を
ど
の
よ
う
に
担
保

す
る
か
、
と
い
う
点
で
す
。
大
学
が
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
校
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
卒
業
時
に
必
要
な
単
位
を
取
得
し

て
い
れ
ば
資
格
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
在
学
中
に
資
格
取
得
は
で
き
ま
せ

ん
。
彼
ら
に
と
っ
て
も
地
域
の
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
関
わ
る
こ
と
は
大
き
な
財

産
と
な
る
た
め
、
何
ら
か
の
資
格
や
証
明

の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

運
動
と
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義

　

最
近
は
、
簡
単
な
運
動
で
心
拍
数
を
上

げ
る
こ
と
で
脳
を
活
性
化
し
、
認
知
症
な

ど
の
改
善
効
果
が
あ
る
こ
と
を
専
門
家
も

指
摘
し
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
運

動
の
大
切
さ
を
子
供
の
頃
か
ら
も
し
っ
か

り
と
教
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
部
活
動

が
地
域
移
行
す
る
と
い
う
状
況
で
は
、
体

育
の
時
間
を
今
以
上
に
増
や
し
て
、
運
動

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
教
育
す
る
と
い
う

発
想
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の 

「d
e

p
o

rta
re

（
デ
ポ
ル
タ
ー
レ
）」
か

ら
来
て
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
か
ら
離
れ

る
こ
と
、
気
晴
ら
し
を
す
る
、
休
養
す

る
、
楽
し
む
、
遊
ぶ
な
ど
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。
今
、
日
本
で
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
言

葉
は
競
技
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
試
合
を
す
る
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ

と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
体
操
は
、
運
動
・
身
体
活
動
と

言
っ
た
ほ
う
が
し
っ
く
り
き
ま
す
ね
。

　

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
す
る
の
も
、
競
い

合
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
も
、
ど
ち

ら
も
ス
ポ
ー
ツ
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
部
活
動
の
地
域
移
行
に
は
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
と
住
民
が
ス

ポ
ー
ツ
や
運
動
の
意
義
と
役
割
を
再
認
識

す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
子
ど
も
達
の
た

め
に
も
大
人
が
し
っ
か
り
と
考
え
、
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

指導者育成にも取り組んでいる
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も
減
り
続
け
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
こ
の
ま
ま
の
や
り
方
で
行
く
こ
と

は
、
か
な
り
難
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま

す
。
20
年
ほ
ど
前
に
地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
で
き
は
じ
め
た
こ
ろ
か
ら
、
学
校

現
場
で
は
部
活
動
を
担
当
す
る
先
生
の
負

担
が
か
な
り
重
い
現
状
に
あ
り
ま
し
た
。

部
活
動
を
地
域
に
移
行
す
る
と
い
う
流
れ

は
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、
も
う
少
し
早

く
や
っ
て
ほ
し
か
っ
た
な
、
と
い
う
の
が

正
直
な
感
想
で
す
。

　

各
地
の
部
活
動
の
現
状
を
見
る
と
、
札

幌
市
は
生
徒
数
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の

割
に
は
部
活
動
に
参
加
す
る
生
徒
の
割
合

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
私
が

指
導
し
て
い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
見
る

と
、
男
女
と
も
に
減
少
傾
向
で
、
こ
う
し

た
集
団
競
技
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
地
方
部
で
は
、
子
供
の
頃
か
ら

小
・
中
と
同
じ
学
校
で
学
び
、
さ
ら
に
同

じ
高
校
に
進
む
こ
と
も
多
く
、
お
の
ず
と

ク
ラ
ブ
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す

ね
。
人
数
こ
そ
少
な
い
の
で
す
が
、
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
や
る
な

ど
、
ク
ラ
ブ
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況

が
小
規
模
な
自
治
体
ほ
ど
多
い
と
思
い
ま

す
。

福
祉
面
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義

　

大
学
で
は
、
地
域
貢
献
と
地
域
社
会
の

持
続
的
発
展
を
目
的
に
、
北
海
道
や
江
別

市
な
ど
７
自
治
体
と
包
括
連
携
協
定
を
結

び
、
双
方
の
知
的
、
人
的
資
源
な
ど
を
生

か
し
た
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
大
学

の
あ
る
江
別
市
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
地

域
に
も
、
教
員
や
生
徒
を
送
り
出
し
、
研

究
を
実
践
し
て
成
果
を
出
す
こ
と
で
、
大

学
が
目
指
す
「
地
域
貢
献
大
学
」
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

研
究
所
と
し
て
は
、
高
齢
化
社
会
が
進

展
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
健
康
運
動

実
践
指
導
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
高
齢
に
な
る
と
、
筋
肉
が
衰
え
、
歩

行
機
能
が
低
下
し
転
倒
な
ど
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
が
、
足
腰
を
強
化
す
る
運
動

を
継
続
す
る
こ
と
で
、
筋
肉
の
衰
え
を
一

定
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
指
導
者

は
そ
う
し
た
運
動
を
効
率
・
効
果
的
に
指

導
す
る
人
材
で
す
が
、
市
町
村
か
ら
は
派

遣
要
請
が
か
な
り
多
く
、
需
要
に
供
給
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
高
齢
者
対

策
で
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
行
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
る
た
め
、

そ
う
し
た
声
に
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
人
材
の
育
成
が
今
後
の
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
う

受
け
皿
と
体
制

　

部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
今
ま
で
学
校

の
先
生
が
教
え
て
い
た
部
分
が
基
本
的
に

は
ゼ
ロ
に
な
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
学
校
で
は
な
く
て
も
、
ク
ラ
ブ

で
教
え
た
い
、
と
い
う
先
生
も
も
ち
ろ
ん

い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
場
合
は
、
兼

職
兼
業
届
を
出
し
て
、
許
可
を
受
け
れ
ば

兼
業
で
き
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
の
金
額
で
は

な
い
と
し
て
も
、
謝
礼
な
ど
を
受
け
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
土
日
で
あ
れ

ば
教
え
た
い
、
と
い
う
先
生
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
指
導
を
本
職
と
し
て
仕
事
に
す

る
と
な
る
と
、
当
然
年
齢
や
経
験
に
応
じ

た
サ
ラ
リ
ー
が
必
要
に
な
る
た
め
、
会
費

な
ど
を
含
め
て
、
指
導
者
に
対
し
て
き
ち

ん
と
し
た
給
料
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た
ク
ラ
ブ
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
ク
ラ
ブ
を

就
職
先
に
選
ぶ
人
が
増
え
、
指
導
者
の
確

保
に
将
来
的
に
は
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

指
導
す
る
際
に
重
要
な
こ
と
は
、
事
故

や
ケ
ガ
に
備
え
た
監
視
・
管
理
体
制
で

す
。
友
達
同
士
で
運
営
し
た
り
、
両
親
に

少
し
経
験
が
あ
る
の
で
教
え
る
、
と
い
う

レ
ベ
ル
で
は
、
か
な
り
危
険
だ
と
思
い
ま

す
。
仲
良
し
ク
ラ
ブ
で
は
な
い
の
で
、
指

導
す
る
側
が
専
門
の
教
育
を
受
け
、
資
格

を
持
っ
た
人
が
指
導
す
る
こ
と
が
理
想
的

で
す
。
少
な
く
と
も
、
し
っ
か
り
と
し
た

指
導
者
教
育
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

運
営
体
制
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
法

人
格
を
取
っ
た
り
、
会
社
組
織
を
立
ち
上

げ
れ
ば
、
国
か
ら
の
支
援
や
税
制
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
そ
う
し

た
体
制
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
程
度
増
え
て
い

け
ば
、
と
思
い
ま
す
。

拠
点
化
の
展
望

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
う
対
応
の
一

つ
に
、
特
定
の
学
校
で
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
拠
点
校
方
式
が
あ
り
ま
す
。
地
域

内
の
複
数
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
方
が
良
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
今
の
部
活
動
の
現
状

の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

拠
点
校
の
中
で
生
徒
の
競
技
レ
ベ
ル
を
踏

ま
え
て
指
導
者
を
配
置
す
れ
ば
、
生
徒
の

希
望
に
も
あ
る
程
度
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

江
別
市
に
お
い
て
も
拠
点
校
を
決
め

て
、
そ
こ
に
指
導
者
を
配
置
す
る
取
り
組

み
を
令
和
6
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
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て
「
成
績
向
上
に
つ
な
が
っ
た
」
と
約
半

数
の
生
徒
が
回
答
し
、
部
活
動
へ
の
「
向

き
合
い
方
が
変
わ
っ
た
」
と
約
２
割
が
答

え
た
。
自
由
回
答
欄
に
は
「
た
く
さ
ん
ア

ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
」「
前
よ
り
上
達
が

早
く
な
っ
た
」「
自
分
に
合
っ
た
練
習
メ

ニ
ュ
ー
が
増
え
た
」
な
ど
喜
び
の
言
葉
が

躍
る
。

　

陸
上
競
技
の
地
域
指
導
者
が
作
成
し
た

活
動
報
告
書
に
も
、
生
徒
た
ち
の
取
組
姿

勢
が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。「
５
月
11
日
、
向
上
心
を
持
っ
て
取

り
組
む
生
徒
と
、
体
力
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
入
部
者
と
の
練
習
に
対
す
る
意
欲
に

温
度
差
を
感
じ
る
」
と
初
め
て
指
導
す
る

部
活
動
の
雰
囲
気
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

「
５
月
18
日
、
技
術
指
導
が
で
き
ず
出
場

を
諦
め
て
い
た
リ
レ
ー
だ
が
、
参
加
可
能

な
人
数
が
い
る
の
で
、
生
徒
の
可
能
性
を

広
げ
た
い
」
と
中
体
連
出
場
を
決
断
し
た

こ
と
を
契
機
に
選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
り
、「
６
月
22
日
、
こ
こ
に
来
て

チ
ー
ム
の
団
結
や
、
や
る
気
が
見
え
て
き

た
。
初
め
て
の
リ
レ
ー
競
技
に
男
女
共
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
敗
退
し
た
が
、
や
り

切
っ
た
」
と
生
徒
の
頑
張
り
を
評
価
。
さ

ら
に
、
中
体
連
後
の
大
会
で
は
、「
６
月

30
日
、
リ
レ
ー
で
決
勝
進
出
。
決
勝
で
も

強
豪
校
に
引
け
を
取
ら
な
い
接
戦
の
走
り

を
見
せ
て
く
れ
た
」
と
つ
づ
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
、
令
和
５
年
５
月
に
部
活
動
の

地
域
移
行
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
団
体

な
ど
の
代
表
者
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
手
始
め
に
小
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
、
教
師
を
対
象
に
部
活
動
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

　

休
日
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
中
学
生

の
保
護
者
か
ら
は
、
反
対
な
ど
否
定
的
な

意
見
は
１
割
弱
と
少
な
く
、
教
師
か
ら

は
、
休
日
の
地
域
移
行
が
始
ま
っ
た
場
合

に
地
域
指
導
者
と
し
て
関
わ
る
意
向
を
尋

ね
る
と
、「
指
導
で
き
な
い
の
で
お
任
せ

し
た
い
」
と
い
う
回
答
が
56
％
に
上
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
規
約

を
ま
と
め
、
報
酬
は
時
給
１
０
０
０
円
、

１
日
最
大
３
時
間
ま
で
と
い
う
条
件
で
、

外
部
指
導
者
を
確
保
で
き
た
標
茶
中
の
３

部
活
動
で
試
行
に
踏
み
切
っ
た
。
卓
球
部

と
陸
上
部
は
現
役
の
役
場
職
員
が
、
吹
奏

楽
部
は
自
営
業
の
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
地
域

指
導
者
を
務
め
て
い
る
。「
以
前
か
ら
部

活
動
を
指
導
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

方
々
な
の
で
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
町
教
育
委
員
会
管
理

課
の
常
陸
勝
敏
主
査
は
目
を
細
め
る
。

広
く
て
小
さ
な
町
の
課
題

　

令
和
７
年
度
か
ら
は
、
他
の
部
活
動
へ

の
地
域
移
行
拡
大
を
目
指
す
と
と
も
に
、

令
和
８
年
度
に
は
町
教
委
に
事
務
局
を
置

い
て
い
る
地
域
ク
ラ
ブ
の
外
部
組
織
化
を

目
指
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
順
調
だ

が
、
こ
の
先
に
は
課
題
が
横
た
わ
る
。

　

標
茶
中
に
は
、
３
部
活
動
の
ほ
か
に
、

野
球
部
、
男
子
・
女
子
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
あ
り
、
町
内
で
２
番
目
の
規

模
の
虹
別
中
に
は
陸
上
部
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
が
あ
る
。
2
校
に
共
通
す
る
部
活
動

は
拠
点
校
方
式
で
合
同
練
習
す
る
こ
と
も

で
き
る
が
、「
標
茶
中
か
ら
虹
別
中
ま
で

の
移
動
時
間
は
車
で
約
30
分
か
か
る
の

で
、
で
き
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
指
導
者

が
付
い
て
ほ
し
い
」
と
町
教
委
の
菊
地
将

司
社
会
教
育
課
長
は
話
す
。

　

し
か
し
、
令
和
６
年
５
月
に
地
域
指
導

者
の
候
補
を
発
掘
す
る
た
め
、「
指
導
者

バ
ン
ク
」
を
開
設
し
た
も
の
の
、「
登
録

は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
」（
町
教
委
社
会

教
育
課
の
伊
良
子
一
貴
社
会
教
育
係
長
）

と
打
ち
明
け
る
。
令
和
７
年
度
の
移
行
拡

大
に
向
け
て
、「
一
本
釣
り
で
地
域
指
導

者
を
依
頼
す
る
し
か
な
い
」（
常
陸
主
査
）

と
、
役
場
内
な
ど
で
競
技
経
験
者
に
声
を

か
け
て
回
る
。

　

将
来
、
平
日
の
部
活
動
も
地
域
移
行
し

た
場
合
に
は
、
会
社
員
な
ど
の
地
域
指
導

者
は
職
場
を
早
退
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
勤
務
先
に
時
差
出
勤
な
ど
を
認
め
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
指
導
者

の
数
も
限
ら
れ
る
小
さ
な
町
で
の
地
域
移

行
に
は
、
教
師
の
協
力
は
欠
か
せ
ま
せ

標茶町で合宿する実業団にランニングの指導を
受ける子どもたち

標茶町教委の菊地社会教育課長（左）、常陸管
理課主査（中央）、伊良子社会教育係長（右）
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1Report地
域
ク
ラ
ブ「
決
定
」は
７
％

　

市
町
村
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
移
行

は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
が
令
和
４
年

12
月
に
「
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
総
合

的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
こ
と

で
本
格
的
に
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
「
少
子
化
が
進
む

中
、
将
来
に
わ
た
り
、
生
徒
が
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
芸
術
活
動
に
継
続
し
て
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

速
や
か
に
部
活
動
改
革
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
部
活
動
の
地
域

移
行
に
当
た
っ
て
は
「『
地
域
の
子
供
た

ち
は
、
学
校
を
含
め
た
地
域
で
育
て
る
』

と
い
う
意
識
の
下
、
地
域
の
持
続
可
能
で

多
様
な
環
境
を
一
体
的
に
整
備
す
る
」
と

明
記
し
た
。
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
の
３
年
間
を
改
革
推
進
期
間
と
し

て
、
中
学
部
活
動
を
主
な
対
象
に
、
ま
ず

は
休
日
の
部
活
動
を
地
域
で
行
う
た
め
の

環
境
の
整
備
を
着
実
に
推
進
し
、
可
能
な

限
り
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に
つ
い

て
早
期
の
実
現
を
目
指
す
、
と
し
て
い
る
。

　

道
内
の
動
き
と
し
て
は
、
北
海
道
教
育

委
員
会
が
令
和
５
年
３
月
に
「
北
海
道
部

活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
推
進
計
画
」

を
策
定
し
た
。
道
教
委
が
市
町
村
へ
の
事

例
提
供
や
助
言
、
複
数
市
町
村
間
の
調

整
、
指
導
者
を
登
録
す
る
人
材
バ
ン
ク
の

整
備
な
ど
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
地
域

移
行
を
円
滑
に
進
め
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
動
き
に
対
し
て
は
、

道
教
育
庁
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
札
幌
市

を
除
く
１
７
８
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に

取
組
状
況
調
査
を
実
施
し
、
生
徒
や
保
護

者
ら
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
指
導
人
材
の
確

保
、
運
営
団
体
・
実
施
方
針
の
決
定
な
ど

を
整
理
し
て
い
る
。

　

移
行
に
よ
り
、
最
も
影
響
を
受
け
る
生

徒
や
保
護
者
、
教
師
の
意
識
調
査
で
は
、

令
和
６
年
６
月
時
点
で
「
実
施
済
み
」
と

「
本
年
度
中
に
実
施
予
定
」
が
85
％
を
占

め
、
半
年
前
の
「
実
施
済
み
」
と
「
本
年

度
中
に
実
施
予
定
」
の
合
計
64
％
か
ら
大

き
く
増
え
て
い
る
。

　

一
方
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
運
営
方
針

や
活
動
種
目
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
決

定
状
況
を
見
る
と
、「
決
定
済
み
」
は

７
％
に
と
ど
ま
り
、「
検
討
中
」
が
64
％

と
約
３
分
の
２
を
占
め
、「
検
討
し
て
い

な
い
」
も
29
％
と
約
３
割
に
上
っ
て
い

る
。
半
年
前
と
比
べ
「
決
定
済
み
」
は
微

増
、「
検
討
中
」
が
11
㌽
増
加
し
て
い
る

が
、
地
域
移
行
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
ク

ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検

討
の
緒
に
就
い
た
ば
か
り
と
い
う
市
町
村

が
多
い
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

生
徒
も
前
向
き
に
―
標
茶
町

　

標
茶
町
は
、
令
和
６
年
５
月
か
ら
、
土

日
部
活
動
の
地
域
移
行
を
標
茶
中
学
校
の

卓
球
部
、
陸
上
部
、
吹
奏
楽
部
の
３
部
活

動
を
モ
デ
ル
と
し
て
試
行
し
た
。
中
体
連

後
の
同
年
８
月
、
こ
れ
ら
の
部
活
動
に
参

加
し
た
生
徒
41
人
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
土
日
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
よ
っ

　
少
子
化
に
伴
う
学
校
の
小
規
模
化
で
、
廃
部
と
な
る
部
活
動
が
増
え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
体
験
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
文
化
活
動
の
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
、
中
学
校
か
ら
部
活
動
を
切
り
離
す
、
部
活
動
の
地
域
移
行
が
始

ま
っ
て
い
る
。
顧
問
を
務
め
る
教
師
の
過
度
な
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
や
保
護
者
が
期
待
す
る
専
門
的
で

持
続
的
な
指
導
体
制
を
構
築
で
き
る
か
、
市
町
村
の
模
索
は
続
く
。

円
滑
な
移
行
に
向
け
模
索
す
る
地
域

生
徒
が
喜
び
、
教
育
現
場
の
負
担
を
軽
減

部
活
動
の
地
域
移
行
ス
タ
ー
ト

現
場
か
ら
の
報
告 

●❶

未検討

検討中

決定済み

29％
42％

64％
53％

7％
4％

R5 R6

道内市町村の地域クラブ活動の運営方針や活動種目などの
決定状況
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令
和
６
年
度
は
、
陸
上
、
野
球
、
卓

球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

剣
道
、
柔
道
の
9
種
目
で
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
を
実
践
す
る
。
基
本
は
土
日
の
ど
ち
ら

か
１
日
の
指
導
だ
が
、
剣
道
、
柔
道
な
ど

は
地
域
指
導
者
が
平
日
も
指
導
に
当
た
る

完
全
地
域
移
行
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
大
会
が
休
日
に
開
か
れ
れ
ば
、
顧
問
の

教
師
と
と
も
に
地
域
指
導
者
も
同
行
、
引

率
す
る
。

教
師
17
人
が
地
域
指
導
者
に

　

地
域
移
行
に
当
た
っ
て
Ｓ
Ｃ
藍
で
は
、

学
校
部
活
動
と
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
す
み

分
け
を
明
確
に
し
た
。
休
日
の
練
習
は
、

部
活
動
顧
問
の
指
導
方
針
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
連
絡
・
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

個
人
の
技
術
力
ア
ッ
プ
に
焦
点
を
当
て
、

例
え
ば
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
ア
タ
ッ
カ
ー

の
育
成
を
テ
ー
マ
に
す
る
な
ど
、
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
い
る
ほ
か
、
複
数
の

中
学
校
に
よ
る
合
同
練
習
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
で
、
部
員
の
減
少
で
合
同
チ
ー
ム

を
編
成
す
る
際
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
素

地
づ
く
り
に
も
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

地
域
部
活
動
は
、
土
日
の
ど
ち
ら
か
１

日
と
祝
日
の
年
間
約
45
日
の
ほ
か
、
休
日

開
催
の
大
会
に
10
日
程
度
の
活
動
を
想
定

す
る
。
Ｓ
Ｃ
藍
に
登
録
す
る
地
域
指
導
者

が
参
加
し
た
場
合
に
は
、
１
日
当
た
り
４

８
０
０
円
の
報
償
費
を
支
給
す
る
。
こ
れ

は
教
師
が
休
日
に
部
活
動
を
指
導
し
た
際

に
支
払
わ
れ
る
手
当
２
７
０
０
円
よ
り
も

高
い
。
大
会
引
率
時
の
報
償
費
は
５
６
０

０
円
で
、
こ
ち
ら
も
教
師
の
手
当
５
１
０

０
円
よ
り
割
高
に
設
定
し
て
い
る
。
地
域

か
ら
幅
広
く
指
導
者
を
集
め
る
と
同
時

に
、
教
師
が
地
域
指
導
者
と
し
て
登
録
す

る
誘
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
だ
、
部
員

か
ら
会
費
は
徴
収
し
て
お
ら
ず
、「
教
師

の
手
当
を
上
回
る
報
償
費
が
支
払
え
る
の

は
、
市
が
必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
く
れ

て
い
る
か
ら
」
と
吉
川
事
務
局
長
は
説
明

す
る
。

　

Ｓ
Ｃ
藍
の
運
営
事
務
は
吉
川
事
務
局
長

ら
２
人
が
担
当
す
る
。
準
備
期
間
の
令
和

４
年
度
に
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど

を
回
っ
て
登
録
を
呼
び
掛
け
た
地
域
指
導

者
は
66
人
に
上
る
。
こ
の
う
ち
17
人
は
教

員
の
兼
職
兼
業
だ
。
吉
川
事
務
局
長
は

「
例
え
ば
本
業
が
漁
師
の
地
域
指
導
者

は
、
休
日
の
午
前
中
に
は
指
導
で
き
な
く

て
も
、
平
日
午
後
の
早
い
時
間
帯
な
ら
指

導
で
き
ま
す
。
指
導
者
の
職
種
を
で
き
る

だ
け
幅
広
く
、
女
性
や
若
手
も
バ
ラ
ン
ス

良
く
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
、
持
続
的
な

完
全
移
行
に
は
必
要
で
す
」
と
強
調
す
る
。

　

地
域
指
導
者
の
登
録
人
数
が
多
く
、
部

活
動
顧
問
と
も
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
う

た
め
、
活
動
記
録
の
報
告
や
報
償
費
の
算

出
、
事
務
連
絡
な
ど
に
は
教
育
機
関
向
け

の
学
習
管
理
ア
プ
リ
「
グ
ー
グ
ル
・
ク
ラ

ス
ル
ー
ム
」
を
使
っ
て
一
元
管
理
し
、
業

務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

「
ゆ
る
部
活
」な
ど
の
取
組
も

　

部
員
数
が
少
な
く
苫
小
牧
市
の
中
学
校

と
合
同
チ
ー
ム
だ
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

と
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
生
徒
が

多
い
サ
ッ
カ
ー
部
が
令
和
６
年
度
に
廃
部

と
な
っ
た
。「
こ
れ
以
上
、
種
目
を
減
ら

さ
な
い
よ
う
な
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
吉
川
局
長
は
話
す
。

　

Ｓ
Ｃ
藍
で
は
、
運
動
部
に
所
属
し
て
い

な
い
生
徒
ら
を
対
象
に
し
た
「
ゆ
る
部

活
」
を
開
催
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

機
会
の
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
令

和
５
年
度
の
「
ゆ
る
部
活
」
で
は
、
民
間

企
業
か
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
い
て

エ
ア
ロ
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
の
レ
ッ
ス
ン
を
行

い
、
生
徒
か
ら
希
望
の
多
か
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
・
モ
ル
ッ
ク
の
体
験
授
業
も
開

き
、
好
評
を
得
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
部
活
動
を

引
退
後
の
「
３
年
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
始
動
さ
せ
て
い
る
。
伊
達
市
総
合

体
育
館
の
指
定
管
理
を
担
う
企
業
の
ト

レ
ー
ナ
ー
が
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で
高
校
進

学
が
決
ま
っ
た
生
徒
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
指
導
し
、
体
力
の
維
持
・
増
進
を

図
っ
て
い
る
。

自らもバレーボールを指導する吉川事務局長

バドミントンを指導するＳＣ藍の地域指導者

特集 スポーツの「チカラ」─まちに活力を与える
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ん
」
と
菊
地
課
長
は
訴
え
る
。

　

地
域
ク
ラ
ブ
の
独
立
運
営
に
向
け
て

は
、
町
内
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
調
整
も
必
要
だ
。
現

在
、
部
活
動
が
な
い
柔
道
、
剣
道
、
空

手
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
団
体

が
、
地
域
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

を
示
せ
る
か
が
カ
ギ
と
な
る
。
今
後
は
、

小
中
学
生
を
対
象
に
部
活
動
へ
の
希
望
を

聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
ほ

か
、
会
費
徴
収
の
在
り
方
、
町
の
財
政
支

援
な
ど
の
検
討
を
急
ぐ
。

８
割
強
が「
賛
成
」―
留
萌
市

　

留
萌
市
教
育
委
員
会
は
、
令
和
４
年
度

に
留
萌
中
学
校
と
港
南
中
学
校
の
部
活
動

の
顧
問
と
保
護
者
、
生
徒
約
３
０
０
人

に
、
部
活
動
の
地
域
移
行
の
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
移
行
に
「
賛

成
」
と
の
回
答
は
、
３
者
い
ず
れ
も
８
割

を
超
え
た
。
他
の
市
町
村
で
も
同
様
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
賛
成
が
３
者
と

も
８
割
を
超
え
る
の
は
珍
し
く
、
市
教
委

で
は
「
人
口
減
少
が
進
む
中
、
生
徒
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
維
持
す
る
取
組
と
し
て
理

解
が
広
が
っ
た
の
で
は
」（
教
育
政
策
課
）

と
み
て
い
る
。

　

市
教
委
は
、
令
和
４
年
度
に
学
校
関
係

者
と
保
護
者
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

に
よ
る
「
留
萌
市
部
活
動
の
在
り
方
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
中
学
部
活
動
の

円
滑
な
地
域
移
行
に
向
け
て
協
議
を
進
め

て
き
た
。
令
和
４
年
12
月
に
は
教
育
長
に

提
言
書
を
提
出
し
、
平
日
も
含
め
た
地
域

移
行
の
早
期
実
現
や
指
導
者
の
質
・
量
の

確
保
、
地
域
ぐ
る
み
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

確
立
な
ど
を
掲
げ
、
令
和
５
年
度
か
ら
具

体
的
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

近
隣
町
村
と
の
広
域
化
も

　

令
和
５
年
度
の
市
教
委
の
取
組
は
、
７

月
に
留
萌
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
対
し
て
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
体
制
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
、
指
導
者
と
学
校
と
の
調

整
を
行
う
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
」
を

委
託
。
ま
た
、
市
の
部
活
動
地
域
移
行
の

現
状
や
今
後
の
取
組
、
指
導
者
を
紹
介
し

た
動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開

し
、
円
滑
な
地
域
移
行
に
向
け
た
環
境
整

備
を
進
め
た
。

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
陸
上
、
卓
球
の
一
部
を

地
域
移
行
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
平
日

週
２
回
を
、
留
萌
中
と
港
南
中
の
合
同
に

よ
り
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
陸

上
は
留
萌
中
、
卓
球
は
港
南
中
を
対
象
に

休
日
の
部
活
動
を
移
行
し
た
。
い
ず
れ
の

種
目
も
地
元
の
協
会
の
協
力
を
得
て
、
協

会
役
員
ら
が
指
導
に
当
た
る
。
こ
れ
以
外

の
日
は
従
来
通
り
、
部
活
動
の
顧
問
に
よ

る
指
導
と
な
っ
て
い
る
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
陸
上
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
や
運
動
公
園
な
ど
、
学
校
以
外
が
練

習
場
の
場
合
、
生
徒
の
送
迎
は
保
護
者
が

対
応
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
市
教
委
で

は
「
可
能
な
部
活
動
か
ら
で
き
る
範
囲
で

取
組
を
進
め
よ
う
と
い
う
中
で
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
送
迎
も
週
に

１
、
２
日
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
、
負

担
が
大
き
い
と
い
う
声
は
聞
い
て
い
ま
せ

ん
」（
教
育
政
策
課
）
と
話
し
、「
ク
ラ
ブ

へ
の
移
行
は
、
段
階
的
に
進
め
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
生
徒
数

の
減
少
を
見
据
え
、
近
隣
町
村
と
の
広
域

化
の
検
討
も
必
要
で
す
」（
同
課
）
と
語
る
。

地
域
移
行
に
特
化
―
伊
達
市

　

伊
達
市
で
は
、
市
内
３
中
学
校
の
休
日

部
活
動
を
担
う
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
「
伊

達
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
藍
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ

藍
）」
を
令
和
５
年
４
月
に
設
立
し
た
。

地
域
移
行
初
年
度
と
な
る
令
和
５
年
度
に

伊
達
中
陸
上
部
が
、
男
子
４
０
０
㍍
リ

レ
ー
で
中
体
連
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
中
体
連
全
道
大
会
３
位

と
好
成
績
を
収
め
た
ほ
か
、
平
日
の
指
導

も
Ｓ
Ｃ
藍
に
完
全
移
行
し
た
伊
達
中
剣
道

部
か
ら
個
人
戦
で
中
体
連
全
国
大
会
に
出

場
す
る
な
ど
順
調
な
滑
り
出
し
と
な
っ

た
。
Ｓ
Ｃ
藍
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊

達
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
吉
川
修
一
事
務
局

長
は
、「
藍
所
属
だ
っ
た
選
手
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
伊
達
市
総
合
体
育
館

で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
う
の

が
目
標
で
す
」
と
話
す
。

　

Ｓ
Ｃ
藍
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
だ
が
、
中
学
部
活
動
の
地
域
移
行
に
特

化
し
た
運
営
を
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
代

表
と
副
代
表
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
市
内

中
学
校
の
校
長
が
務
め
る
こ
と
と
し
、
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
地
域
移
行
を
進
め
て
い
る
。

生徒

保護者

顧問

18％

15％

11％

82％

85％

89％

賛成 反対

中学部活動の地域移行について（留萌市）
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問
だ
っ
た
教
師
が
引
き
続
き
指
導
す
る

ケ
ー
ス
、
そ
し
て
両
者
が
共
同
で
実
施
す

る
と
い
う
3
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ

る
。
地
域
移
行
後
に
し
っ
か
り
と
し
た
指

導
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
ク
ラ
ブ

側
の
指
導
体
制
の
充
実
強
化
と
と
も
に
、

教
師
の
協
力
・
協
働
も
重
要
な
要
素
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。

　

教
師
が
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
関
わ
る

場
合
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に
「
兼
職

兼
業
」
の
許
可
を
得
た
上
で
指
導
に
当
た

る
こ
と
に
な
る
。
教
師
の
意
向
は
ど
う
な

の
か
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
令
和
3
年

度
に
ま
と
め
た
「
学
校
運
動
部
活
動
指
導

者
の
実
態
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

中
学
校
の
休
日
部
活
動
が
地
域
移
行
し
た

場
合
の
指
導
者
は
、「
地
域
人
材
に
任
せ

た
い
」
が
46
％
を
占
め
、「
兼
職
兼
業
の

許
可
を
得
た
上
で
自
身
が
指
導
し
た
い
」

は
26
％
に
と
ど
ま
り
、「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
が
28
％
と
、
移
行
後
に
指
導
に

関
わ
り
た
い
と
す
る
教
師
は
一
定
数
は
い

る
も
の
の
、
移
行
後
は
「
指
導
し
た
く
な

い
（
で
き
な
い
）」
と
す
る
教
師
が
半
数

近
く
を
占
め
て
い
る
。

　

道
内
の
市
町
村
が
実
施
し
た
部
活
動
の

地
域
移
行
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
、
中
学
校
教
師
の
意
向
は
、「
指
導
し

た
く
な
い
」
と
の
回
答
割
合
が
「
指
導
し

た
い
」
を
上
回
る
場
合
が
多
く
、
過
半
数

を
占
め
る
市
町
村
も
あ
る
。
理
由
と
し
て

「
部
活
動
に
関
わ
る
こ
と
な
く
教
科
な
ど

の
本
来
業
務
に
専
念
し
た
い
」「
家
族
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
大
事
に
し
た

い
」
─
な
ど
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
未

経
験
の
種
目
を
担
当
し
て
い
る
教
師
か
ら

は
「
生
徒
の
た
め
に
技
術
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
方
か
ら
指
導
を
受
け
た
方
が
生

徒
の
た
め
に
な
る
の
で
は
」
と
の
声
も
出

て
い
る
。

　

学
校
側
と
保
護
者
、
ク
ラ
ブ
指
導
者
ら

が
地
域
移
行
を
話
し
合
う
際
、
学
校
側
か

ら
指
導
を
含
め
ク
ラ
ブ
に
任
せ
た
い
、
と

の
意
向
が
協
議
当
初
に
強
く
出
て
し
ま
う

と
、
そ
の
後
の
協
議
が
難
航
す
る
場
合
も

あ
る
。
関
係
者
か
ら
は
、
ク
ラ
ブ
側
か
ら

「
教
師
の
働
き
方
改
革
が
目
的
の
一
つ
の

よ
う
だ
が
、
部
活
動
を
引
き
受
け
る
わ
れ

わ
れ
も
、
日
常
の
仕
事
を
早
退
し
た
り
、

土
日
も
ほ
ぼ
休
み
な
く
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
。
一
方
的
に
『
あ
と
は
よ
ろ
し
く
』

と
言
わ
れ
て
も
『
は
い
、
分
か
り
ま
し

た
』
と
は
言
え
な
い
」
と
の
反
発
が
あ

り
、
そ
の
溝
を
埋
め
る
の
に
苦
労
し
た
、

と
の
声
も
聞
こ
え
る
。

段
階
的
に
移
行
─
中
札
内
村

　

中
札
内
村
は
、
令
和
6
年
度
に
剣
道
で

地
域
移
行
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
剣
道
は

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
9
年
制
少
年
団

と
し
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
村
内
外
の
有

志
に
よ
り
5
年
度
に
発
足
し
た
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
が
受
け
皿
と
な
り
、
9
年
制
少

年
団
に
向
け
、
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

村
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
取

組
は
、
教
育
委
員
会
が
、
令
和
5
年
6
月

に
「
部
活
動
地
域
移
行
推
進
協
議
会
」
を

発
足
さ
せ
ス
タ
ー
ト
し
た
。
休
日
に
お
け

る
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
と
持
続

的
な
活
動
の
環
境
整
備
を
目
標
に
掲
げ
、

学
校
関
係
者
、
保
護
者
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
団
体
関
係
者
ら
14
人
で
組
織
。
初
年
度

は
地
域
移
行
に
向
け
た
環
境
整
備
と
し

て
、
小
中
学
生
や
保
護
者
、
教
師
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
現
状
の
把
握

と
課
題
を
抽
出
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
生
涯
に
わ
た
り
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
望
む
生
徒
の
声
に
応
え
、
中
学
生

対
象
の
新
規
事
業
と
し
て
、
基
礎
的
な
身

体
づ
く
り
を
学
び
、
実
践
す
る
「
か
ら
だ

塾
」
を
5
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。

　

6
年
度
は
「
か
ら
だ
塾
」
を
、
中
学
の

部
活
動
時
間
を
活
用
し
た
「
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
体
験
レ
ッ
ス
ン
」
に
衣
替
え

し
、
参
加
し
た
生
徒
が
自
主
的
、
自
発
的

な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
習
得
で
き
る

環
境
を
整
備
し
た
。
さ
ら
に
指
導
者
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
関
し
て
、
協
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
講
師

を
務
め
る
指
導
者
講
習
会
を
実
施
し
た
。 ウォーミングアップする野球部員

地域人材に
任せたい
46％

どちらとも
いえない
28％

兼職兼業の
許可を得て

自身が指導したい
 26％

休日の部活動が地域移行した場合の
指導は（教師回答）

特集 スポーツの「チカラ」─まちに活力を与える
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2Report「
確
保
済
み
」は
4
割
弱

　

部
活
動
の
運
営
を
民
間
団
体
な
ど
に
委

ね
る
「
地
域
移
行
」
が
全
国
の
中
学
校
で

進
む
中
、
指
導
者
の
確
保
・
育
成
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
既
存
の
地
域
ク
ラ
ブ
に

部
活
動
が
移
行
し
た
場
合
、
ク
ラ
ブ
員
が

増
加
し
、
加
え
て
中
体
連
な
ど
へ
の
参
加

な
ど
、
こ
れ
ま
で
ク
ラ
ブ
が
担
っ
て
い
な

か
っ
た
活
動
が
加
わ
る
こ
と
で
、
指
導
者

の
負
担
も
重
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

北
海
道
教
育
庁
学
校
教
育
局
部
活
動
改

革
推
進
課
が
令
和
6
年
度
に
実
施
し
た
部

活
動
の
地
域
移
行
に
係
る
市
町
村
の
取
組

状
況
調
に
よ
る
と
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
お
け
る
指
導
者
人
材
の
確
保
の
状
況

は
、「
お
お
む
ね
確
保
済
み
」「
一
部
の
種

目
で
確
保
済
み
」
が
38
％
、「
確
保
に
向

け
て
取
組
中
」
が
35
％
、「
確
保
で
き
て

い
な
い
」
が
27
％
だ
っ
た
。
5
年
度
と
比

べ
る
と
、「
確
保
済
み
」
が
31
％
か
ら
7
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
、「
取
組
中
」
も
27
％
か

ら
伸
び
て
い
る
。
一
方
で
「
確
保
で
き
て

い
な
い
」
は
42
％
か
ら
大
き
く
減
少
し
た
。

減
少
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
同
庁
で
は

「
部
活
動
の
地
域
移
行
の
検
討
が
進
む
中

で
、
指
導
者
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
し

て
認
識
さ
れ
、
確
保
に
取
り
組
ん
だ
市
町

村
が
増
え
た
の
で
は
」（
学
校
教
育
局
部

活
動
改
革
推
進
課
）
と
背
景
を
分
析
す
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
の
活
用

　

指
導
者
確
保
に
関
し
て
北
海
道
教
育
庁

は
、
部
活
動
の
地
域
連
携
や
部
活
動
の
地

域
移
行
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
部
活
動
指
導
員
と
外
部
指
導
者
の
候
補

者
の
募
集
等
な
ど
の
た
め
に
運
用
し
て
き

た
「
ほ
っ
か
い
ど
う
部
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

バ
ン
ク
」
を
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導

者
の
候
補
者
募
集
に
も
対
応
で
き
る
形
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
令
和
5
年
2
月
か
ら

運
用
を
開
始
し
た
。

　

運
用
開
始
時
の
登
録
者
（
実
人
数
）
は

１
２
４
人
だ
っ
た
が
、
令
和
6
年
3
月
末

に
は
2
倍
強
の
２
６
４
人
に
達
し
、
9
月

5
日
時
点
で
は
３
３
８
人
と
、
運
用
開
始

以
降
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
同
庁

で
は
「
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
広
く
バ

ン
ク
を
周
知
し
た
こ
と
が
具
体
的
な
数
字

と
し
て
表
れ
た
の
で
は
」（
同
課
）
と
話
す
。

　

登
録
者
数
（
延
べ
人
数
）
を
地
域
別
に

見
る
と
、
札
幌
市
を
含
む
石
狩
が
２
３
０

人
と
多
数
を
占
め
る
。
こ
れ
に
空
知
の
60

人
、
渡
島
の
53
人
、
胆
振
の
47
人
、
上
川

の
45
人
と
続
く
が
、
い
ず
れ
の
地
域
も
石

狩
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
進
む
地
方
部
ほ
ど
指
導
者
確
保

の
悩
み
は
深
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
、
同
庁
で
は
「
地
方
部
ほ
ど
指

導
者
不
足
と
後
継
者
育
成
の
課
題
は
深
刻

化
し
て
い
る
と
思
う
。
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ン

ク
の
活
動
を
今
後
も
一
層
広
げ
て
、
市
町

村
の
指
導
者
確
保
を
支
援
し
た
い
」（
同

課
）
と
話
し
て
い
る
。

教
師
側
は
消
極
的

　

地
域
移
行
後
の
指
導
体
制
は
、
受
け
皿

の
ク
ラ
ブ
が
担
う
場
合
と
、
部
活
動
の
顧

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
い
、
指
導
者
の
確
保
・
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む

中
、
対
応
に
苦
慮
す
る
市
町
村
が
多
い
。
子
ど
も
た
ち
が
希
望
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
枠
組
を

作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
と
学
校
、
ク
ラ
ブ
関
係
者
ら
が
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
。
指
導
者

の
確
保
・
育
成
の
現
場
を
取
材
し
た
。

確
保
・
育
成
に
苦
慮
す
る
市
町
村

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
持
続
的
な
仕
組
み
構
築
を

指
導
者
確
保
と
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
連
携

現
場
か
ら
の
報
告 

●❷

2％

4％

29％

34％

27％

35％

27％
42％

おおむね確保済み

一部の種目で確保済み

現在確保に向けて取組中

確保出来ていない

令和５年 令和６年

市町村の指導者確保の現状は
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り
、
4
月
に
は
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
・
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
ラ

ビ
ッ
ツ
に
所
属
す
る
河
村
美
侑
選
手
が
町

を
訪
れ
、
町
内
の
札
南
ラ
ビ
ッ
ツ
の
団
員

に
実
地
指
導
し
た
。
団
員
は
河
村
選
手
か

ら
ド
リ
ブ
ル
な
ど
の
技
術
指
導
を
受
け
た

ほ
か
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
の
交
流
を
行
い
、

間
近
で
見
る
プ
ロ
の
技
術
に
目
を
輝
か
せ

て
い
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
「
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
り
、
指
導
者
に

と
っ
て
も
教
え
る
技
術
を
学
ぶ
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、「
交
流

会
な
ど
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
町
に
賑

わ
い
と
活
気
が
生
ま
れ
る
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
」（
生
涯
学
習
課
）
と
、「
創
生
事

業
」
の
手
応
え
を
語
る
。

北
口
選
手
ら
が
指
導
─
旭
川
市

　

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
や
り
投
げ
の

金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
北
口
榛
花
選
手
の
出
身

地
で
あ
る
旭
川
市
は
、
令
和
5
年
に
、
旭

川
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
が
子

ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
や
技
術

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
旭
川
ス

ポ
ー
ツ
み
ら
い
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
制
度
を

導
入
。
北
口
選
手
、
元
プ
ロ
野
球
の
星
野

伸
之
さ
ん
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
町
田
瑠
唯
さ
ん
の
3

人
が
委
嘱
さ
れ
、
小
学
生
向
け
の
教
室
を

開
催
し
た
。

　

市
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
の
松
田
英
志
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
考
え
方
と

技
術
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
ま
り
関
心
が
無
か
っ

た
子
ど
も
や
大
人
た
ち
が
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
技
術
を
目
の
前
で
見
る
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
今
後
は
、
部
活

動
や
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た

ち
の
体
を
動
か
す
機
会
を
少
し
で
も
増
や

す
た
め
、
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
開
催
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
機
会
を
増
や
し
て
い

く
考
え
だ
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
未
来
は

　

近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
す
る
取
組
が

始
ま
っ
て
い
る
。
道
内
で
も
令
和
4
年
度

に
富
良
野
市
と
登
別
市
の
中
学
校
を
対
象

に
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
「
ス
ポ
ー
ツ
参
加
推
進
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
首
都
圏
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

の
実
業
団
に
所
属
す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と

野
球
の
選
手
が
実
技
の
後
、
生
徒
が
実
際

に
競
技
す
る
流
れ
で
、
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に

つ
い
て
遠
隔
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
の
指
導
は
生
徒
に
大

き
な
学
び
と
な
っ
た
が
、
6
年
度
時
点
で

両
市
で
の
実
装
の
取
組
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
市
の
関
係
者
か
ら
は
「
選
手
の
ア
ド

バ
イ
ス
は
非
常
に
有
意
義
で
し
た
が
、
日

常
の
練
習
に
組
み
込
む
こ
と
は
、
費
用
や

準
備
作
業
、
機
器
操
作
の
面
で
ま
だ
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
、
競
技
の
指

導
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
経
験
が
あ
る
中

札
内
村
教
育
委
員
会
の
高
橋
慎
部
活
動
地

域
移
行
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
「
日
々
の

練
習
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
対
応
す
る
こ
と
は
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
定
期
的

に
ア
ス
リ
ー
ト
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
は

貴
重
な
機
会
で
す
。
現
場
の
過
重
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
、
費
用
や
機
器
操
作
の

役
割
分
担
を
し
っ
か
り
と
協
議
し
て
い
け

ば
、
負
担
軽
減
と
練
習
の
質
の
向
上
に
つ

な
が
る
の
で
は
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

「応援大使」効果を説明する石田晋一教育委員会教育部
生涯学習課長（右）と吉田享平同課社会体育教育係長

「子どもたちがスポーツを楽
しめる機会を増やしたい」と
語る松田課長

陸上教室で生徒と談笑する北口選手

特集 スポーツの「チカラ」─まちに活力を与える
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資
格
取
得
費
用
を
補
助

　

村
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
際
し
て
、

行
政
と
住
民
、
ク
ラ
ブ
関
係
者
の
円
滑
な

協
議
と
取
組
を
支
え
て
き
た
の
が
教
育
委

員
会
の
部
活
動
地
域
移
行
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
高
橋
慎
さ
ん
だ
。
大
学
時
代
は
箱

根
駅
伝
に
も
出
場
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
だ
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
部
活
動
の
地
域
移
行
は

単
な
る
業
務
の
移
管
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
地
域
で
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
持
続
的
な
仕
組
み
を
住
民
、
学

校
関
係
者
、
行
政
、
そ
し
て
ク
ラ
ブ
関
係

者
の
方
達
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
協
働

で
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
の
一

つ
と
し
て
、
地
域
移
行
が
あ
る
と
考
え
る

べ
き
で
す
」
と
強
調
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
地
域
移
行
に
つ
い
て
「
指

導
者
の
確
保
や
財
源
な
ど
の
課
題
が
あ
る

の
が
現
実
で
す
。
ま
た
、
競
争
し
て
、
よ

り
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
し
た
い
、
と
い
う

子
ど
も
が
い
る
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
た
い
、
と
い
う
子
ど
も
も
い
ま
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
『
居
場
所
』

を
、
大
人
が
し
っ
か
り
と
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
」
と
指
摘
。
指
導
者
の
確
保

で
は
「
誰
に
任
せ
る
の
か
、
で
は
な
く
、

子
ど
も
達
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
そ
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
を
大
人
が
協
議
し
、

実
現
す
る
と
い
う
発
想
が
基
本
で
す
。
ク

ラ
ブ
の
指
導
者
は
種
目
の
専
門
的
な
目
線

が
あ
り
、
教
師
は
教
育
の
専
門
家
で
す
。

地
域
移
行
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
二
つ
が

融
合
す
れ
ば
、
持
続
的
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
創
出
が
実
現
す
る
の
で
は
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。

　

ま
た
、
村
で
は
、
指
導
者
の
資
格
取
得

な
ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

自
費
で
の
負
担
や
ク
ラ
ブ
側
が
持
つ
場
合

が
多
い
中
で
、
行
政
が
指
導
者
確
保
に
具

体
的
な
支
援
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
だ
。
高

橋
さ
ん
は
「
資
格
の
取
得
は
適
切
な
指
導

に
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
援
す

る
村
の
取
組
は
他
の
市
町
村
に
と
っ
て
も

参
考
に
な
る
の
で
は
」
と
話
す
。

約
１
６
０
人
が
活
動
─
厚
真
町

　

厚
真
町
で
は
現
在
、
10
競
技
10
団
体
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
活
動
し
、
団
員
は
約

１
６
０
人
に
上
る
。
高
校
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
少
年
団
も
あ
り
、
種
目
・
団
員
数

と
も
に
人
口
4
千
人
台
の
ま
ち
と
し
て

は
、
か
な
り
大
き
な
規
模
だ
。
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
の
大

垣
崇
主
査
は
「
地
元
に
住
む
競
技
経
験
者

が
指
導
員
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
歴

史
や
規
模
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、

30
年
以
上
の
活
動
歴
が
あ
る
少
年
団
も
あ

り
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
し
て
は
「
規

模
や
体
制
が
異
な
る
た
め
、
す
べ
て
の
少

年
団
が
地
域
移
行
に
対
応
で
き
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
移
行
、
中
学
の
部
活

動
廃
止
あ
り
き
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
保

護
者
や
ク
ラ
ブ
関
係
者
の
声
を
聞
き
、
そ

の
上
で
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

立
ち
上
げ
て
受
け
入
れ
可
能
な
部
活
動
か

ら
順
次
移
行
し
て
い
く
、
と
い
う
考
え

で
、
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

指
導
者
に
つ
い
て
は
「
地
元
に
住
む
方

が
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
に

伴
い
、
今
後
は
複
数
の
指
導
者
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
子
ど

も
の
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
た
め
に

も
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
人

員
の
や
り
く
り
を
す
る
な
ど
、
工
夫
を
し

な
が
ら
住
民
に
理
解
と
協
力
を
呼
び
か

け
、
後
継
者
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

ア
ス
リ
ー
ト
と
連
携
─
幕
別
町

　

指
導
体
制
を
ア
ス
リ
ー
ト
と
連
携
し
て

築
い
て
い
る
町
も
あ
る
。
幕
別
町
は
、
こ

れ
ま
で
髙
木
菜
那
・
美
帆
姉
妹
や
福
島
千

里
選
手
、
元
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
古
谷
優
人

投
手
ら
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
「
人
の
利
」
を
活
か
し
、
町
は
平
成
30

年
度
か
ら
、「
ア
ス
リ
ー
ト
と
創
る
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
の
町
創
生
事
業
」
を
開
始
。
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
交
流
会
、
ア
ス
リ
ー
ト
が

直
接
指
導
す
る
教
室
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
。

　

町
は
、
町
の
魅
力
を
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

の
魅
力
と
技
術
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
「
応
援
大
使
」
に
委

嘱
し
て
い
る
。
令
和
6
年
度
で
16
人
に
上

「協働」の重要性を指摘する
高橋部活動地域移行コーディ
ネーター

総合型地域スポーツクラブ立
ち上げに取り組む大垣主査
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童
が
ダ
ン
ス
や
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
バ

ル
シ
ュ
ー
レ
（
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
の
指
導
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
吉

川
事
務
局
長
は
「
む
ー
ブ
で
は
子
育
て
支

援
、
藍
で
は
部
活
動
地
域
移
行
な
ど
特
定

の
目
的
に
特
化
す
る
こ
と
で
、
立
ち
上
げ

も
早
く
な
り
、
継
続
も
し
や
す
く
な
る
」

と
自
ら
の
経
験
か
ら
語
る
。

３
０
０
人
の
ク
ラ
ブ
に
成
長

�

─
安
平
町

　

平
成
30
年
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
安
平
町
で

は
、
地
震
発
生
か
ら
４
カ
月
後
の
平
成
31

年
１
月
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
「
ア
ビ
ー
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
多

種
目
・
多
世
代
・
多
志
向
の
活
動
を
展
開

し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
発
足
当
時
は
少
年
団

10
団
体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
令
和
６
年

度
に
は
会
員
数
３
４
６
人
、
12
種
目
・
17

団
体
が
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
に
ま
で
成
長
。

部
活
動
の
地
域
移
行
の
受
け
皿
と
し
て
総

合
型
ク
ラ
ブ
が
注
目
さ
れ
る
中
、
道
内
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

て
い
る
。

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
最
大
の
特
徴

は
、
種
目
の
多
様
性
だ
。
サ
ッ
カ
ー
、
野

球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

陸
上
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
ダ
ン
ス
、

乗
馬
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
マ
ル
チ
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
機
会
を
提
供
す
る
。
ク
ラ
ブ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
鳥
實
裕
弥
さ
ん
は
「
単
一

の
ク
ラ
ブ
で
は
、
少
子
化
の
影
響
で
子
ど

も
の
奪
い
合
い
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
ア
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
で
き
た

こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
同
士
の
風
通
し
が
良
く

な
り
、
複
数
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
こ
と
に

対
す
る
指
導
者
と
保
護
者
の
理
解
を
得
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
団
員
の
中
に
は
、
小

学
３
年
生
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
て
、

そ
の
後
野
球
を
始
め
、
15
歳
以
下
の
日
本

代
表
に
な
っ
た
子
も
い
ま
す
。
複
数
の
種

目
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺

激
を
受
け
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
子
ど
も

た
ち
を
見
て
い
る
と
成
果
を
実
感
し
ま

す
」
と
話
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
で
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
所
有
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
送
迎

を
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
各
ク
ラ
ブ
の
保

険
登
録
を
一
元
化
し
、
事
務
負
担
の
軽
減

を
実
現
し
て
い
る
。

町
と
同
じ
目
線
で
取
組

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
う
課
題
の
一

つ
に
指
導
者
確
保
が
あ
る
が
、
安
平
町
で

は
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
、
町
教
育
委
員
会
、

学
校
、
そ
し
て
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
運
営
に
参
加
・
協
力
し
、
兼
職
兼
業
の

教
師
や
、
60
歳
を
過
ぎ
て
指
導
に
参
加
す

る
住
民
ら
約
65
人
が
指
導
に
当
た
る
。

　

指
導
者
確
保
が
円
滑
に
進
ん
で
い
る
背

景
と
し
て
、
鳥
實
さ
ん
は
「
ク
ラ
ブ
と
町

が
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
し
っ
か
り
整
え
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
創
造
す
る
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
同
じ
視
線
で
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
す
。

　

ま
た
、
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ

ル
ー
プ
の
鳥
越
翔
主
査
は
「
少
子
化
と
い

う
現
実
に
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
人
が
協
力
し
て
取

り
組
も
う
と
い
う
意
識
が
も
と
も
と
あ
り

ま
し
た
」
と
話
し
、
同
グ
ル
ー
プ
の
前
田

繁
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
も
「
部
活
動
の
地

域
移
行
を
き
っ
か
け
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

維
持
を
関
係
者
が
し
っ
か
り
と
協
議
し
て

き
ま
し
た
」
と
背
景
を
説
明
す
る
。

　

今
後
の
活
動
展
開
に
つ
い
て
は
「
少
子

高
齢
化
は
間
違
い
な
く
進
ん
で
い
き
ま

す
。
現
実
を
見
据
え
る
と
、
ど
こ
か
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
他
の
市
町
村
も
同
様
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
域
的

な
連
携
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

る
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
前
田

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
と
語
る
。

アビースポーツクラブの鳥實クラブマネジャー（左）と
町教委学校教育グループの鳥越主査（中央）、前田グ
ループリーダー

子どもたちが生き生きとスポーツを楽しみ、成長する
アビースポーツクラブ

特集 スポーツの「チカラ」─まちに活力を与える
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3Report
関
係
者
が
連
携
・
協
働
を

　

部
活
動
の
地
域
移
行
が
進
む
中
、
道
内

各
地
の
総
合
型
ク
ラ
ブ
と
関
係
団
体
の
連

携
を
図
り
、
協
働
を
可
能
と
す
る
体
制
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
、
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ

協
会
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の
委

託
を
受
け
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
「
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
推
進
体
制
基
盤
強
化
事

業
」
に
取
り
組
む
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
学
識
者
、
道
教
育
庁
な
ど
が
構
成

員
と
な
る
同
協
会
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進

団
体
連
絡
会
議
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
３

カ
年
計
画
で
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向

け
た
課
題
を
抽
出
し
、
道
内
の
複
数
地
域

で
課
題
解
決
に
向
け
た
モ
デ
ル
実
証
な
ど

を
行
う
。

　

令
和
６
年
度
は
、
岐
阜
県
と
新
潟
県
の

先
進
ク
ラ
ブ
を
視
察
し
た
ほ
か
、
道
内
視

察
や
情
報
交
換
会
議
、
講
演
会
の
開
催
も

予
定
し
て
い
る
。
同
協
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

課
の
土
谷
瑠
依
子
主
任
は
「
部
活
動
の
地

域
移
行
に
関
し
て
、
市
町
村
の
総
合
型
ク

ラ
ブ
へ
の
期
待
は
高
い
で
す
が
、
指
導
者

の
確
保
や
経
費
、
子
ど
も
の
送
迎
な
ど
課

題
も
多
い
の
が
実
態
で
す
」
と
話
す
。

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
推
進
体
制
基
盤

強
化
事
業
に
つ
い
て
、
同
課
の
熊
耳
雅
美

ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
「
初
年
度
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
は
視
察
な
ど
を
通

じ
て
お
互
い
の
交
流
を
図
り
、
課
題
に
対

す
る
意
識
共
有
を
図
る
予
定
で
す
。
地
方

で
は
少
子
化
に
よ
る
ク
ラ
ブ
維
持
と
指
導

人
材
不
足
な
ど
の
課
題
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
持
続
的
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備

す
る
た
め
に
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
に
合
っ
た
取

組
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
語
る
。

特
化
型
で
早
期
立
ち
上
げ

　

全
国
に
は
令
和
５
年
７
月
で
３
４
１
４

の
総
合
型
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
や
子
育
て
支
援
な
ど
に
寄
与

し
て
い
る
。
道
内
で
は
１
５
１
ク
ラ
ブ
が

活
動
し
て
い
る
。

　

伊
達
市
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
藍
で
、
令
和

４
年
の
設
立
準
備
段
階
か
ら
携
わ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
伊
達
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
吉
川
修

一
事
務
局
長
は
、
市
内
光
陵
中
、
伊
達
中

で
校
長
を
歴
任
し
た
教
師
だ
が
、
む
か
わ

町
教
育
委
員
会
に
出
向
し
て
い
た
平
成
17

年
に
は
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
む
ー
ブ
」
の

設
立
を
手
掛
け
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公

認
の
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
も
取
得

し
た
。

　

平
成
18
年
3
月
か
ら
続
く
む
ー
ブ
は
、

子
育
て
支
援
に
主
眼
を
置
き
、
幼
児
や
児

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成
12
年
度
か
ら
全
国
各
地

で
育
成
が
始
ま
っ
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
以
下
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
）。
令
和
６
年
度
の
道
内
登
録
認
定
数

は
56
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
部
活
動
の
地
域
移
行
が
始
ま
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
に
根
付
か
せ
よ
う
と
取
り
組
む
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
今
を
追
っ
た
。

多
様
な
連
携
に
動
き
だ
す
ス
ポ
ー
ツ
組
織

地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
を
根
付
か
せ
る
た
め
に

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
は
今

現
場
か
ら
の
報
告 

●❸

関係者が連携・協働を図り持続的なス
ポーツ環境作りを、と語る熊耳クラブ
アドバイザー（左）と土谷主任

子育て支援主体の活動が長く続くむかわ町のむーブ
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い
ほ
ど
ク
ラ
ブ
の
収
入
面
は
厳
し
く
な
り

ま
す
が
、
市
民
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
ま
ち
に
は
し
や
す
い
の
で
は
」
と
話
す
。

商
店
街
で
運
動
会
を
─
名
寄
市

　

名
寄
市
は
、
産
学
官
連
携
の
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
委
員
会
）
方
式
で
、
ス
ポ
ー
ツ

を
切
り
口
に
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
の
運
動
会

が
相
次
い
で
中
止
と
な
っ
た
令
和
２
年
、

市
中
心
部
の
名
よ
せ
通
り
商
店
街
を
舞
台

に
「
街
な
か
運
動
会
」
を
初
め
て
開
催
し

た
。

　
「
運
動
会
の
中
止
で
活
躍
の
場
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
場
を
つ
く

り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
買
い
物

を
す
る
機
会
の
多
い
子
育
て
世
代
に
も
商

店
街
に
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と
始
め
ま

し
た
」
と
、
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
務
局
を
務
め
る
市
総
合
政
策
部
ス
ポ
ー

ツ
・
合
宿
推
進
課
の
小
田
美
紗
子
主
査

は
、
開
催
の
意
図
を
説
明
す
る
。

　

令
和
６
年
９
月
に
開
い
た
５
回
目
の
街

な
か
運
動
会
は
、
通
行
止
め
に
し
た
駅
前

通
を
未
就
学
児
が
元
気
に
駆
け
抜
け
る
幼

児
30
㍍
走
に
始
ま
り
、
７
４
６
㍍
を
４
人

１
組
の
リ
レ
ー
で
事
前
に
申
告
し
た
タ
イ

ム
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
「
７
４
６
（
な

よ
ろ
）
リ
レ
ー
」、
商
店
街
と
い
う
立
地

を
生
か
し
た
「
買
い
物
競
走
」
な
ど
の
ほ

か
、
玉
入
れ
な
ど
毎
回
新
競
技
も
取
り
入

れ
て
い
る
。「
す
っ
か
り
市
民
に
定
着
し
、

『
パ
ン
食
い
競
走
』
は
定
員
50
人
が
す
ぐ

に
埋
ま
る
な
ど
、
年
々
参
加
者
も
増
え
て

き
ま
し
た
」（
小
田
主
査
）
と
い
う
。

　

平
成
30
年
３
月
に
発
足
し
た
Ｎ
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
名
寄
市
の
ほ
か
、

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
ま
ち
づ
く
り
団

体
、
経
済
団
体
、
福
祉
団
体
、
大
学
な
ど

で
構
成
す
る
。
令
和
６
年
度
は
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
も
委
員
に
名
を
連

ね
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
は
球
団
マ
ス

コ
ッ
ト
「
Ｂ
・
Ｂ
」
が
駆
け
付
け
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

３
部
会
で

多
様
な
取
組
を
進
め
る

　

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
内
に
は
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
輩
出
な
ど
を
目
指
し
た
子
ど
も
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
を
担
う
「
青
少
年

育
成
部
会
」、
市
民
が
日
常
的
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
機
会
や
場
を
提
供
す
る

「
市
民
健
康
部
会
」、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
資
源
の
活
用
、
経
済
活
性
化
に
取
り

組
む
「
地
域
経
済
部
会
」
の
３
部
会
を
置

い
て
い
る
。

　

近
年
の
具
体
例
と
し
て
は
、
青
少
年
育

成
部
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る
新
た
な
受
け

皿
な
ど
を
10
年
が
か
り
で
創
出
す
る

「
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

市
民
健
康
部
会
で
は
、
小
学
１
～
３
年
生

向
け
に
運
動
機
会
を
提
供
す
る
「
Ｎ
ス
ポ

キ
ッ
ズ
事
業
」
が
好
評
の
ほ
か
、
運
動
機

会
が
減
少
す
る
「
働
き
世
代
」
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
体
組
成
計
を
活
用
し
た
健
康
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
経
済
部
会
で
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

台
の
ピ
ヤ
シ
リ
シ
ャ
ン
ツ
ェ
な
ど
を
活
用

し
た
大
会
や
合
宿
の
誘
致
の
ほ
か
、
企
業

と
大
学
が
連
携
し
て
健
康
レ
シ
ピ
の
開
発

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

街
な
か
運
動
会
は
、
３
部
会
挙
げ
て
取

り
組
む
事
業
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
出

し
合
い
ま
と
め
上
げ
た
も
の
だ
。
小
田
主

査
は
「
こ
の
ほ
か
に
も
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
が
参
画
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
民

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
や
車
椅
子
ラ
グ
ビ
ー
な
ど

の
体
験
会
も
開
い
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
、
そ
れ
を
具
体
化
で

き
る
の
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

多くの市民が参加し、商店街がにぎわう街なか
運動会

中学生以上が参加する「７４６ リレー」

市が導入した体組成計（手前）と
スポーツ・合宿推進課の小田主査

特集 スポーツの「チカラ」─まちに活力を与える
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大
学
と
連
携
─
Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｉ

　

岩
見
沢
市
を
拠
点
と
す
る
総
合
型
ク
ラ

ブ
の
Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
（
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
イ
フ
・

デ
ザ
イ
ン
・
イ
ワ
ミ
ザ
ワ
）
は
、
地
域
住

民
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
」
を
目
指

し
、
平
成
29
年
４
月
に
発
足
し
た
。
バ
ル

シ
ュ
ー
レ
教
室
な
ど
を
市
内
外
で
展
開
す

る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
に
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
文
化
学
科
を
置
く
北
海
道
教
育
大

学
岩
見
沢
校
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
寄
与
す
る

教
育
研
究
活
動
な
ど
も
担
っ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
は

「
ボ
ー
ル
の
学
校
」
と
い
う
意
味
で
、
幼

児
期
か
ら
児
童
期
に
か
け
て
行
う
ス
ポ
ー

ツ
の
入
り
口
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段

階
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ー
ル
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
体
の
動
か
し
方
を
経
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
楽
し
み
な
が
ら
基
礎
運

動
能
力
や
自
発
性
、
社
会
性
を
身
に
付
け

ら
れ
る
。

　

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
Ａ
級
指
導
者
の
資
格
を

持
つ
辻
本
智
也
Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
代
表
理
事
は

「
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
は
、
自
由
に
動
く
こ
と

が
基
本
で
、
判
断
力
や
創
造
力
が
養
わ
れ

ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
り
ま
す
が
、
戦
術
は

指
導
し
ま
せ
ん
。
マ
ル
チ
ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
さ
せ
て
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
、
打
つ
、

受
け
る
、
蹴
る
と
い
う
動
作
が
左
右
と
も

で
き
る
と
い
っ
た
基
礎
的
な
運
動
能
力
を

伸
ば
し
ま
す
」
と
説
明
す
る
。
単
一
の
ス

ポ
ー
ツ
を
教
え
る
少
年
団
の
よ
う
に
、
短

期
間
に
目
覚
ま
し
い
成
果
は
表
れ
に
く
い

も
の
の
、「
長
い
目
で
見
れ
ば
、
競
技
を

始
め
る
土
台
に
な
り
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　

拠
点
の
岩
見
沢
市
だ
け
で
な
く
士
別

市
、
苫
前
町
、
乙
部
町
、
奥
尻
町
、
浦
臼

町
な
ど
の
教
育
委
員
会
や
ス
ポ
ー
ツ
協
会

か
ら
委
託
を
受
け
て
全
道
各
地
で
バ
ル

シ
ュ
ー
レ
の
体
験
教
室
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
Ｃ
級
指
導
者
の
養
成
講
座
も
開
く

な
ど
、
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
道
教
大
岩
見
沢
校
と
の
連
携

協
定
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
基
づ
い
た

指
導
を
提
供
す
る
ク
ラ
ブ
の
信
頼
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」（
辻
本
代
表
）
と
い
う
。

優
秀
な
指
導
者
を
多
数
輩
出
へ

　

Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
に
は
、
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
新
体
操
、
陸
上
、
ス

キ
ー
な
ど
の
教
室
が
あ
り
、
１
歳
児
か
ら

大
人
ま
で
約
３
０
０
人
が
会
員
と
な
っ
て

い
る
。
公
的
な
助
成
は
受
け
ず
、
会
費
や

受
託
業
務
な
ど
の
事
業
収
入
と
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
か
ら
の
協
賛
金
で
賄
う
。

　

岩
手
県
出
身
で
道
教
大
函
館
校
を
卒
業

し
た
後
、
同
大
岩
見
沢
校
の
修
士
課
程
に

進
み
、
ス
ポ
ー
ツ
教
育
を
研
究
し
た
辻
本

代
表
が
、
岩
見
沢
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
を
開

設
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
大
学
が
あ
る
こ

と
で
質
の
高
い
指
導
人
材
が
確
保
し
や
す

い
こ
と
だ
。
現
在
、
Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
は
同
校
の

卒
業
生
を
含
む
３
人
の
常
勤
職
員
と
大
学

生
を
主
体
と
す
る
非
常
勤
ス
タ
ッ
フ
約
40

人
で
運
営
。
優
秀
な
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を

育
成
し
、
道
内
外
の
総
合
型
ク
ラ
ブ
に
送

り
出
そ
う
と
考
え
て
い
る
。「
将
来
は
先
生

の
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ

る
子
も
い
ま
す
。
今
は
ス
ポ
ー
ツ
を
仕
事

に
す
る
こ
と
は
本
当
に
大
変
で
す
が
、
ク

ラ
ブ
の
地
域
指
導
者
を
当
た
り
前
の
職
業

に
し
て
い
き
た
い
」
と
辻
本
代
表
は
話
す
。

　

岩
見
沢
を
含
め
人
口
が
減
少
し
て
い
る

地
域
は
、
団
体
競
技
の
部
活
動
が
廃
部
に

な
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
反
面
、

「
持
続
可
能
な
組
織
を
つ
く
る
転
換
期
に

な
り
得
る
」
と
辻
本
代
表
は
指
摘
す
る
。

　
「
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
大
人

と
い
っ
た
世
代
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
越
え

て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
と
交
流
す
る
社
会
教
育

の
場
に
も
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
用
意
す
る
こ

と
は
大
人
の
責
任
」（
辻
本
代
表
）
と
訴

え
る
。
Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
で
は
「
大
人
部
」
と
い

う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ

ス
も
あ
り
、
部
活
動
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
た
い
中
高
生
ら
も
参
加
し
て
い
る
。

　

岩
見
沢
に
は
、「
ヒ
グ
マ
打
線
」
と
呼

ば
れ
た
駒
沢
大
学
付
属
岩
見
沢
高
校
野
球

部
が
何
度
も
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
知
る
市
民
が
多

い
と
い
う
。
辻
本
代
表
は
「
人
口
が
少
な

バルシューレを楽しむ子どもたち

多世代でスポーツを楽しむ
環境づくりに取り組む辻本
ＳＬＤＩ代表理事
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日
の
29
日
。
補
正
予
算
案
は
選
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
と
選
出
さ
れ
た
場
合
の
2
種

類
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
」
と
明
か
す
。

支
援
の
輪
は
父
母
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会

の
学
校
関
係
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
商
工

会
、
農
協
、
漁
協
、
観
光
協
会
、
建
設
業

協
会
な
ど
全
町
に
広
が
り
、
こ
れ
ら
で
組

織
す
る
後
援
会
か
ら
の
寄
付
金
の
総
額
は

約
５
８
６
０
万
円
に
上
っ
た
。

「
応
援
団
賞
」優
秀
賞
を
受
賞

　

試
合
は
３
月
20
日
に
行
わ
れ
、
岡
山
の

創
志
学
園
高
校
に
惜
し
く
も
敗
れ
た
が
、

当
日
は
、
全
校
生
徒
の
ほ
か
多
く
の
町
民

が
応
援
に
駆
け
付
け
、
総
勢
約
１
６
０
０

人
の
大
応
援
団
が
晴
れ
の
舞
台
で
は
つ
ら

つ
と
プ
レ
ー
す
る
選
手
に
声
援
を
送
っ

た
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
設
置
さ
れ
、
お
よ
そ

４
０
０
人
の
町
民
が
約
１
３
０
０
キ
ロ
離

れ
た
甲
子
園
球
場
の
球
児
た
ち
を
ね
ぎ

ら
っ
た
。
こ
の
大
会
で
別
海
高
校
は
、
優

れ
た
応
援
を
し
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る

「
応
援
団
賞
」
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
も
町
民
を
喜
ば
せ
た
。

　

別
海
高
校
へ
の
町
の
手
厚
い
支
援
は
、

選
抜
甲
子
園
大
会
に
出
場
し
た
令
和
5
年

度
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
別
海
高
等

学
校
教
育
支
援
事
業
と
し
て
、
町
は
毎
年

約
６
０
０
０
万
円
程
度
を
支
出
し
て
い

る
。
主
な
内
訳
は
部
活
動
送
迎
バ
ス
運
行

に
約
９
０
０
万
円
、
寄
宿
舎
運
営
助
成
に

約
１
３
０
０
万
円
、
通
学
バ
ス
運
行
に
約

１
８
０
０
万
円
な
ど
。
野
球
部
員
の
中
に

は
札
幌
な
ど
町
外
か
ら
進
学
し
、
寄
宿
舎

で
生
活
を
送
る
生
徒
も
い
る
。
寺
澤
さ
ん

は
「
食
事
が
提
供
さ
れ
る
寄
宿
舎
で
野
球

に
打
ち
込
め
る
環
境
が
親
御
さ
ん
に
と
っ

て
は
安
心
」
と
別
海
高
校
が
選
ば
れ
て
い

る
理
由
の
一
つ
を
指
摘
し
た
。

　

寺
尾
次
長
は
「
高
校
の
存
続
は
地
域
振

興
策
だ
。
高
校
が
あ
る
こ
と
で
町
に
活
力

が
生
ま
れ
る
。
昨
年
度
は
甲
子
園
に
出
場

し
て
く
れ
て
、
町
全
体
が
盛
り
上
が
っ

た
」
と
話
す
。「
校
長
か
ら
は
、
学
校
全

体
が
明
る
く
な
り
、
野
球
部
以
外
の
生
徒

も
自
信
を
持
っ
て
大
き
な
声
で
挨
拶
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
甲
子
園
出
場
が
学

校
、
そ
し
て
地
域
に
好
影
響
を
も
た
ら
し

た
と
野
球
部
の
活
躍
を
称
賛
し
た
。

町
技
に
指
定
─
白
糠
町

　

白
糠
町
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
町
の
ス
ポ
ー
ツ
「
町
技
」
に
指

定
し
て
普
及
に
取
り
組
む
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
中
で
も
近
年

目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
が
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
だ
。
背
景
に
つ
い
て
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
の

神
子
沢
聖
人
係
長
は
「
少
子
化
と
人
口
減

少
で
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
チ
ー
ム
で
行

う
ス
ポ
ー
ツ
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い

る
」
と
地
域
の
置
か
れ
た
現
状
を
説
明
。

プ
レ
ー
す
る
児
童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
、

指
導
者
の
な
り
手
不
足
も
深
刻
で
「
し
っ

か
り
と
し
た
指
導
体
制
の
構
築
が
課
題

だ
っ
た
」
と
話
す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
令
和
元
年
8
月
。

町
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協

会
の
外
国
語
青
年
招
致
事
業
を
通
じ
て
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
強
豪
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
共
和
国
の
元
代
表
選
手
、
マ
デ
・
チ
ャ

ン
ド
ラ
・
ベ
ラ
タ
さ
ん
を
ス
ポ
ー
ツ
国
際

交
流
員
と
し
て
招
へ
い
し
、
指
導
体
制
の

強
化
を
図
っ
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
さ
ん
が
白

糠
中
学
校
の
部
活
動
や
小
学
生
の
少
年
団

「別海高校の甲子園出場で町全
体が活気づいた」と話す別海町
役場の寺尾真太郎総務部次長

町長を表敬訪問する野球部員

町民有志が整備に協力したコミュニティセンターの屋内練習場

特集 スポーツの「チカラ」─まちに活力を与える
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21
世
紀
枠
に
別
海
高
野
球
部

　

令
和
６
年
３
月
18
日
に
開
幕
し
た
第
96

回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
。
開
会
式
が

開
か
れ
た
兵
庫
県
西
宮
市
の
阪
神
甲
子
園

球
場
に
は
北
海
道
別
海
高
等
学
校
硬
式
野

球
部
の
選
手
16
人
の
晴
れ
や
か
な
姿
が

あ
っ
た
。
同
校
は
、
困
難
を
克
服
し
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
学
校
に
選
抜
甲
子
園
大

会
へ
の
出
場
機
会
を
与
え
る
「
21
世
紀
枠
」

に
選
ば
れ
、
春
と
夏
の
大
会
を
通
じ
て
初

め
て
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
。
選
抜

甲
子
園
大
会
史
上
最
東
端
の
出
場
校
だ
。

　
「
甲
子
園
球
場
の
電
光
掲
示
板
に
別
海

高
校
の
名
前
が
表
示
さ
れ
る
と
、
感
動
で

涙
を
流
す
町
民
も
い
ま
し
た
」
と
、
母
校

の
甲
子
園
出
場
に
声
を
弾
ま
せ
る
の
は
町

総
務
部
の
寺
尾
真
太
郎
次
長
だ
。
寺
尾
次

長
は
今
回
の
選
抜
甲
子
園
大
会
出
場
に
伴

う
補
助
金
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
が
、
別
海
高
校
の
活
性
化
に
向
け
た

教
育
支
援
事
業
を
担
当
し
て
い
る
。

理
念
に
ふ
さ
わ
し
い
と
高
評
価

　

公
益
財
団
法
人
日
本
高
等
学
校
野
球
連

盟
な
ど
に
よ
る
と
、
別
海
高
校
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
練
習
が
で
き
な
い
冬
季
は
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
創
意

工
夫
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
こ
と
、
農

業
や
漁
業
に
従
事
す
る
保
護
者
や
町
民
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
手
作
り
で
練
習
環
境

を
作
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
高
校
野
球
の

理
念
に
ふ
さ
わ
し
い
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

後
援
会
の
事
務
局
を
務
め
る
寺
澤
淳
司

さ
ん
は
「
８
年
前
に
当
時
強
豪
で
知
ら
れ

た
武
修
館
高
校
（
釧
路
市
）
野
球
部
で
監

督
経
験
が
あ
る
島
影
隆
啓
氏
を
招
い
て
か

ら
、
全
道
大
会
や
北
北
海
道
大
会
に
出
場

で
き
る
チ
ー
ム
に
な
り
部
員
が
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

住
民
ら
が
一
丸
と
な
っ
て
支
援

　

令
和
５
年
12
月
８
日
、
高
野
連
は
別
海

高
校
を
含
む
全
国
９
校
を
21
世
紀
枠
の
候

補
校
に
選
ん
だ
と
発
表
。
別
海
町
は
３
月

の
選
抜
甲
子
園
大
会
ま
で
に
野
球
部
の
強

化
や
練
習
環
境
を
整
え
る
た
め
の
予
算
と

し
て
約
５
０
０
万
円
の
支
出
を
町
長
の
専

決
処
分
で
決
定
し
た
。

　

こ
の
う
ち
練
習
環
境
の
整
備
で
は
、
家

畜
の
品
評
会
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
投
球
練
習
の
際
に
必

要
な
ネ
ッ
ト
を
父
母
会
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
な

ど
町
民
有
志
が
駆
け
付
け
、
一
丸
と
な
っ

て
設
置
し
た
。「
漁
師
さ
ん
は
網
の
使
い

方
に
慣
れ
て
い
る
の
で
ネ
ッ
ト
を
張
る
の

に
手
際
が
良
か
っ
た
」
と
寺
尾
次
長
は
話

す
。

　

年
が
明
け
た
１
月
26
日
に
正
式
に
21
世

紀
枠
と
し
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

町
は
臨
時
町
議
会
を
開
き
、
甲
子
園
球
場

へ
の
遠
征
費
や
応
援
に
行
く
生
徒
の
旅
費

な
ど
総
額
約
４
７
０
０
万
円
の
補
助
を
決

め
た
。
寺
尾
次
長
は
「
選
出
さ
れ
た
１
月

26
日
は
金
曜
日
で
、
臨
時
会
は
翌
週
月
曜

晴れの出場を決め喜びを爆発させた（別海町公式Ｘ（旧ツイッター）より）

　
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
ら
ず
、
学
校
部
活
動
の
活
躍
が
地
域
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
例

が
あ
る
。
過
疎
地
域
に
あ
る
公
立
校
が
強
豪
校
と
な
り
、
大
舞
台
で
活
躍
す
る
姿
は
、
住
民
に
ま
ち
の
誇
り
と
愛
着
を

再
認
識
さ
せ
、
活
力
を
も
た
ら
す
。
小
さ
な
ま
ち
か
ら
大
舞
台
に
臨
ん
だ
部
活
動
や
、
そ
れ
を
支
え
る
住
民
の
取
組
を

ま
と
め
て
み
た
。

部
活
動
が
誇
り
と
活
気
を
も
た
ら
す

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
支
援

小
さ
な
ま
ち
か
ら
大
舞
台
へ

現
場
か
ら
の
報
告 

●❹
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人
種
目
の
全
国
大
会
で
あ
る
第
35
回
全
日

本
高
等
学
校
馬
術
選
手
権
大
会
で
、
３
年

の
川
上
蘭
奈
さ
ん
が
７
位
に
入
賞
。
出
場

し
た
女
子
選
手
の
中
で
最
高
順
位
を
獲
得

し
た
。
顧
問
の
小
林
忍
教
諭
は
「
静
内
農

業
高
校
は
馬
産
地
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
地

に
あ
り
、
馬
の
生
産
と
育
成
が
学
べ
る
こ

と
か
ら
町
内
外
か
ら
優
秀
な
生
徒
が
入
学

し
て
く
れ
る
」
と
話
し
、
馬
に
対
す
る
真

摯
な
姿
勢
と
意
欲
的
な
生
徒
が
馬
術
部
で

活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

小
さ
な
町
の
名
門
剣
道
部

　

宮
崎
県
西
臼
杵
（
う
す
き
）
郡
高
千
穂

（
た
か
ち
ほ
）
町
は
、
九
州
山
地
の
中
央

部
、
宮
崎
県
最
北
部
に
位
置
す
る
人
口
約

１
万
６
０
０
人
の
山
あ
い
の
町
だ
。
こ
の

町
に
、
高
校
剣
道
で
何
度
も
全
国
優
勝
を

成
し
遂
げ
た
強
豪
校
、
宮
崎
県
立
高
千
穂

高
校
が
あ
る
。
同
校
は
大
正
６
年
、
西
臼

杵
郡
立
乙
種
農
学
校
と
し
て
開
校
。
昭
和

23
年
に
新
学
制
の
下
で
高
千
穂
高
校
が
発

足
し
た
。
現
在
は
普
通
科
、
情
報
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
科
、
生
産
流
通
科
で
合
計

２
６
３
人
が
学
ん
で
い
る
。
剣
道
部
は
創

部
か
ら
70
年
を
超
え
る
伝
統
あ
る
部
だ
。

　

高
校
剣
道
の
全
国
大
会
は
、
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技
大
会
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）、
全
国
高
等
学
校
剣
道
選

抜
大
会
な
ど
が
関
係
者
に
よ
く
知
ら
れ
、

剣
道
部
は
創
部
以
来
、
男
女
を
通
じ
て
こ

れ
ら
の
大
会
で
多
く
の
全
国
制
覇
を
成
し

遂
げ
て
き
た
。
特
に
昭
和
61
年
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、
第
33
回
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
剣
道
競
技
大
会
で
は
史
上
初
め

て
男
子
団
体
と
女
子
団
体
が
そ
ろ
っ
て
優

勝
し
、
高
千
穂
高
校
剣
道
部
を
一
躍
全
国

に
知
ら
し
め
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、

そ
の
後
も
男
子
が
平
成
3
年
と
平
成
29

年
、
女
子
が
平
成
9
年
、
平
成
15
年
、
平

成
16
年
と
優
勝
し
て
い
る
。

　

剣
道
部
は
昭
和
46
年
、
名
監
督
と
し
て

知
ら
れ
る
吉
本
政
美
氏
が
着
任
し
て
か
ら

競
技
成
績
が
向
上
し
、
全
国
大
会
上
位
の

常
連
校
と
な
っ
た
。
現
在
の
部
員
は
男
子

28
人
、
女
子
18
人
の
計
46
人
。
部
員
の
大

半
は
県
内
出
身
者
だ
が
、
県
外
出
身
者
も

15
人
い
る
。
優
れ
た
指
導
体
制
に
引
か
れ

て
福
岡
県
な
ど
西
日
本
各
県
か
ら
進
学

し
、
町
外
出
身
者
は
親
元
を
離
れ
て
寮
や

下
宿
か
ら
学
校
へ
通
う
。
部
員
は
毎
朝
７

時
頃
か
ら
朝
練
習
、
授
業
を
終
え
て
夕
方

の
練
習
を
こ
な
す
と
い
っ
た
、
剣
道
を
中

心
に
置
い
た
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｂ
・
保
護
者
が
手
厚
い
支
援

　
「
Ｏ
Ｂ
会
、
保
護
者
会
、
地
域
か
ら
の

支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
の
剣
道
部
で
す
」
と

話
す
の
は
、
高
千
穂
高
校
剣
道
部
出
身
で

現
在
は
女
子
剣
道
部
の
監
督
を
務
め
る
佐

伯
太
郎
教
諭
だ
。
剣
道
部
に
所
属
し
て
い

た
卒
業
生
は
「
剣
実
会
」
と
呼
ば
れ
る
Ｏ

Ｂ
会
を
組
織
し
て
、
大
会
遠
征
時
に
は
寄

付
金
を
集
め
る
ほ
か
、
帰
省
の
際
は
現
役

生
に
練
習
を
指
導
す
る
。
ま
た
、
剣
道
部

員
の
子
ど
も
が
卒
業
し
た
保
護
者
は
「
覇

気
之
会
」
に
入
会
し
、
Ｏ
Ｂ
会
、
現
役
父

母
会
な
ど
と
同
様
に
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
。
佐
伯
監
督
は
「
Ｏ
Ｂ
会
が
県
外
各

地
で
高
千
穂
高
校
剣
道
部
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
く
れ
て
、
入
学
の
き
っ
か
け

を
作
っ
て
く
れ
る
の
で
心
強
い
」
と
支
援

に
感
謝
し
て
い
る
。

　

宮
崎
県
で
は
中
学
校
と
高
校
の
部
活
動

の
強
化
と
競
技
力
の
向
上
の
た
め
、
宮
崎

県
高
等
学
校
競
技
力
強
化
指
定
校
・
中
学

校
競
技
力
向
上
拠
点
校
を
競
技
ご
と
に
認

定
し
、
遠
征
や
合
宿
に
か
か
る
費
用
を
県

が
補
助
す
る
ほ
か
、
認
定
さ
れ
た
学
校
は

合
同
練
習
の
中
心
校
と
な
る
、
競
技
力
向

上
制
度
を
運
用
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度

は
、
高
校
競
技
力
強
化
指
定
校
に
県
内
公

立
私
立
合
わ
せ
て
27
校
が
認
定
さ
れ
、
高

千
穂
高
校
は
剣
道
（
男
・
女
）
が
指
定
校

の
認
定
を
受
け
た
。

　

高
千
穂
高
校
剣
道
部
は
平
成
９
年
以

降
、
毎
年
認
定
さ
れ
、
県
内
の
高
校
剣
道

の
強
化
拠
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
有
能

な
生
徒
を
集
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

佐
伯
監
督
は
「
小
さ
な
町
で
す
か
ら
地
域

の
方
た
ち
の
熱
烈
な
応
援
が
あ
り
、
剣
道

部
と
し
て
は
何
と
し
て
も
応
え
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と
地
域
の
思
い
を

背
負
っ
て
大
会
に
臨
ん
で
い
る
と
い
う
。

馬術競技の様子（同）

剣道部の練習風景（高千穂高校剣道部剣実会の
フェイスブックより）
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活
動
の
指
導
に
携
わ
っ
て
か
ら
は
、
多
く

の
選
手
が
全
道
大
会
に
出
場
す
る
好
成
績

を
収
め
て
い
る
。
令
和
４
年
４
月
に
は
ス

ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
の
ヘ
ン
ド
ロ
・
ブ

デ
ィ
・
ス
ラ
ハ
マ
ン
さ
ん
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
招
い
た
ほ
か
、
令
和
６
年
４
月
に

は
白
糠
町
出
身
で
元
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
の
高
田
憲
さ
ん
を
町
で
採
用
。
３

人
と
も
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係
に
在
籍
し
て
指
導
に
当
た
る
。

道
外
か
ら
中
学
生
が
集
ま
る

　

指
導
体
制
の
強
化
は
成
績
に
現
れ
、
令

和
３
年
に
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
さ
ん
の
指
導
を

受
け
て
い
た
当
時
白
糠
小
学
校
５
年
生
の

松
下
一
誠
さ
ん
が
、
第
30
回
全
国
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
で
優
勝
。
翌

年
の
令
和
４
年
に
第
23
回
ダ
イ
ハ
ツ
全
国

小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
優

勝
し
、
２
年
連
続
で
全
国
大
会
を
制
覇
す

る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
神
子
沢
係
長
は

「
２
年
連
続
で
パ
レ
ー
ド
を
や
り
、
大
勢

の
町
民
が
松
下
さ
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い

た
」
と
、
町
が
生
ん
だ
若
き
才
能
を
多
く

の
町
民
が
祝
福
し
た
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

　

神
子
沢
係
長
は
「
こ
の
流
れ
を
下
の
世

代
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
町
立
白
糠
学
園
８
年
（
中

学
２
年
）
生
の
松
下
さ
ん
が
所
属
す
る
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
の
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
白
糠
に
は
、
充

実
し
た
指
導
陣
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
受
け
よ

う
と
道
内
だ
け
で
な
く
、
栃
木
県
、
長
野

県
、
三
重
県
な
ど
道
外
出
身
の
中
学
生
が

集
ま
る
。
生
徒
は
親
と
共
に
白
糠
町
に
移

住
し
て
い
る
ほ
か
、
松
下
さ
ん
の
自
宅
に

下
宿
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　

町
で
は
国
内
外
に
白
糠
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
令
和
５
年
か
ら

「
ブ
ル
タ
ン
キ
ス
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
し
て
い
る
。
ブ
ル
タ
ン
キ
ス
と
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
意

味
。
涼
し
い
夏
の
白
糠
で
充
実
し
た
コ
ー

チ
陣
が
指
導
す
る
合
宿
練
習
だ
。
令
和
6

年
は
８
月
14
日
─

17
日
の
日
程
で
開
か

れ
、
愛
知
県
や
九
州
か
ら
の
参
加
も
あ
っ

た
。
神
子
沢
係
長
は
「
充
実
し
た
指
導
体

制
や
環
境
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
開

催
の
意
義
を
強
調
。
ま
た
、
移
住
し
て
き

た
中
学
生
に
は
「
今
後
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
続
け
、
ぜ
ひ
白
糠
高
校
に
進
学
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
、
町
の
活
力
に
つ
な

が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

馬
産
地
新
ひ
だ
か
町
の
馬
術
部

　

競
走
馬
の
産
地
で
知
ら
れ
る
、
新
ひ
だ

か
町
の
北
海
道
静
内
農
業
高
校
は
全
国
の

公
立
学
校
で
唯
一
、
授
業
で
軽
種
馬
の
生

産
と
育
成
を
行
い
、
馬
産
地
の
実
情
に
応

じ
た
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
し

て
い
る
。
昭
和
16
年
に
北
海
道
庁
立
静
内

農
業
学
校
と
し
て
創
立
し
た
の
ち
昭
和
25

年
に
北
海
道
静
内
高
等
学
校
に
改
称
、
昭

和
53
年
に
静
内
高
校
の
農
業
系
学
科
を
分

離
独
立
し
て
北
海
道
静
内
農
業
高
等
学
校

が
現
在
地
に
開
校
し
た
。
現
在
の
生
徒
数

は
１
５
９
人
で
、
食
品
科
学
科
と
生
産
科

学
科
の
２
学
科
で
学
ん
で
い
る
。
生
産
科

学
科
の
馬
事
コ
ー
ス
は
軽
種
馬
の
生
産
と

育
成
が
学
べ
る
こ
と
か
ら
、
馬
に
関
わ
る

仕
事
を
し
た
い
生
徒
が
全
国
か
ら
集
ま

り
、
馬
術
部
に
入
部
す
る
生
徒
も
多
い
。

町
外
出
身
者
は
学
校
敷
地
内
に
あ
る
寮
で

高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

馬
術
部
は
昭
和
53
年
の
開
校
と
同
時
に

設
立
さ
れ
、
活
動
内
容
は
騎
乗
技
術
を
磨

く
た
め
に
砂
地
の
馬
場
内
で
行
う
騎
乗
練

習
の
ほ
か
、
馬
を
飼
育
す
る
厩
舎
（
き
ゅ

う
し
ゃ
）
内
の
掃
除
や
餌
や
り
な
ど
の
馬

の
管
理
も
、
当
番
を
決
め
て
世
話
を
し
て

い
る
。
馬
術
部
が
あ
る
高
校
は
道
内
に
６

校
し
か
な
く
、
こ
の
う
ち
学
校
の
敷
地
内

で
馬
を
飼
育
し
て
い
る
の
は
本
校
と
帯
広

農
業
高
校
だ
け
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
る
。
年
間
10
回
程
度
の
競
技
会
に
参
加

し
て
い
て
、
近
年
は
数
々
の
優
秀
な
成
績

を
収
め
て
い
る
。

　

令
和
５
年
に
は
、
馬
術
競
技
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
あ
る
第
57
回
全
日
本
高
等
学

校
馬
術
競
技
大
会
（
３
人
１
組
の
団
体

戦
）
で
全
国
３
位
に
輝
い
た
。
同
校
馬
術

部
が
表
彰
台
に
立
つ
の
は
、
平
成
21
年
に

優
勝
し
て
以
来
14
年
ぶ
り
の
快
挙
だ
っ
た
。

　

令
和
６
年
８
月
に
は
、
苫
小
牧
市
の

ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
個

多くの町民が全国制覇を成し遂げた
松下一誠さんを祝った

馬術部の練習風景（静内農業高校の
フェイスブックより）

馬術競技の様子（同）
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を
占
め
て
お
り
、
吸
収
源
と
し
て
極
め
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」と
道
内
経
済

　

周
囲
を
海
洋
に
囲
ま
れ
た
本
道
の
藻
場

面
積
は
、
約
４
万
６
千
㌶
（
都
道
府
県
別

で
第
１
位
）
と
全
国
の
約
３
割
を
占
め
て

お
り
＝
表
２
、
国
内
に
お
い
て
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
生
態
系
の
活
用
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
最
も
高
い
地
域
と
い
え
る
。

　

近
年
、
道
内
沿
岸
で
も
磯
焼
け
に
よ
る

藻
場
の
消
失
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
藻

場
の
保
全
・
造
成
（
生
態
系
の
維
持
・
回

復
）
に
取
り
組
む
重
要
性
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
増
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
藻
場
保
全
の
取
り
組
み

は
、
水
産
資
源
の
保
護
・
育
成
の
み
な
ら

ず
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
へ
も

大
き
く
貢
献
す
る
、
と
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
道
内
で

は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
活
用
に
向
け
、
官
・

学
・
民
の
様
々
な
主
体
に
よ
る
動
き
が
見

ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
道
は
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
か

か
る
施
策
展
開
に
着
手
。
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量

の
把
握
・
各
地
の
取
り
組
み
促
進
・
情
報

発
信
等
に
関
す
る
事
項
を
協
議
す
る
場
と

し
て
令
和
４
年
11
月
、「
北
海
道
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
た
。

令
和
５
年
に
入
り
、
水
産
業
振
興
関
連
お

よ
び
脱
炭
素
化
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
）
関
連
の
計
画
に
取
組
を
明
記
。
さ
ら

に
令
和
６
年
３
月
に
は
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
に
関
す
る
取
組
の
推
進
方
向
」
を
制
定

し
、
具
体
的
活
動
内
容
や
道
の
役
割
等
を

整
理
し
た
。

　

こ
れ
に
前
後
し
、
道
内
各
地
域
で
は
、

官
・
学
・
民
・
地
元
関
係
団
体
な
ど
が
連

携
し
た
取
組
が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

藻
場
造
成
に
向
け
た
実
証
試
験
の
ほ
か
、

Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
の
推
計
手
法
検
討
、
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
取
得
な
ど
が
あ

る
。

　

一
例
と
し
て
、
北
海
道
市
町
村
振
興
協

会
の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
「
釧
路

町
・
標
茶
町
広
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

（
未
利
用
資
源
等
を
活
用
し
た
地
球
温
暖

化
対
策
の
研
究
）」
を
紹
介
す
る
。
こ
の

事
業
で
は
、
釧
路
町
と
標
茶
町
が
締
結
し

た
広
域
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
標
茶
町
の

牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）
に
釧
路
町
の
特

産
で
あ
る
昆
布
を
与
え
る
こ
と
の
効
果
検

証
や
、
漁
業
で
厄
介
者
扱
い
さ
れ
て
い
る

未
利
用
海
藻
の
飼
料
化
へ
の
研
究
、
さ
ら

に
は
牛
が
排
出
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
（
ゲ
ッ

プ
）
の
抑
制
効
果
、
経
産
牛
の
テ
ー
ブ
ル

ミ
ー
ト
化
を
探
る
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
両
町
か
ら
、
農
協
、
漁

協
、
生
産
者
の
ほ
か
、
酪
農
学
園
大
学
や

標
茶
高
校
も
交
え
た
産
官
学
に
よ
る
研
究

会
を
設
立
し
、
①
海
藻
餌
が
も
た
ら
す
牛

の
メ
タ
ン
排
出
抑
制
効
果
実
証
実
験
、
②

未
利
用
海
藻
の
飼
料
化
実
験
、
③
海
藻
を

給
与
し
た
牛
の
商
品
化
・
製
品
化
に
向
け

た
検
討
の
３
項
目
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ

た
。
事
業
は
令
和
４
・
５
年
度
に
実
施
さ

れ
、
一
定
の
成
果
を
得
た
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
活
用
の

先
進
地
域
に

　

北
海
道
に
お
け
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生

態
系
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、
そ
の
活

用
促
進
は
、
脱
炭
素
面
だ
け
で
な
く
主
要

産
業
振
興
面
へ
も
大
き
な
貢
献
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
一
方
、
同
生
態
系
に
関
す
る

基
礎
デ
ー
タ
・
情
報
の
蓄
積
は
、
ま
だ
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

本
道
が
今
後
、
藻
場
造
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ

蓄
積
、
藻
場
面
積
計
測
技
術
・
吸
収
量
推

計
手
法
の
確
立
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
お

よ
び
同
取
引
の
拡
大
、
連
携
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
好
事
例
創
出
な
ど
を
通

じ
て
、
国
内
に
お
け
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

活
用
の
先
進
地
域
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

■表2　都道府県別の藻場面積（ＴＯＰ 10）

順位 都道府県
面積（ha）

構成比（％）

1 北海道  45,764� 27.9

2 長崎県  19,095� 11.6

3 沖縄県  11,261�  6.9

4 新潟県   8,094�  4.9

5 鹿児島県   7,741�  4.7

6 石川県   7,266�  4.4

7 青森県   6,907�  4.2

8 島根県   6,813�  4.1

9 高知県   5,489�  3.3

10 和歌山県   4,803�  2.9

その他 ―  41,067� 25.0

合計 ― 164,300� 100

（注） 　�合計面積が表1の数値と差異あるのは手法（推計と衛星画像解析調
査）が異なる為。

（出所）�環境省「藻場調査（2018-2020 年度）結果について」（2021 年8月）
を基に道銀地域総合研究所作成
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ＣＯ2吸収源対策として注目度が高まる 
「ブルーカーボン」

～道内では藻場造成に向けた実証等の取り組みが活発化～
　カーボンニュートラル達成に向けた取組が国内外で進む中、「ブルーカーボン」の注目度が高まって
おり、北海道はその活用の取組で国内のフロントランナーとなる可能性を秘めている。そこで、ブルー
カーボンの概要を整理し、道内における最近の動きを解説する。� （北海道銀行・道銀地域総合研究所）

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」の
概
要

　
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
と
は
海
（
主
に

沿
岸
の
浅
海
域
）
の
生
態
系
に
よ
っ
て
吸

収
さ
れ
、
海
底
（
堆
積
・
沈
澱
等
）
や
海

中
に
貯
留
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

由
来
の
炭
素
を

指
す
。
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の

報
告
書
「B

lu
e C

a
rb

o
n

」（
２
０
０

９
年
公
表
）
に
お
い
て
定
義
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
対
策
の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
世

界
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な

お
、「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
」
は
森
林
な

ど
陸
上
の
生
態
系
に
よ
っ
て
吸
収
・
貯
留

さ
れ
る
炭
素
を
指
す
。
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
両
生
態
系
と
も
同
じ
（
光
合

成
作
用
に
よ
る
も
の
）
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
と
な
る
具
体
的
な
場
所

は
、
①
ア
マ
モ
・
ス
ガ
モ
な
ど
海
草
（
う

み
く
さ
：
種
子
植
物
）
の
藻
場
、
②
コ
ン

ブ
・
ワ
カ
メ
な
ど
胞
子
で
増
え
る
海
藻
（
う

み
も
）
の
藻
場
、
③
海
岸
や
河
口
部
に
形

成
さ
れ
る
干
潟
や
、
干
潟
の
陸
側
に
発
達

す
る
湿
地
帯
（
塩
性
湿
地
）、
④
熱
帯
や

亜
熱
帯
の
河
口
付
近
（
河
川
水
と
海
水
が

混
じ
り
合
う
汽
水
域
）
に
形
成
さ
れ
る
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
（
日
本
で
は
鹿
児
島
以
南

の
沿
岸
に
分
布
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
」
と
呼
ば
れ
、
大

気
中
か
ら
海
中
に
溶
け
込
ん
だ
Ｃ
Ｏ
２

を

吸
収
し
て
い
る
。

　

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
①
貯
留
期
間
が
圧

倒
的
に
長
い
（
数
百
年
～
数
千
年
）、
②

貯
留
状
態
の
安
定
性
が
高
く
大
気
中
へ
の

Ｃ
Ｏ
２

回
帰
リ
ス
ク
が
低
い
、
③
単
位
面

積
当
た
り
の
吸
収
効
率
が
高
い
（
年
間
吸

収
量
は
森
林
の
５
倍
～
10
倍
）、
な
ど
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ボ
ン
に
対
し
優
位
と
さ
れ
る
。

　

わ
が
国
は
領
海
面
積
・
海
岸
線
の
長
さ

が
と
も
に
世
界
第
６
位
と
、
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
生
態
系
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

最
大
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
で
あ
る
「
森
林
」

に
よ
る
吸
収
量
が
、
立
木
の
高
齢
級
化
等

に
伴
い
２
０
３
０
年
ま
で
に
約
半
減
す

る
、
と
の
試
算
も
あ
る
＝
図
。
こ
の
た
め
、

わ
が
国
に
お
け
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態

系
の
活
用
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、
吸
収

源
対
策
の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
注
目
・

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

国
内
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
の
面

積
は
28
・
３
万
㌶
、
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
は
年

間
１
３
２
万
㌧
（
平
均
値
）
と
推
計
さ
れ

て
い
る
＝
表
１
。
場
所
別
に
み
る
と
藻
場

が
、
面
積
・
吸
収
量
と
も
全
体
の
約
８
割

（注） 　�浅海生態系の 2030 年推計値には、同生態系の保全・再生による面積増加が加味され
ている。

（出所）�桑江ほか「浅海生態系における年間二酸化炭素吸収量の全国推計」、〈土木学会論文集
B2（海岸工学）Vol.75,�No.1,�pp.10-20,�2019.〉を基に道銀地域総合研究所作成

■図　�ＣＯ2吸収量の 2030 年までの変化（国内、吸収源別、推計値）
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■表1　「ブルーカーボン生態系」の面積およびＣＯ2吸収量�
（国内、推計値）

生態系の面積 CO2吸収量（平均値）

万 ha 構成比（％） 万 t-CO2/年 構成比（％）

海藻藻場 17.2�  60�  71�  54�

海草藻場  6.2�  22�  30�  23�

藻場 23.4  82� 101  77�

干潟  4.7  17�  12   9�

マングローブ林  0.3   1�  18  14�

合計 28.3 100� 132 100�
（出所）�桑江ほか「浅海生態系における年間二酸化炭素吸収量の全国推計」、〈土木学会論文集

B2（海岸工学）Vol.75,�No.1,�pp.10-20,�2019.〉を基に道銀地域総合研究所作成
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FRONT LINE 市町村の第一線

丁
目
の
一
帯
を
、
再
エ
ネ
（R

en
ew

ab
le E

n
erg

y

）
の
頭
文
字
か
ら
名
付
け
た

「
Ｒ
Ｅ
ゾ
ー
ン
」
で
、
地
産
の
再
エ
ネ
電
力
を
１
０
０
％
供
給
す
る
構
想
を
掲
げ
る
。

集
積
進
む
再
エ
ネ
活
用
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

　

準
工
業
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
Ｒ
Ｅ
ゾ
ー
ン
に
は
、
大
量
の
電
力
を
必
要
と
す
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
大
型
商
業
施
設
の
誘
致
を
進
め
て
い
る
。
平
成
23
年
に
さ
く
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
本
社
・
大
阪
市
）
が
、
冷
涼
な
外
気
を
サ
ー
バ
ー
の
冷
却
に
利
用
し
よ
う

と
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
立
地
。
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
（
同
・
千
葉
県
木

更
津
市
）
が
石
狩
倉
庫
店
を
令
和
3
年
に
開
業
し
た
。

　

令
和
6
年
秋
に
は
、
京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
同
・
京
都
市
）
が
地

域
再
エ
ネ
１
０
０
％
で
運
営
す
る
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」
を
稼
働

さ
せ
る
。
さ
ら
に
フ
ラ
ワ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
同
・
東
京
都
）
や
東
急
不
動
産

（
同
・
東
京
都
）
が
出
資
す
る
合
同
会
社
石
狩
再
エ
ネ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
第
1
号
が
、
地

域
再
エ
ネ
を
１
０
０
％
使
用
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
令
和
８
年
か
ら
の
稼
働
を
目
指

し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

各
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
再
エ
ネ
電
力
の
調
達
手
法
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
さ
く
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
北
海
道
電
力
か
ら
再
エ
ネ
１
０
０
％
の
電
力
を
購
入
す
る
。
京
セ
ラ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
敷
地
内
に
出
力
１
８
０
０
㌗
の
太
陽
光
発
電
設
備
と
容
量

6
㍋
㍗
の
蓄
電
池
を
設
置
。
隣
接
す
る
市
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
も
電
力
を
供
給
す
る
と
い

う
計
画
を
、
環
境
省
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
進
め
て
い
る
。
東
急
不
動
産
が
出
資
す
る

再
エ
ネ
事
業
会
社
が
、
隣
接
地
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
整

備
し
て
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
自
営
線
で
直
接
電
力
を
供

給
す
る
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
に
取
り
組
む
計
画
だ
。

　

さ
ら
に
丸
紅
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
（
同
・
東
京
都
）
と
大

成
建
設
（
同
・
東
京
都
）
が
出
資
す
る
石
狩
地
域
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
（
同
・
石
狩
市
）
は
、
地
域
の
未
利
用
間
伐
材

な
ど
を
発
電
燃
料
に
利
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
建

設
中
で
、
令
和
8
年
1
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。
並

行
し
て
近
郊
の
森
林
組
合
な
ど
が
、
林
地
残
材
の
有
効
利
用
に
向
け
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
内
中
心
核
で
は
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を
構
築

　

市
は
、
地
域
内
の
再
エ
ネ
電
源
を
市
民
の
身
近
な
公
共
施
設
に
も
活
用
し
よ
う
と
準
備

を
進
め
て
い
る
。
市
内
中
心
核
と
位
置
付
け
る
花
川
北
地
区
に
あ
る
5
つ
の
市
有
施
設
の

全
て
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
う
ち
の
3
施
設
を
結
ぶ
自
営
線

を
整
備
し
て
、
各
施
設
に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
り
電
力
を
融
通
し
合
う
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を
掲
げ
、
遅
く
と
も
令
和
9
年
度
末
ま
で
に
運
用
を
開
始
し
た
い
と
し
て

い
る
。

　

令
和
6
年
度
内
に
約
５
５
０
㍍
の
送
電
網
や
蓄
電
設
備
な
ど
を
整
備
す
る
民
間
事
業
者

を
選
定
す
る
予
定
だ
。
公
募
に
向
け
て
事
前
に
行
っ
た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
で

は
8
社
が
事
業
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
の
は
、
市
役
所
庁
舎
と
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市

民
図
書
館
、
大
型
児
童
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
未
来
館
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
5
施
設
で
、

建
物
の
屋
上
を
中
心
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
年
間
約
２
２
０
万
㌗
を
消
費
す

る
電
力
需
要
全
体
の
2
割
程
度
を
賄
う
予

定
だ
。

　

な
お
、
市
は
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発

電
設
備
整
備
を
再
エ
ネ
の
活
用
促
進
だ
け

で
な
く
、
災
害
で
大
規
模
停
電
が
発
生
し

た
際
の
電
力
供
給
源
と
す
る
考
え
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
災
害
時
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
市
民
図
書
館
の
ほ
か
、
大
型
児
童
セ
ン

タ
ー
こ
ど
も
未
来
館
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
3
施
設
を
自
営
線
で
結
ぶ
。

京セラコミュニケーションシステ
ムが建設したデータセンター

中心核エリアで計画するマイクログリッド構築の概念図
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写真●左／石狩湾新港地域内には太陽光発電や風力発電の施設が点在する　写真●右上／石狩市環境市民部環境課の寺尾陽助ゼロ
カーボン推進担当課長（右）と角井貴博主査（左）　写真●右下／石狩市企画政策部企業連携推進課の加藤純課長（中）、松原正人
主査（右）、天野良祐主事（左）

身
近
な
再
エ
ネ
電
源
を
活
用
す
る
「
Ｒ
Ｅ
ゾ
ー
ン
」

　

道
内
最
大
の
電
力
消
費
地
・
札
幌
市
に
最
も
近
い
国
際
貿
易
港
の
石
狩
湾
新
港
。
そ
の

背
後
に
は
、
総
面
積
約
３
千
㌶
の
工
業
団
地
「
石
狩
湾
新
港
地
域
」
が
広
が
る
。
立
地
企

業
数
は
約
７
６
０
社
、
就
業
者
数
は
２
万
人
以
上
に
及
ぶ
。
札
幌
圏
の
物
流
を
担
う
拠
点

と
し
て
開
発
が
進
ん
で
き
た
同
地
域
だ
が
、
近
年
は
良
好

な
風
況
と
広
大
な
土
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
陸
上
風
力

発
電
や
太
陽
光
発
電
の
施
設
を
次
々
と
呼
び
込
み
、
再
エ

ネ
電
源
の
集
積
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
令
和
5
年
3
月
に
は

海
外
産
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
を
燃
料
と
す
る
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
、
令
和
6
年
1
月
に
は
大
規
模
洋
上
風
力
発
電

所
が
そ
れ
ぞ
れ
稼
働
し
て
い
る
。

　

再
エ
ネ
電
源
か
ら
近
く
、
そ
の
電
力
を
利
用
し
や
す
い

立
地
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
、
市
が
石
狩

湾
新
港
地
域
内
に
設
定
し
た
の
が
約
１
０
０
㌶
の
「
Ｒ
Ｅ

ゾ
ー
ン
」
だ
。
ほ
と
ん
ど
が
分
譲
済
み
と
な
っ
て
い
る
同

地
域
内
で
、
ま
と
ま
っ
て
募
集
区
画
が
残
る
新
港
中
央
2

　石狩市は、地域にある再生可能エ
ネルギー（以下、再エネ）を存分に
活用して、二酸化炭素（ＣＯ２）排
出削減に取り組むデータセンターな
どを誘致するとともに、市役所庁舎
といった主要公共施設が集まる市内
中心核エリアでは太陽光発電設備の
設置や再エネ電力によるマイクログ
リッドの構築を図り、災害時の電源
確保に努めるなど、再エネを“地産
地活”する動きを加速させている。
道内屈指の大規模工業団地を擁する
同市の、産業集積と脱炭素化の両立
を目指す取組を紹介する。

石狩市（いしかりし）

Data
面　積：722.33 km2
人　口：57,246 人
　　　　（令和6年8月現在）
世　帯：28,705 世帯
　　　　（令和6年8月現在）
職員数：466 人
市　長：加藤　龍幸

再生可能エネルギーを地産地活
市内中心核の脱炭素化と企業誘致を促進 石狩市

FRONT LINE 市町村の第一線 ●1

企業誘致を進めるＲＥゾーンと市内中心核エリア
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総
合
計
画
の
重
点
政
策
に
地
域
運
営
組
織
の
基
盤
づ
く
り

　

北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
稲
作
や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
「
オ
オ
カ
ミ
の
桃
」
な
ど

の
生
産
地
で
知
ら
れ
る
鷹
栖
町
。
旭
川
市
に
隣
接
し
、
生
活
の
利
便
性
や
豊
か
な
自
然
に

魅
力
を
感
じ
た
子
育
て
世
代
の
転
入
者
が
多
い
町
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
は
他
の
市
町
村
と
同
様
に
進
ん
で
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
ま
ち

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

町
は
平
成
30
年
度
か
ら
、
第
8
次
総
合
振
興
計
画
（
令
和
2
～
11
年
度
）
の
策
定
作
業

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
時
期
、
地
方
創
生
の
名
の
下
に
「
移
住
」
が
脚
光
を
浴
び
て
い

た
。
町
で
も
移
住
促
進
に
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
が
、
一
方
で

「
目
立
つ
取
組
に
ば
か
り
目
を
奪
わ
れ
ず
、
足
元
の
地
域
づ
く
り
を
重
視
し
、
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
は
」
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
た
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
土
壌
を
作
れ
ば
、
根
が
育
ち
、
豊
か
な
実
が
な
る
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
、
策
定
に
際
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
、
関
わ
ろ
う
と
す
る

意
識
づ
く
り
が
良
い
土
壌
と
な
る
と
の
考
え
の
基
で
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
へ
の
シ

フ
ト
が
必
要
と
の
認
識
に
立
ち
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
町
内
の

団
体
へ
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

町
内
5
地
区
（
鷹
栖
、
北
野
、
中
央
、
北
斗
、
北
成
）
で
、
10
年
後
の
地
区
の
姿
な
ど
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
「
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
地
域
の
活
動
や
運
営
の

あ
り
方
を
ど
う
す
べ
き
か
」
と
い
っ
た
課
題
や
、「
地
域
の
活
動
を
担
う
次
の
世
代
の
育

成
が
必
要
」「
愛
着
の
あ
る
地
域
に
で
き
る
限
り
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
業
を
経
て
令
和
2
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合
計
画
に
は
、「
笑
顔　

幸
せ　

み
ん
な
で
つ
く
る　

あ
っ
た
か
す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
住
民
参
画
」

と
「
自
分
ご
と
」
を
最
重
要
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
重
点
施
策
の
一
つ
に
地
域
運
営
の
基

盤
づ
く
り
が
明
記
さ
れ
た
。

　令和2年度にスタートした町の新たな総合計画では、住民主体の地域づく
りを掲げ、その具体的な取組を企画・運営する主体として、地区ごとに住民
が立ち上げる地域運営組織の構築を明記した。2地区が先導的に活動を展開
し、3年後には全地区へと拡大した。住民が住み続けたいまちとするため
に、地域と行政が連携したまちづくりの取組を紹介する。

鷹栖町 （たかすちょう）

Data
面　積：139.42 km2
人　口： 6,488 人 

（令和6年8月26日現在）
世　帯： 3,085 世帯 

（令和6年8月26日現在）
職員数： 89 人 

（普通会計ベース）
町　長：谷　寿男

「自分ごと」として住民がまちづくりを企画・運営
町内5地区で地域運営組織を構築 鷹栖町

FRONT LINE 市町村の第一線 ●2

写真●左／住民が主役のまちづく
りを実践する　写真●右／「住み
続けたいまちを実現するための
土壌とは何かを考えてきた」と
語る大内地域振興係長
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こ
の
ほ
か
、
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
複
数
導
入
し
、
運
輸
部
門
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
を
図
る
。
こ
れ
ら
を
市
役
所
の
閉
庁
日
に
は
市
民
に
カ
ー
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
脱
炭
素
化
に
一
役
買
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
災
害
時
な
ど
に
は
移
動
型
の
蓄
電
池
と
し
て

も
活
用
す
る
。

脱
炭
素
推
進
交
付
金
で
展
開
を
加
速

　

令
和
4
年
４
月
、
環
境
省
の
第
１
回
脱
炭
素
先
行
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
う

し
た
取
組
を
後
押
し
し
て
い
る
。
脱
炭
素
先
行
地
域
と
は
、
国
の
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
民
生
部
門
の
電
力
消
費
に
伴

う
Ｃ
Ｏ
２

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
地
域
だ
。
提
案
し
た
関
連
事
業
は
地
域
脱
炭
素
推
進

交
付
金
に
よ
り
事
業
費
の
3
分
の
2
が
国
費
で
賄
わ
れ
る
た
め
、「
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
市
内
中
心
核
で
の
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
構
築
事
業
を
担
当
す
る
市
環
境
市
民
部
環
境
課
の
寺
尾
陽
助
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
担
当

課
長
は
話
す
。

　

取
組
を
進
め
て
い
く
中
で
浮
上
し
て
き
た
課
題
も
あ
る
。
積
雪
や
風
の
影
響
を
考
え
る

と
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
土
台
で
あ
る
架
台
を
高
く
頑
丈
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
耐
荷
重

の
関
係
で
施
設
屋
上
に
設
置
で
き
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
枚
数
が
計
画
段
階
よ
り
減
っ

た
。
当
初
は
5
施
設
の
消
費
電
力
の
4
割
程
度
を
太
陽
光
発
電
で
賄
う
プ
ラ
ン
だ
っ
た

が
、
2
割
ほ
ど
の
確
保
に
と
ど
ま
る
見
通
し
だ
。

　

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
も
当
初
は
、
公
共
施
設
5
施
設
を

自
営
線
で
結
ぶ
構
想
だ
っ
た
が
、
幹
線
道
路
を
ま
た
ぐ
送

電
線
の
整
備
は
、「
想
像
以
上
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
非

常
用
電
源
が
整
備
済
み
の
市
役
所
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の

接
続
は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
」（
寺
尾
課
長
）
と
い
う
。

　

こ
の
た
め
、
外
部
か
ら
足
り
な
い
電
力
を
調
達
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
既
存
の
再
エ
ネ
発
電
設
備
か
ら
調
達
す
る

の
か
、
そ
れ
と
も
遊
休
地
に
再
エ
ネ
発
電
施
設
を
新
た
に

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｒ
Ｅ
ゾ
ー
ン
の
脱
炭
素
化
に
も
交
付
金
活
用

　

Ｒ
Ｅ
ゾ
ー
ン
で
は
、
東
急
不
動
産
が
出
資
す
る
再
エ

ネ
事
業
会
社
が
取
り
組
む
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力

販
売
契
約
）
事
業
に
地
域
脱
炭
素
推
進
交
付
金
を
活
用

す
る
。
ゾ
ー
ン
内
に
設
置
す
る
2
カ
所
の
太
陽
光
発
電

所
と
、
こ
れ
ら
発
電
所
か
ら
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
へ
電
力

を
直
接
供
給
す
る
自
営
線
の
整
備
費
に
、
市
が
間
接
交

付
す
る
。

　

市
は
当
初
、
Ｒ
Ｅ
ゾ
ー
ン
へ
の
電
力
供
給
に
つ
い
て
特
定
送
配
電
事
業
を
想
定
し
て
い

た
が
、
電
力
の
市
場
価
格
が
極
端
に
上
昇
し
、
市
場
連
動
型
で
電
力
を
調
達
す
る
同
事
業

は
困
難
と
判
断
し
た
。
代
替
策
と
し
て
、
電
力
販
売
事
業
者
が
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
需
要
者
と
な
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
初
期
費
用
を
負
担
せ
ず
に
、
特

定
の
電
源
か
ら
の
再
エ
ネ
電
力
が
使
用
で
き
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

市
で
は
、
Ｒ
Ｅ
ゾ
ー
ン
内
の
「
オ
ン
サ
イ
ト
」
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な
い
電
力
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
ゾ
ー
ン
外
の
「
オ
フ
サ
イ
ト
」
の
再
エ
ネ
電
源
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｐ
Ａ

事
業
の
在
り
方
を
、
東
急
不
動
産
と
連
携
協
定
を
結
び
模
索
し
て
い
る
。

計
画
を
柔
軟
に
見
直
し
な
が
ら
着
実
に

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
計
画
し
た
多
く
の
事
業
は
、
規
模
を
縮
小
す
る
見
直
し
を
迫
ら
れ
る

な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
き
た
。
そ
れ
で
も
国
の
政
策
に
基
づ
き
、
先
進
的
な
脱
炭
素
化

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
知
名
度
が
向
上
し
、
企
業
立
地
に
向
け
た
視
察
や
問
い
合
わ
せ
が

増
え
る
な
ど
の
副
次
的
効
果
も
表
れ
て
き
た
。

　
「
再
エ
ネ
分
野
は
制
度
の
見
直
し
や
法
律
の
改
正
が
頻
繁
で
、
技
術
進
歩
も
目
覚
ま
し

い
の
で
、
机
上
の
計
画
策
定
か
ら
実
行
に
移
す
ま
で
に
生
じ
る
変
化
を
受
け
入
れ
、
社
会

情
勢
な
ど
に
応
じ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
政
策
を
変
更
し
つ
つ
も
、
着
実
に
進
め
る
と
い
う

気
構
え
が
大
事
」
と
Ｒ
Ｅ
ゾ
ー
ン
の
企
業
誘
致
な
ど
を
担
当
す
る
市
企
画
政
策
部
の
加
藤

純
企
業
連
携
推
進
課
長
は
強
調
す
る
。

東急不動産などが構想するＰＰＡ事業
のイメージ。手前の太陽光発電設備か
ら奥のデータセンターに電力を供給する

災害時などにはボランティア活動拠点となる
市民図書館
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困
っ
て
い
る
』
と
結
論
づ
け
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
近
く
に
住
む
子
ど
も
が
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
方
や
つ
な
が
り
で
ニ
ー
ズ
は
さ
ま
ざ
ま
に
異

な
り
ま
す
。
行
政
目
線
で
は
な
く
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
目
線
に
よ
り
近
い
取
組
に
よ
っ

て
、
き
め
細
か
く
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
け
る
、
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
前
向
き
に
捉
え
て
い
る
。

防
災
と
福
祉
の
2
分
野
で
具
体
的
な
事
業
を
展
開

　

3
年
目
を
迎
え
た
令
和
4
年
度
は
、
地
区
計
画
策
定
を
踏
ま
え
て
、
防
災
分
野
で
具
体

的
な
事
業
を
実
施
し
た
。「
災
害
が
発
生
し
た
時
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
な
の
か
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
取
組
を
進
め
た
い
」
と
い
う
住
民
か
ら
の
声
を
受
け
て
、
自
主
防

災
力
の
向
上
に
向
け
て
、
中
央
、
北
斗
、
北
成
の
3
地
区
の
地
区
公
民
館
運
営
組
織
な
ど

が
参
加
し
て
、
先
進
事
例
な
ど
を
学
ぶ
合
同
の
研
修
会
議
を
開
催
し
た
。
地
区
独
自
の
ト

ラ
イ
ア
ル
事
業
と
し
て
は
、
中
央
地
区
で
消
防
団
と
連
携
し
、
子
ど
も
も
楽
し
み
な
が
ら

防
災
を
学
ぶ
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
令
和
5
年
度
も
避
難
所
宿
泊
模
擬
研
修
な
ど

を
行
い
、
各
地
区
で
自
主
防
災
力
向
上
の
取
組
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
福
祉
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
交
流
機
会
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
拠
点
に
、
鷹
栖
、
北
野
、
北
斗
の
3
地
区
で
住
民
組
織
が
サ

ロ
ン
の
開
設
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
令
和
5
年
度
に
は
中
央
地
区
、
6

年
度
に
は
北
成
地
区
に
も
サ
ロ
ン
が
開
設
と
な
り
、
全
地
区
で
居
場
所
づ
く
り
が
整
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
地
域
運
営
組

織
の
見
直
し
と
事
務
局
体
制
の
充

実
の
検
討
も
進
め
た
。
組
織
の
見

直
し
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
活
動

の
拠
点
と
な
る
地
区
住
民
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
住
民
団
体
が
担
い
、
住
民
活
動

の
企
画
・
運
営
を
地
区
公
民
館
運

営
委
員
会
が
担
当
し
て
い
た
が
、
管
理
と
活
用
を
一
つ
の
組
織
が
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
事
務
局
体
制
で
は
、
こ
れ
ま
で
1
人
だ
っ
た
事
務
局
員
に
新
た
に
「
集
落
支

援
員
」
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
事
務
局
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
決
め
た
。「
集
落
支

援
員
」
は
集
落
（
地
域
）
を
点
検
し
て
地
区
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
整
理
し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
住
民
協
議
を
支
援
す
る
役
割
を
持
つ
総
務
省
の
制
度
。
こ
れ
ら
の
見
直
し
と
充

実
は
令
和
5
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、
町
内
全
地
区
で
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
充
実
し
た
展

開
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

住
民
参
加
の
地
域
運
営
の
土
壌

　

総
合
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
地
域
運
営
の
基
盤
づ
く
り
の
も
う
一
つ
の
柱
「
人
づ
く

り
」
に
関
し
て
は
、
令
和
3
年
度
に
「
ま
ち
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
ま
ち
づ
く
り
研
究
室
）」
を
実

施
し
た
。
若
者
が
同
世
代
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
、
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
取
組
で
、
1
期
生
と
し
て
鷹
栖
町
在
住
ま
た
は
鷹
栖

町
と
関
わ
り
の
あ
る
、
10
代
か
ら
40
代
の
30
人
が
参
加
し
た
。
研
究
生
は
、
６
月
か
ら
12

月
ま
で
の
７
か
月
間
、
全
４
回
の
講
座
と
視
察
研
修
で
ま
ち
づ
く
り
へ
の
学
び
を
深
め
る

と
と
も
に
、
６
チ
ー
ム
が
自
ら
企
画
、
準
備
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
活
動
に
取
り
組

ん
だ
。
子
ど
も
達
が
森
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
「
パ
レ
ッ
ト
キ
ッ
ズ
」

は
3
年
間
継
続
し
て
実
施
し
、
子
ど
も
達
の
歓
声
が
森
の
中
に
響
き
渡
っ
た
。

　

参
加
し
た
若
者
か
ら
は
「
鷹
栖
町
が
大
好
き
で
、
ま
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
や
り
た
い
と
思
い
、
参
加
し
た
。
初
対
面
の
方
と
、
鷹
栖
町
の
た
め
に
ゼ
ロ
か
ら
、
み
ん

な
で
チ
ー
ム
と
な
っ
て
創
り
上
げ
て
い
く
経
験
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

令
和
2
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
運
営
の
基
盤
づ
く
り
は
、
本
年
度
で
5
年
目
を

迎
え
た
。
大
内
係
長
は
「
組
織
作
り
や
事
業
の
実
施
は
、
あ
く
ま
で
も
手
段
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
な
か
に
主
体
的
に
関
わ
り
合
う
、
緩
や
か
な
つ
な
が
り
が

幾
重
に
も
張
り
巡
ら
さ
れ
て
、
必
要
な
と
き
に
役
割
を
発
揮
で
き
る
状
態
が
理
想
で
す
。

5
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
積
み
重
ね
で
形
を
成
し
て
き
た
地
域
運
営
の
土
壌

に
、
今
後
は
花
を
咲
か
せ
実
を
結
ば
せ
る
た
め
に
も
、
行
政
職
員
も
一
緒
に
学
び
続
け
る

姿
勢
を
大
切
に
、
と
も
に
歩
み
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

自主防災力向上に向けた訓練（上）
や居場所づくり（下）に取り組んだ
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2
地
区
を「
地
域
運
営
モ
デ
ル
地
区
」に
指
定

　

地
域
運
営
の
基
盤
づ
く
り
で
は
、
組
織
と
人
づ
く
り
に
着
目

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
組
織
で
は
新
た
に
地
域
運
営
組
織
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。
鷹
栖
町
の
地
域
づ
く
り
は
、
こ
れ
ま
で

5
地
区
ご
と
に
あ
る
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
が
拠
点

と
な
っ
て
展
開
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
域
運

営
組
織
の
立
ち
上
げ
に
際
し
て
は
、
こ
の
5
地

区
の
区
割
り
を
生
か
し
て
、
ま
ず
は
住
民
か
ら

賛
同
を
得
た
北
斗
と
北
成
の
2
地
区
を
「
地
域

運
営
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
し
、
総
合
計
画
の

ス
タ
ー
ト
と
同
時
期
の
令
和
2
年
か
ら
活
動
を

開
始
し
た
。
住
民
側
の
組
織
と
し
て
は
、
北
斗

地
区
は
公
民
館
運
営
委
員
会
、
北
成
地
区
は
地

域
づ
く
り
委
員
会
が
担
い
、
町
側
で
は
企
画
・

教
育
・
福
祉
・
防
災
・
農
業
な
ど
の
横
断
的
な

チ
ー
ム
を
結
成
。
両
者
が
協
働
す
る
こ
と
で
、

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

　

2
地
区
で
の
モ
デ
ル
事
業
展
開
に
つ
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
大
内
義
崇
地
域
振
興
係

長
は
「
行
政
が
全
地
区
一
斉
に
と
い
う
横
並
び

に
こ
だ
わ
る
と
、
住
民
の
方
の
『
や
ら
さ
れ

感
』
に
つ
な
が
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
自
分
ご
と
と
し
て
主
体
的
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
に

は
、
無
理
強
い
を
せ
ず
、
希
望
す
る
地
区
が
ま
ず
は
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
良
い
と
思
い

ま
し
た
。
2
地
区
で
進
め
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
意
識
し
て
積
極
的
に
取
組
を
進
め
る
効

果
と
、
他
の
3
地
区
へ
の
横
展
開
を
期
待
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

初
年
度
は
5
回
の
会
議
と
先
進
地
視
察
を
経
て
、
各
地
区
の
将
来
像
や
目
標
を
設
定

し
、
各
地
区
の
「
活
性
化
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
参
加
し
た
住
民
か
ら
は
「
こ
れ

ま
で
、
北
斗
地
区
の
課
題
や
将
来
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
、
じ
っ
く

り
と
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
何
よ
り
成
果
だ
と
感
じ
る
」「
こ
れ
か
ら
に
向

け
て
、
地
域
が
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
手
応
え
を
感
じ
る
声
が
上
が
っ

た
。
ま
た
、
2
年
目
に
向
け
て
は
「
で
き
る
こ
と
か
ら
具
体
的
に
実
践
を
し
て
い
く
。
目

に
見
え
る
成
果
が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
住
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
取
り
組
み

が
前
に
進
む
と
思
う
」
と
、
今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ
る
意
見
も
出
て
い
た
。

多
彩
な
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
を
実
施

　

2
年
目
は
「
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
」
を
基
に
、
プ
ラ
ン
の
具
体
的
な
取
組
の
決
定
と
モ

デ
ル
的
な
実
践
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
具
体
的
事
業
と
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

盛
り
込
ん
だ
「
地
区
計
画
」
づ
く
り
に
も
着
手
し
た
。
計
画
づ
く
り
で
は
環
境
・
産
業
、

教
育
・
福
祉
と
い
っ
た
政
策
分
野
ご
と
に
部
会
を
設
置
し
、
議
論
を
深
め
た
。
モ
デ
ル
的

な
実
践
（
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
）
で
は
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
ち
ょ
っ
と
ず
つ
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
」
を
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、
地
場
産
の
農
産
物
販
売
「
花
か
い
ど
う
朝
市
」
や
住
民

セ
ン
タ
ー
へ
の
防
災
備
蓄
品
の
整
備
、
自
宅
か
ら
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
遠
い
方
の
負
担
解
消
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
、
若
者
と
協
働
し
て
野
外
カ
ー
シ

ネ
マ
の
上
映
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

野
外
カ
ー
シ
ネ
マ
の
上
映
会
は
北
成
地
区
で
開

催
。
若
者
と
モ
デ
ル
地
区
会
議
メ
ン
バ
ー
な
ど
約
30

名
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
。
北
成
地
区
は
町
の
郊
外
部

に
あ
り
、
高
齢
者
の
割
合
が
高
い
地
区
だ
が
、「
若

者
ら
し
い
発
想
で
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
で
、
同
地

区
の
新
た
な
魅
力
発
信
に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
っ
た

取
組
を
高
く
評
価
す
る
声
が
上
が
っ
た
。
将
来
の
買

い
物
支
援
に
向
け
て
北
斗
地
区
で
試
行
し
た
買
い
物

ツ
ア
ー
は
、
利
用
実
績
が
な
か
っ
た
。
大
内
係
長
は

「
行
政
の
発
想
だ
と
、『
高
齢
者
世
帯
＝
買
い
物
に

地域運営施策の前期5カ年の取り組みイメージ（左）　初年度の令和2年度は「活性化プラン」を議論した（右）

トライアル事業として農産物販売
「花かいどう朝市」（左）や野外カー
シネマの上映会を開催した（右）

38PRACTICEPRACTICE   2024  Autumn



FRONT LINE 市町村の第一線

協
議
会
は
平
成
26
年
10
月
、
町
外
か
ら
移
住
す
る

人
向
け
の
不
動
産
情
報
と
し
て
、
町
内
の
空
き
家

を
登
録
・
紹
介
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
運
用

を
始
め
た
。

　

協
議
会
の
事
務
局
を
務
め
て
い
た
辰
野
町
産
業

振
興
課
の
野
澤
隆
生
商
工
振
興
係
長
は
当
時
の
状

況
に
つ
い
て
「
町
内
の
空
き
家
は
５
０
０
件
以
上

あ
る
は
ず
な
の
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
は
11
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
」
と
振
り
返

る
。
運
用
開
始
か
ら
2
年
が
経
過
し
て
も
登
録
件
数
は
一
向
に
増
え
ず
野
澤
係
長
は
危
機

感
を
抱
い
て
い
た
。
野
澤
係
長
が
、
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
後
に
エ
リ
ア
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
て
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
た
立
役
者
の
赤
羽
孝
太
氏
と
出
会
っ

た
の
は
こ
の
頃
だ
っ
た
。

　

一
級
建
築
士
の
資
格
を
持
つ
赤
羽
氏
は
、
首
都
圏
の
大
学
、
大
学
院
で
建
築
を
学
ん
だ

後
、
東
京
の
設
計
事
務
所
で
勤
務
し
な
が
ら
、
親
族
に
誘
わ
れ
て
故
郷
の
辰
野
町
で
移
住

定
住
促
進
協
議
会
の
一
員
に
な
っ
た
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
買
い
物
し
た
商
店
街
が
廃
れ
て

い
く
の
は
寂
し
い
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
職
能
を
生
か
せ
れ
ば
と
思
い
参
加
し
た
」
と
当

時
の
心
境
を
語
る
。
赤
羽
氏
は
東
京
と
辰
野
町
を
行
き
来
し
な
が
ら
議
論
に
参
加
し
て
い

た
が
、
空
き
家
解
消
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

　
「
自
分
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
る
し
か
な
い
」
と
思
い
、
平
成
26
年
4
月
辰
野
町
に
個
人

で
建
築
事
務
所
を
起
こ
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
。
平
成
28
年
4
月
か
ら
辰
野
町
の
集
落
支
援

員
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
対
策
に
取
り
組
み
、
現
在
は
、
一
般
社

団
法
人
◯
（
ま
る
）
と
編
集
社
の
代
表
理
事
と
し
て
、
空
き
家
解
消
や
移
住
支
援
な
ど
辰

野
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
幅
広
く
関
わ
っ
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
の
不
安
を
払
拭

　

赤
羽
氏
と
野
澤
係
長
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
を
任
さ
れ
た
こ
と

を
機
に
、
空
き
家
物
件
の
登
録
増
加
と
移
住
者
の
支
援
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
る
。

空
き
家
の
登
録
数
が
増
え
な
い
理
由
に
つ
い
て
赤
羽
氏
は
「
宅
建
協
会
が
自
治
体
と
協
定

を
結
ん
で
空
き
家
バ
ン
ク
を
運
用
し
て
い
る
の
で
、
不
動
産
会
社
が
売
り
た
い
優
良
物
件

し
か
載
ら
な
い
」
と
語
る
。
多
く
の
空
き
家
は
内
部
が
片
付
け
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題

を
抱
え
る
物
件
が
多
く
、
不
動
産
会
社
は
手
を
付
け
た
が
ら
な
い
と
い
う
。
オ
ー
ナ
ー
側

の
事
情
と
し
て
は
「
ど
ん
な
使
わ
れ
方
を
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
変
な
人
が
来
て
近
所

に
迷
惑
か
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
な
ど
漠
然
と
し
た
不
安
も
あ
る
と
赤
羽
氏
は
指
摘
す
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
2
人
は
、
空
き
家
解
消
と
移
住
者
の
支
援
を
3

段
階
に
分
け
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
第
1
段
階
と
し
て
、
移
住
者
が
辰
野
町
で
活
動

す
る
“
ハ
コ
（
＝
空
き
家
・
空
き
店
舗
）”
を
商
品
化
す
る
こ
と
。
第
2
段
階
は
、
辰
野

町
で
面
白
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
人
を
見
つ
け
る
た
め
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
こ
と
。
第
3
段
階
は
、
移
住
し
て
き
た
人
に
資
金
面
だ
け
で
な
く
人
や
情
報
を
提

供
し
て
支
援
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に

　

2
人
は
ま
ず
、
町
内
に
あ
る
空
き
家
の
オ
ー
ナ
ー
に
接
触
し
て
、「
補
修
や
家
の
中
を

片
付
け
る
の
を
手
伝
い
ま
す
の
で
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
支
援
を
申

し
出
て
、
登
録
物
件
を
増
や
す
こ
と
に
し
た
。
平
成
28
年
10
月
に
は
、
地
域
の
人
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
て
、
入
居
が
決
ま
っ
た
物
件
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施

し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
空
き
家
を
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
公
開
し
た
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
ま
で
に
11
回
実
施
し
、
町
内
外
か
ら
古
民
家
に
興
味
の
あ
る

人
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験
を
希
望
す
る
人
な
ど
延
べ
約
２
５
０
人
が
集
ま
っ
た
。
作
業
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
片
付
け
や
床
の
張
り
替
え
、
壁
や
柱
の
補
修

な
ど
を
担
う
が
、
設
備
や
電
気
、
高
度
な
改
修
は
入
居

者
が
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
費
用
を
負
担
す
る
。
移
住

定
住
促
進
協
議
会
で
は
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
参
加
者
の
保

険
料
、
講
師
を
務
め
た
大
工
や
左
官
職
人
へ
の
謝
礼
な

ど
を
持
つ
。

　

野
澤
係
長
は
「
予
算
を
か
け
ら
れ
な
い
の
で
年
に
1

回
し
か
で
き
な
い
が
宣
伝
効
果
は
抜
群
で
し
た
」
と
成

DIYイベントには多くのボラン
ティアが参加した（辰野町提供）

一般社団法人◯（まる）と編
集社の赤羽孝太代表理事
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写真左／今夏出店した飲食店はスナック
をリノベーションした　写真右／辰野町
産業振興課の野澤隆生商工振興係長

商
店
街
に
空
き
店
舗
が
増
加

　

木
曽
山
脈
（
中
央
ア
ル
プ
ス
）
と
赤
石
山
脈
（
南
ア
ル

プ
ス
）
に
挟
ま
れ
た
伊
那
谷
の
最
北
部
に
位
置
す
る
長
野

県
上
伊
那
郡
辰
野
町
は
、
古
く
か
ら
中
山
道
の
塩
尻
宿
か

ら
分
か
れ
る
伊
奈
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
、
近
代
以
降
は

鉄
道
路
線
の
分
岐
点
と
な
り
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
商
工

業
が
発
展
し
て
き
た
。
戦
後
は
高
速
道
路
が
開
通
し
、
首

都
圏
や
中
京
圏
な
ど
大
都
市
圏
と
結
ば
れ
交
通
ア
ク
セ
ス

が
向
上
し
た
こ
と
で
、
町
内
に
広
が
る
田
園
や
里
山
な
ど

の
豊
か
な
風
土
を
求
め
て
、
多
く
の
都
市
住
民
が
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
深
刻
で
、
人
口
は
昭
和
60
年
の
2
万
３
９
３
５
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
き
、
令
和
6
年
8
月
1
日
時
点
で
1
万
８
１
１
５
人
と
ピ
ー

ク
か
ら
約
24
％
減
少
。
65
歳
以
上
の
割
合
を
示
す
高
齢
化
率
は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
時

点
で
38
・
９
%
と
県
平
均
を
上
回
る
。
人
口
減
少
に
伴
い
、
住
む
人
や
店
主
が
い
な
く

な
っ
た
ま
ま
の
建
物
が
増
え
、
平
成
25
年
度
に
町
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
町
内
の
空

き
家
総
数
は
５
１
３
戸
に
上
り
、
空
き
家
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
役
場
の
あ
る
中
心
市
街
地
に
は
辰
野
駅
か
ら
延
び
る
下
辰
野
商
店
街
が
あ
り
、
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
中
央
本
線
と
飯
田
線
が
乗
り
入
れ
た
辰
野
駅
の
周
辺
に
日
用
品
店
や

旅
館
な
ど
が
並
び
始
め
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
地
域
の
商
業
拠
点
と
し
て
大
い
に
賑

わ
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
な
ど
と
、
店
主
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
な
ど
も
相
ま
っ
て
商
店
街
に
空
き
店
舗
が
増
加
し
た
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
進
ま
ず

　

町
は
平
成
25
年
度
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
解
消
と
人
口
減
少
を
町
外
か
ら
の
移
住
で

補
お
う
と
、
地
元
商
工
会
や
不
動
産
業
界
、
農
協
な
ど
と
役
場
で
構
成
す
る
移
住
定
住
促

進
協
議
会
を
設
立
し
て
、
官
民
が
連
携
し
て
対
策
に
乗
り
出
す
こ
と
に
し
た
。
手
始
め
に

　空き家・空き店舗の増加は、地域の活力低下をもたらし、防犯面での不安や景観の悪化が指摘される
ことなどから、その解消が全国で課題となっている。長野県辰野町（たつのまち）では、地域コーディ
ネーターと行政マンがタッグを組み、商店街の空き店舗と借り主をマッチングさせるユニークな手法を
取り入れたことで、町外からの移住者が相次ぎ、空き家・空き店舗の解消につながった。自分の店を持
ちたいと若者が集まる信州の山あいの町の取り組みを取材した。

長野県上伊那郡辰野町
（たつのまち）

Data
面　積：169.20 km2
人　口：1万 8115 人（令和6年8月1日）
世　帯：7,597 世帯（令和6年8月1日）
職員数：189 人（普通会計ベース）
町　長：武居　保男

官民共創で復活のトビチ商店街
若者が空き店舗に集まる仕掛けづくり 長野県辰野町

FRONT LINE 市町村の第一線 ●3
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夏
が
終
わ
り
、
暦
の
上
で
は
秋
分
、
お

彼
岸
の
シ
ー
ズ
ン
だ
と
い
う
の
に
、
わ

た
し
は
未
だ
に
こ
の
夏
に
開
催
さ
れ
た

「
パ
リ
五
輪
ロ
ス
」
を
引
き
ず
っ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
時
差
は
７
時

間
、
ほ
と
ん
ど
の
試
合
は
、
日
本
で
は

夜
半
に
開
催
さ
れ
た
。
時
差
の
あ
る
国

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、「
寝
不
足
」

と
「
そ
の
瞬
間
を
こ
の
目
で
見
た
い
と

い
う
欲
望
」
と
の
葛
藤
だ
。
わ
た
し
に

と
っ
て
４
年
に
１
度
の
貴
重
な
“
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
三
昧
”
の
日
々
と
な
る

が
、
勤
務
を
し
な
が
ら
深
夜
に
「
そ
の

瞬
間
」
を
見
続
け
た
先
に
は
、
大
き
な

満
足
感
と
反
比
例
し
て
蓄
積
疲
労
に
よ

る
倦
怠
感
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
そ
こ

に
残
暑
に
よ
る
気
だ
る
さ
が
相
ま
っ
て

ま
る
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
“
ひ
と
夏

の
恋
”
を
懐
か
し
む
よ
う
な
寂
し
さ
と

喪
失
感
が
続
い
て
い
る
の
だ
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
わ
た
し
が
何
よ

り
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
開
会
式

だ
。
毎
回
開
催
国
を
変
え
る
意
味
と
意

義
の
あ
る
大
き
な
醍
醐
味
で
あ
り
、
国

の
文
化
や
個
性
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
勿

論
、
魅
力
的
な
舞
台
演
出
に
よ
っ
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
が
高
ま
る
。

　
今
回
、
歌
手
セ
リ
ー
ヌ
・
デ
ィ
オ
ン

が
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
で
エ
デ
ィ
ッ
ト
・
ピ

ア
フ
の
名
曲
「
愛
の
讃
歌
」
を
歌
い
上

げ
る
姿
は
眩
し
い
ほ
ど
に
華
々
し
く
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
パ
リ
の
街
並
み

の
美
し
さ
を
改
め
て
印
象
付
け
た
。

「
こ
の
瞬
間
、
世
界
中
の
人
た
ち
が
同

じ
も
の
を
見
て
い
る
」
と
い
う
地
球
規

模
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
よ
り
気
持
ち
を

高
揚
さ
せ
る
。

　
昨
今
は
少
々
事
情
も
変
わ
り
、
今
回

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
映
像
共
有
に
よ
り
、
夜
ふ
か
し
せ

ず
と
も
「
好
き
な
時
間
に
」「
好
き
な

競
技
を
」
楽
し
む
こ
と
も
可
能
と
な
っ

た
。
今
後
、
こ
れ
は
加
速
し
て
い
く
だ

ろ
う
。
か
つ
て
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
同
じ
よ
う
な
見
出
し
に
同
じ
よ

う
な
解
釈
が
共
有
さ
れ
、「
世
論
」
の

よ
う
な
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
選
挙
に
お
い
て
も
“
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
”
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
発
信

力
が
高
い
候
補
者
が
票
を
集
め
る
と

い
っ
た
現
象
も
起
き
始
め
て
い
る
。

　
わ
た
し
は
現
在
、
企
業
や
組
織
、
製

品
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
市
井
の
人
々
に

関
心
や
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

ア
イ
デ
ア
や
手
法
を
編
み
出
す
こ
と
を

生
業
に
し
て
い
る
。
大
切
に
し
て
い
る

の
は
「
楽
し
い
こ
と
に
人
々
の
関
心
は

集
ま
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
楽
し
い
と

い
う
の
は
、
軽
薄
で
あ
る
と
か
、
悪
ふ

ざ
け
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

そ
れ
が
存
在
し
て
い
る
意
義
や
意
味
、

そ
れ
に
よ
っ
て
可
能
性
が
広
が
り
未
来

が
拓
け
る
よ
う
な
前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
う
事
が
重
要
だ
と
思
う
。

　
わ
た
し
の
好
き
な
小
説
の
一
文
に

『
暗
く
反
省
し
て
も
誰
も
つ
い
て
来
な

い
、
だ
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
奴
が
勝
ち

な
の
だ
。』
と
い
う
セ
リ
フ
が
あ
る
。

こ
の
言
葉
に
は
「
人
に
伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ
」
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
勝
敗
が

決
ま
る
過
酷
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
こ

そ
、「
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
と
似
て
い
る
と

私
は
思
う
。
そ
も
そ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

創
始
者
で
あ
る
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
が

目
指
し
た
の
は
ス
ポ
ー
ツ
の
記
録
更
新

で
は
な
く
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
世
界

の
人
々
の
交
流
、
そ
し
て
平
和
」
だ
。

　
パ
リ
五
輪
の
次
は
２
０
２
８
年
の
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
ロ
ス
五
輪
だ
。
こ

れ
も
時
差
が
大
き
い
国
で
の
開
催
と
な

る
。
わ
た
し
は
ま
た
高
揚
感
の
あ
と
の

喪
失
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、「
ロ
ス
五

輪
ロ
ス
」
な
ど
と
呟
き
、
う
っ
か
り
駄

洒
落
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ニ

ヤ
リ
と
す
る
だ
ろ
う
。

「隣人を愛せよ」とクーベルタンは言ったのだ

橋
本
　
亜
矢 

（
は
し
も
と
・
あ
や
）

旭
川
市
出
身
、
札
幌
市
在
住
。
武
蔵
女
子
短
期
大

学
卒
。
株
式
会
社
ス
ウ
ィ
ッ
チ
代
表
取
締
役
。
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
座
右
の
銘
は
「
猫
の

生
活
が
第
一
」。
２
０
２
１
年
全
北
海
道
広
告
協

会
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ィ
ル
ム
部
門
に
て
優
秀
賞
・
製

作
者
賞
受
賞
。
北
海
道
か
ら
フ
ラ
ン
ス
ま
で

フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
「
ア
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
」
と
い

う
別
名
を
持
ち
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
ア
ヤ
コ
フ
ス

キ
ー
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

Illustration Noriko Sato

ア
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
の

　
　
揺た

ゆ

蕩た

え
ど
も
沈
ま
ず

43 No.44   PRACTICEPRACTICE

果
を
強
調
。
赤
羽
氏
は
「
イ
ベ
ン
ト
を
賑
や
か
に
や
る
こ
と
で
活
動
が
地
域
住
民
に
見
え

る
よ
う
に
な
り
、
興
味
と
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
」
と
話
す
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー
へ
の
効
果
は
抜
群
で
、
登
録
物
件
数
は
年
間
30
件
の

ペ
ー
ス
で
増
え
、
現
在
ま
で
に
成
約
分
を
含
め
て
３
０
０
件
近
い
物
件
を
登
録
し
て
い
る
。

ハ
コ
を
面
白
く
使
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集

　

空
き
物
件
の
商
品
化
の
次
は
、
入
居
す
る
人
の
確
保
だ
。
現
在
、
赤
羽
氏
が
最
も
力
を

注
い
て
い
る
の
が
、
辰
野
町
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
面
白
く
使
っ
て
く
れ
る
人
を
探
す

こ
と
だ
と
い
う
。
人
口
約
1
万
7
千
人
の
辰
野
町
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
限
ら
れ
、
大
き
な
利

益
を
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
空
き
店
舗
に
入
居
す
る
人
は
い
な
い
。
赤
羽
氏
は
「
こ
こ
で
は

非
常
に
安
い
家
賃
で
、
い
く
つ
も
の
小
さ
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
。
小
さ
い
ビ
ジ
ネ
ス
で

す
の
で
失
敗
し
て
も
や
り
直
し
が
で
き
ま
す
」
と
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
点
を
説
く
。

　

辰
野
町
は
令
和
3
年
、
民
泊
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
大
手
のA

irb
n

b

（
エ
ア
ビ
ー
ア
ン

ド
ビ
ー
）
日
本
法
人
と
移
住
や
関
係
人
口
創
出
、
空
き
家
の
利
用
促
進
な
ど
に
つ
い
て
の

連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
野
澤
係
長
は
「
空
き
家
を
借
り
て
民
泊
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ホ

ス
ト
が
移
住
し
て
き
て
、
一
段
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
、
民
泊
が
ハ
ブ
と
な
り
、 

国
内
外
か
ら
人
と
情
報
が
辰
野
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
成
果
を
披
露
し
た
。

　

赤
羽
氏
は
平
成
30
年
10
月
、
空
き
家
物
件
の
建
築
設
計
、
不
動
産
仲
介
・
賃
貸
、
イ
ベ

ン
ト
企
画
な
ど
幅
広
く
手
掛
け
る
一
般
社
団
法
人
◯

（
ま
る
）
と
編
集
社
を
辰
野
町
に
設
立
し
、
自
ら
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
名
乗
っ
て
い
る
。

主
な
業
務
は
役
場
か
ら
各
種
ま
ち
づ
く
り
業
務
の
受

託
の
ほ
か
、
移
住
者
に
は
、
空
き
家
紹
介
と
仲
介
、

リ
フ
ォ
ー
ム
、
事
業
開
始
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な

ど
き
め
細
か
に
支
援
し
て
い
る
。

　

令
和
3
年
に
は
近
隣
の
松
本
市
コ
ー
ヒ
ー
店
と
ア

パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
と
箕
輪
町
で
美
容
雑
貨
店
を
営
ん

で
い
た
2
人
が
意
気
投
合
し
て
薬
局
の
空
き
店
舗
に

出
店
。
最
近
で
は
、
賞
を
取
る
ほ
ど
腕
の
良
い
東
京
の
ピ
ザ
職
人
が
、
ス
ナ
ッ
ク
の
空
き

店
舗
を
改
修
し
て
ピ
ザ
を
焼
く
飲
食
店
を
今
夏
に
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
の
例
が
い
く
つ
も

あ
る
。

ト
ビ
チ
商
店
街
の
こ
れ
か
ら

　

民
間
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
よ
る
移
住
者
支
援
と
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
奏
功
し
、
38

店
が
出
店
す
る
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
赤
羽
氏
は
空
き
店
舗
に
多
く
の
若
者
が
出
店
し

て
い
る
下
辰
野
商
店
街
を
「
ト
ビ
チ
商
店
街
」
と
名
付
け
て
い
る
。
空
き
店
舗
が
多
く
、

飛
び
飛
び
に
な
っ
て
い
る
商
店
街
を
、
新
た
な
価
値
観
で
つ
な
ぎ
直
し
て
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
を
作
ろ
う
と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の
だ
。

　

令
和
3
年
度
か
ら
は
、
国
内
外
か
ら
造
形
や
絵
画
な
ど
の
芸
術
家
を
招
い
て
、
空
き
家

を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
た
「
ト
ビ
チ
美
術
館
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
芸
術
家
は
辰

野
町
に
長
期
滞
在
す
る
た
め
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
重
ね
な
が
ら
空
き
家
で
創
作
活
動

が
で
き
る
。
空
き
家
を
利
用
し
て
地
域
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
赤
羽
氏
の
思

い
で
実
現
し
た
も
の
だ
。

　
「
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
た
人
と
場
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
加
え
て
こ
れ
か
ら
は
、
人
を
育
て

る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
赤
羽
氏
は
今
後
の
展
開
を
明
か
す
。
す
で
に
同
社
は
、
地

方
で
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
立
て
方
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
、
空
き
店
舗
に
実
際
に
出
店

す
る
た
め
の
講
座
を
長
野
県
の
補
助
を
活
用
し
て
開
催

す
る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
て
空
き
家
を
利
用
し
て
く

れ
る
可
能
性
の
あ
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

野
澤
係
長
は
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
振
興
は
町
の
関
係

人
口
を
ど
う
増
や
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。
関
係

人
口
は
や
が
て
共
創
人
口
と
な
り
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
仲
間
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
赤
羽
氏
と
の
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
重

要
性
を
説
い
て
い
た
。

薬局を改装した店舗でアパレル、コーヒー、
美容雑貨を取り扱う

若者のさまざまなチャレンジの場となって
いるトビチ商店街
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在
は
、
は
さ
み
を
よ
り
握
り
や
す
く
す
る

た
め
の
柄
の
形
状
を
人
間
工
学
的
観
点
か

ら
検
討
す
る
な
ど
、
商
品
化
に
向
け
て
企

業
と
と
も
に
、
グ
リ
ッ
プ
の
形
状
な
ど
に

さ
ら
な
る
改
良
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
通
常
カ
ボ
チ
ャ
畑
10
㌃
あ
た
り
の
収
穫

作
業
に
は
５
人
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
改
良
に
よ
り
所
要
時
間
に

換
算
し
て
従
来
の
２
割
減
、
人
数
換
算
で

１
名
減
員
が
可
能
で
あ
る
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

北
海
道
の
寒
さ
を
活
か
し
た

暖
房
い
ら
ず
の
野
菜
栽
培
！

　
農
産
物
の
一
大
生
産
地
で
あ
る
北
海
道

で
も
、
寒
さ
の
厳
し
い
冬
季
に
は
葉
物
野

菜
の
多
く
が
道
外
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の

で
占
め
ら
れ
ま
す
。
冬
場
の
作
物
栽
培
で

は
、
ハ
ウ
ス
を
仕
立
て
て
暖
房
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
燃
料
代
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト

が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
近
年
の
国

際
情
勢
の
変
化
に
よ
る
燃
料
代
の
高
騰
に

加
え
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
に
よ
る

輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
や
輸
送
時
間
の
延
長

な
ど
の
影
響
で
、
冬
季
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を

取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
冬
季
の
地

場
で
の
野
菜
供
給
の
強
化
と
、
栽
培
コ
ス

ト
の
圧
縮
の
よ
う
に
一
見
矛
盾
し
た
問
題

の
解
決
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
道
総
研

で
は
、
こ
れ
ま
で
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
さ
れ

て
い
た
「
冬
の
寒
さ
を
利
用
し
て
暖
房
せ

ず
に
高
品
質
な
野
菜
を
育
て
る
冬
季
無
加

温
栽
培
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
技
術
は
ハ
ウ
ス
を
2
〜
3
重
に
す

る
こ
と
で
太
陽
光
を
取
り
込
ん
で
ハ
ウ
ス

を
暖
め
つ
つ
、
冷
た
い
外
気
や
積
雪
の
影

響
を
抑
え
る
た
め
に
ハ
ウ
ス
の
外
張
り
を

複
層
化
し
て
空
気
膜
構
造
を
作
る
、
内
張

の
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
の
設
置
や
野
菜
へ
の
不
織

布
を
ベ
タ
が
け
す
る
な
ど
の
方
法
を
地
域

の
特
性
に
合
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
断
熱
性
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
＝
図
1
。

　
さ
ら
に
、
冬
季
無
加
温
栽
培
は
、
北
海

道
の
寒
さ
も
利
用
し
ま
す
。
植
物
は
寒
さ

に
当
た
る
と
、
低
温
か
ら
身
を
守
る
た
め

糖
分
を
増
す
性
質
が
あ
り
、
寒
暖
の
差
が

激
し
い
ほ
ど
糖
分
は
高
く
な
り
ま
す
。
こ

の
性
質
を
利
用
し
て
、
意
図
的
に
作
物
に

冷
気
を
当
て
て
、
糖
分
を
蓄
え
さ
せ
る
こ

と
で
甘
さ
を
増
す
の
で
す
。
こ
の
方
法
が

利
用
で
き
る
の
も
冬
の
寒
暖
差
が
激
し
い

北
海
道
だ
か
ら
こ
そ
で
す
。
私
た
ち
が
注

目
し
た
の
は
、
青
汁
の
原
料
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
ケ
ー
ル
で
す
。
ケ
ー
ル
は
栄
養

成
分
が
豊
富
で
す
が
、
青
臭
み
や
苦
み
が

強
い
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
が
野
菜
を
嫌
う
原
因
の
多
く
が
、
青

臭
み
や
苦
み
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
冬
季
無

加
温
栽
培
で
育
て

た
ケ
ー
ル
は
、
糖

度
が
約
15°
で
果
物

で
は
甘
い
イ
チ
ゴ

に
相
当
し
ま
す
。

食
味
テ
ス
ト
に
お

い
て
も
、
９
割
以
上
の
方
が
冬
季
無
加
温

栽
培
の
ケ
ー
ル
は
夏
に
収
穫
し
た
も
の
よ

り
も
甘
く
お
い
し
い
と
評
価
し
ま
し
た
。

　
栄
養
成
分
を
夏
栽
培
の
も
の
と
比
較
す

る
と
、
冬
季
無
加
温
栽
培
し
た
も
の
の
方

が
、
栄
養
価
に
優
れ
て
い
ま
す
＝
図
2
。

昨
年
は
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
期
間
限
定

で
札
幌
圏
で
の
流
通
、
飲
食
店
で
の
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
が
、
冬
季

無
加
温
栽
培
で
育
て
た
ケ
ー
ル
は
と
て
も

甘
く
、
し
か
も
苦
み
が
気
に
な
ら
ず
お
い

し
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ル
の

硬
い
部
分
は
ペ
ー
ス
ト
に
し
て
、
真
空
包

装
し
て
か
ら
冷
凍
す
る
と
１
年
間
保
存
可

能
で
、
ス
ム
ー
ジ
ー
な
ど
様
々
な
加
工
食

品
に
利
用
可
能
な
こ
と
も
確
認
し
て
お
り
、

無
駄
な
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
コ
マ
ツ
ナ
な
ど
様
々
な
作
物

で
、
こ
の
技
術
が
適
用
で
き
る
か
試
験
中

で
す
。

お
わ
り
に

　
戦
略
研
究
で
は
、
ご
紹
介
し
た
例
の
他

に
も
、
一
次
産
品
の
選
別
作
業
の
省
力

化
、
北
海
道
の
産
品
を
活
用
し
た
食
品
や

忙
し
い
消
費
者
の
食
べ
る
手
間
を
省
く
食

品
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
得

ら
れ
た
一
連
の
成
果
を
足
が
か
り
に
、
道

総
研
は
こ
れ
か
ら
も
北
海
道
の
豊
か
な
食

を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
さ

ら
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

図１　冬季無加温
ハウスの模式図

図２　冬季無加温栽培したケールの栄養成分
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は
じ
め
に

　
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
で
は
、
第
３

期
中
期
計
画
に
記
載
の
「
食
料
安
定
供
給

技
術
の
確
立
と
食
関
連
産
業
の
振
興
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
２
年
か
ら
実
施

中
の
戦
略
研
究
で
は
、
―
人
口
減
少
・
高

齢
化
に
よ
る
食
関
連
産
業
の
人
手
不
足
や

消
費
人
口
の
減
少
に
対
応
し
、
国
内
最
大

の
食
料
供
給
地
域
と
し
て
生
産
力
を
維
持

す
る
―
を
掲
げ
、
農
産
物
の
収
穫
作
業
や

食
品
製
造
に
お
け
る
選
別
作
業
の
省
力

化
、
道
産
原
料
の
優
れ
た
特
長
を
活
か

す
、
あ
る
い
は
消
費
者
の
利
便
性
を
高
め

た
食
品
の
開
発
を
柱
に
、
９
つ
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
設
定
し
て
研
究
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
得
ら
れ
た
成
果
の
う
ち
、
２
つ
の

例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

キ
ツ
イ
収
穫
を
ゆ
る
～
い
作
業
に
！

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
北
海
道
に
お
い

て
、
農
産
物
生
産
の
省
力
化
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
農
作
業
の
中
で
も
多
く
の
場

合
、
収
穫
作
業
に
最
も
人
手
を
要
し
て
い

ま
す
。
じ
ゃ
が
い
も
で
は
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ

ス
タ
、
穀
類
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
機

械
導
入
に
よ
っ
て
省
力
化
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
国
産
品
市
場
の
半
分
以
上
を
道
産

が
占
め
る
カ
ボ
チ
ャ
で
は
省
力
化
に
課
題

が
あ
り
、
生
産
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫
作
業
は
、
大
ま
か
に

は
①
大
き
な
葉
の
下
に
隠
れ
て
い
る
カ
ボ

チ
ャ
を
見
つ
け
出
す
、
②
ツ
ル
か
ら
カ
ボ

チ
ャ
を
切
り
離
す
、
③
カ
ボ
チ
ャ
の
太
い

軸
を
切
り
離
す
、
④
保
管
用
コ
ン
テ
ナ
へ

移
動
す
る
、
こ
れ
ら
４
つ
の
作
業
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
道
総
研
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
最
も
時
間
を
要
す
る
の
が
①
の
作

業
で
あ
り
、
最
も
負
荷
が
か
か
る
の
が
③

の
太
い
軸
を
切
除
す
る
作
業
と
④
の
カ
ボ

チ
ャ
の
移
動
作
業
で
す
。
④
に
つ
い
て
は

道
総
研
で
は
横
送
り
コ
ン
ベ
ア
の
採
用
に

よ
る
省
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
戦
略
研
究
で
は
①
と
③
（
③
が
達
成

で
き
れ
ば
②
は
解
消
さ
れ
る
）
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
研
究
チ
ー
ム
で
は
、
速
や
か

に
技
術
導
入
を
進
め
る
た
め
、
で
き
る
限

り
費
用
を
抑
え
な
が
ら
、
省
力
化
を
実
現

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
栽
培

農
家
が
所
有
し
て
い
る
乗
用
管
理
機
に
大

豆
摘
芯
機
を
装
着
し
、
葉
と
茎
を
切
除
す

る
こ
と
で
カ
ボ
チ
ャ
を
見
つ
け
や
す
く
す

る
試
験
を
行
い
ま

し
た
＝
写
真
１
。

そ
の
結
果
、
足
で

茎
や
葉
を
払
い
な

が
ら
カ
ボ
チ
ャ
が

探
し
や
す
く
な
る

こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
③
の
作
業
に
つ

い
て
、
農
業
に
携

わ
る
方
は
ど
ん
ど

ん
高
齢
化
し
、
女

性
も
多
く
作
業
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、

カ
ボ
チ
ャ
の
太
く
て
硬
い
茎
を
切
り
取
る

の
は
、
か
な
り
の
重
労
働
で
す
。
そ
こ

で
、
様
々
な
刃
物
で
軸
を
切
除
す
る
試
験

を
行
い
、
そ
の
結
果
、
ビ
ニ
ル
パ
イ
プ
を

切
断
す
る
平
刃
の
カ
ッ
タ
ー
が
最
も
軽
い

力
で
軸
を
切
除
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
知
見
に
基
づ
い
て
平
刃
式
の

軸
切
り
は
さ
み
を
試
作
し
、
軸
切
断
作
業

時
に
お
け
る
腕
の
筋
負
担
を
評
価
し
た
結

果
、
従
来
品
に
比
べ
切
断
に
要
す
る
力
を

約
3
割
軽
減
で
き
ま
し
た
＝
写
真
２
。

　
試
作
品
の
は
さ
み
を
実
際
に
カ
ボ
チ
ャ

栽
培
農
家
の
方
に
使
用
し
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、（
軸
を
切
る
際
に
）
力
が
い
ら
な

い
、
軸
が
太
く
て
も
切
れ
る
な
ど
使
い
や

す
い
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現写真２　カボチャ用軸切りはさみの改良

写真１　大豆摘芯機を装着した乗用管理機

地
域
と
共
に
歩
む
道
総
研

戦
略
研
究「
食
」の
研
究
成
果

第　

回
9

地
方
独
立
行
政
法
人 

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

産
業
技
術
環
境
研
究
本
部

札
幌
市
北
区
北
19
条
西
11
丁
目

TEL
0
１
１
－
7
4
7
－
２
3
２
１（
代
表
）
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の
を
使
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

③�

デ
ジ
タ
ル
情
報
が
あ
っ
て
も
検
索
が
で

き
な
い

　

地
域
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

デ
ジ
タ
ル
情
報
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

大
人
向
け
の
内
容
が
多
く
、
さ
ら
に
、
あ

ち
こ
ち
に
分
散
し
て
い
て
、
結
局
子
ど
も

は
検
索
で
き
ま
せ
ん
。

教
材
検
索
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
な
る
ほ
ど
う
！
北
海
道
！
」

　

こ
う
し
た
課
題
に
応
え
る
た
め
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
か
い
ど
う
学
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
教
材
検
索
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
な
る
ほ
ど
う
！
北
海
道
！
」

https://school.hokkaidogaku.org/ 

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
、
全
道
各
地
の
先
生
た
ち
と

一
緒
に
作
っ
た
教
材
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ
プ
や

デ
ジ
タ
ル
副
読
本
な
ど
様
々
な
教
材
が
登

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
一
人

ひ
と
り
の
パ
ソ
コ
ン
で
自
由
に
検
索
し
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
民
間
で
こ
の

よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
っ
た
の

は
日
本
で
も
初
め
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
教
師
が
事
前
に
用
意
し

た
教
材
で
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
学
ぶ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
一
人

一
台
端
末
の
時
代
に
は
、
思
い
思
い
の
学

習
が
可
能
に
な
り
ま
す
。「
自
分
に
分
か

り
や
す
い
動
画
」
を
探
し
て
学
ぶ
こ
と
も

可
能
な
の
で
す
。

　

例
え
ば
、「
世
界
遺
産
に
な
っ
た
縄
文

の
石
器
は
本
当
に
肉
を
切
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
？
」「
除
雪
を
す
る
車
に
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
の
か
」
な
ど
自
由
に
学
べ

ま
す
。
一
斉
授
業
の
中
で
は
、
解
決
で
き

な
か
っ
た
自
分
の
「
？
」
に
つ
い
て
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
恩
恵
を
北
海
道
の
学
習

に
活
か
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
に
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
を
盛
り
上
げ
る
の
は
、

わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の

地
域
愛
！

　

人
口
減
少
の
激
し
い
北
海
道
。
こ
こ
を

盛
り
上
げ
る
の
は
、
北
海
道
を
知
り
、
北

海
道
を
愛
す
る
人
間
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
は

一
つ
の
手
段
。
し
か
し
、
強
力
な
学
び
の

ツ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
か

い
ど
う
学
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
北
海
道
愛
を
育
て
る
た
め
に
知

恵
を
絞
っ
て
行
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

「なるほどう！北海道！」トップページ

新保　元康（しんぼ・もとやす）
P ro f i l e
1958 年小樽市生まれ。北海道教育大学
卒業後、札幌市内の小学校に３７ 年間勤
務。４校で校長を務め定年退職後、認定
NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム
理事長に就任、現在に至る。

（写真はすべて著者の撮影です）

除雪車にはどんな種類があるのか？縄文石器で肉を切ることができるか？
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デ
ジ
タ
ル
時
代
の

北
海
道
愛
を
育
て
る
！

認
定
N
P
O
法
人
ほ
っ
か
い
ど
う
学
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長　

新
保　
元
康

政
策
コ
ラ
ム

令
和
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に

パ
ソ
コ
ン

　

明
治
20
年
、
大
正
天
皇
（
当
時
は
皇
太

子
）
が
学
習
院
ご
入
学
の
際
に
伊
藤
博
文

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
。
日
本
独
自
の
ス
タ
イ

ル
と
し
て
今
や
外
国
人
に
も
大
人
気
の
か

わ
い
い
ラ
ン
ド
セ
ル
。
こ
れ
に
パ
ソ
コ
ン

が
入
る
日
が
来
る
と
は
だ
れ
が
予
想
し
た

で
し
ょ
う
か
。

　
「
教
科
書
は
学
校
に
置
い
た
ま
ま
、
ラ

ン
ド
セ
ル
に
は
パ
ソ
コ
ン
を
入
れ
て
登
下

校
」
こ
ん
な
子
ど
も
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
国
が
大
き
な
補
助
金
を
用

意
し
、
９
０
０
万
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
小
中

一
斉
に
使
わ
れ
始
め
た
の
が
２
０
２
１

年
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
す
る
た
め
に
パ
ソ
コ
ン

の
使
用
が
一
気
に
広
が
っ
た
の
で
す
。

実
は
、
人
間
に
向
か
う

時
代
に
な
る
！！

　
「
パ
ソ
コ
ン
で
勉
強
？
そ
れ
で
い
い
の

か
？
」
こ
の
気
持
ち
は
だ
れ
の
胸
に
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
時
代
は
確
実
に
デ
ジ
タ
ル
の

方
向
に
向
か
っ
て
驀
進
中
で
す
。

　

気
が
付
け
ば
、
居
酒
屋
で
ビ
ー
ル
を

持
っ
て
く
る
の
は
ロ
ボ
ッ
ト
君
。
む
し
ろ

地
方
の
居
酒
屋
の
方
が
ロ
ボ
ッ
ト
全
盛
の

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
何
し
ろ
人
が
い
な

い
！
注
文
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
。
畑
で
は
自
動

操
縦
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
活
躍
し
、
イ
カ
を

釣
り
上
げ
る
の
も
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
時
代

で
す
。
建
設
業
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
も

は
や
常
識
。
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
す
る
カ
ッ

コ
イ
イ
仕
事
に
変
わ
っ
て
来
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
負
の
側
面
を
手
懐
け
な

が
ら
、
学
び
の
世
界
を
よ
り
豊
か
に
し
人

間
中
心
の
世
界
を
作
り
出
す
の
が
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
教
育
の
在
り
方
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
自
動
車
も
パ
ソ
コ
ン
も
あ
ら
ゆ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
人
間
の
力
を
押
し
あ

げ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
う
ま
く
使

う
か
、
人
間
の
知
恵
が
試
さ
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

地
域
学
習

デ
ジ
タ
ル
化
の
課
題

　

つ
ま
り
、
大
事
な
こ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル

を
人
間
が
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
。「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
学
習
を
充
実
さ
せ
た

い
！
」
こ
れ
が
わ
た
し
た
ち
の
強
い
願
い

で
す
。
学
校
で
の
地
域
学
習
に
は
い
く
つ

も
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
少
し
整
理
し
て

み
ま
す
。

①�

地
域
の
こ
と
を
知
ら
な
い
教
師
・
大
人

が
増
え
て
い
る

　

そ
も
そ
も
、
地
元
で
育
っ
た
教
師
が
、

地
元
で
就
職
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
員
不
足
の
中
で
、
道
外
の
方
も

積
極
的
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
道

内
の
小
学
校
で
関
西
弁
が
飛
び
交
う
と
い

う
現
象
は
、
け
っ
し
て
珍
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
登
校
、
い
じ

め
、
保
護
者
か
ら
の
多
様
な
ご
要
望
…
か

つ
て
は
、
教
材
研
究
に
じ
っ
く
り
取
り
組

む
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
や
教
師
の

余
裕
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
北
海
道
は
広
大
か
つ
積
雪
寒

冷
な
大
地
。
日
常
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
の
大
切
さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と
な

る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
の
学
び
が
少
な
い

の
は
と
て
も
心
配
で
す
。

②
副
読
本
を
つ
く
る
の
も
大
変

　

小
学
校
3
、
4
年
で
は
地
域
の
こ
と
を

社
会
科
副
読
本
を
通
じ
て
学
び
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
副
読
本
を
執
筆
す
る
先
生
が

そ
も
そ
も
い
な
い
の
で
す
。
か
つ
て
は
、

地
域
の
こ
と
に
詳
し
い
先
生
が
数
名
い
た

も
の
で
す
が
、
学
校
と
教
師
が
ど
ん
ど
ん

減
り
、「
音
楽
の
先
生
が
社
会
科
の
副
読

本
を
書
く
」
と
い
う
こ
と
も
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
学
習
指
導
要

領
が
改
訂
さ
れ
て
も
副
読
本
は
以
前
の
も
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か
。　　

弁
護
士　
刑
事
裁
判
と
懲
戒
処
分
手
続
が

別
途
の
制
度
で
あ
る
と
し
て
も
、
刑
事
裁

判
に
お
け
る
無
罪
推
定
の
原
則
か
ら
、
逮

捕
・
起
訴
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
理
由
に
非

違
行
為
を
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
職
員
本
人
が
起
訴
事
実
を
否
認
し
て

い
る
場
合
、
自
治
体
に
お
い
て
非
違
行
為

に
関
す
る
客
観
的
な
資
料
・
証
拠
を
有
し

て
い
る
場
合
は
別
と
し
て
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
懲
戒
処
分
は
困
難
で
す
。　

Ｂ
さ
ん　
わ
か
り
ま
し
た
。
刑
事
裁
判
中

の
職
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
、
ど
の
よ
う
な
考
慮
要
素
を
も
と
に

判
断
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
あ
く
ま
で
も
個
別
事
案
ご
と
の

判
断
と
な
り
ま
す
が
、
犯
罪
事
実
（
非
違

行
為
）
の
内
容
、
本
人
の
認
否
、
客
観
証

拠
・
裏
付
け
証
拠
の
存
否
、
刑
事
裁
判
の

進
捗
状
況
や
結
果
の
見
通
し
、
公
務
へ
の

影
響
な
ど
を
踏
ま
え
て
裁
量
に
よ
り
判
断

す
る
の
が
実
務
上
の
運
用
と
い
え
ま
す
。　

Ｂ
さ
ん　
本
件
は
官
製
談
合
の
事
案
で
あ

り
、
業
者
側
も
複
数
人
の
関
係
者
が
起
訴

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
背
景
や
経
緯
に
つ
い

て
職
員
Ｃ
の
主
張
と
は
異
な
る
部
分
も
あ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
余
罪
の
有
無
や
今
回

の
件
に
関
連
し
た
行
為
に
関
す
る
追
起
訴

の
予
定
の
有
無
も
現
時
点
で
不
明
で
あ

り
、
刑
事
裁
判
の
結
果
や
刑
事
罰
の
量
刑

を
現
時
点
で
見
通
す
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
件
に
つ
い
て
、
当
町
は
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
懲
戒
処
分
を
検
討
す

べ
き
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
ま
ず
は
本
人
へ
の
事
実
確
認
を

行
う
べ
き
で
あ
る
ほ
か
、
本
件
の
よ
う
な

公
判
事
件
の
場
合
、
第
１
回
公
判
期
日
に

お
け
る
罪
状
認
否
に
お
い
て
本
人
が
起
訴

事
実
を
認
め
る
か
否
か
を
確
認
す
る
の
が

通
常
と
い
え
、
こ
れ
よ
り
前
に
懲
戒
処
分

を
行
う
の
は
一
般
的
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
人
が
起
訴
事
実
を
認
め
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
懲
戒
処
分
の
種
類
、

内
容
を
検
討
す
る
際
は
、
行
為
の
動
機
、

性
質
、
態
様
、
結
果
、
影
響
等
の
ほ
か
、

行
為
の
前
後
に
お
け
る
態
度
等
も
判
断
材

料
と
な
る
の
で
あ
っ
て
（
注
５
）、
こ
れ

ら
を
把
握
す
る
た
め
に
は
刑
事
裁
判
で
明

ら
か
に
な
る
事
実
の
確
認
を
含
め
、
刑
事

裁
判
の
帰
趨
を
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠

と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
（
注

６
）。
本
人
が
勾
留
中
な
の
で
あ
れ
ば
、

日
々
の
公
務
へ
の
直
接
の
影
響
も
大
き
く

は
な
い
で
し
ょ
う
（
注
７
）。
よ
っ
て
、

本
件
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
刑
事
裁
判

の
第
一
審
の
判
決
言
渡
し
を
待
っ
て
、
そ

の
内
容
も
踏
ま
え
て
懲
戒
処
分
を
行
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
判
決

が
禁
固
以
上
の
刑
の
場
合
は
、
判
決
が
確

定
す
る
と
自
動
失
職
と
な
る
た
め
、
判
決

言
渡
し
後
、
確
定
前
に
懲
戒
処
分
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
（
注
８
）。　　

Ｂ
さ
ん　
わ
か
り
ま
し
た
。
当
町
と
し
て

刑
事
裁
判
を
傍
聴
し
、
そ
の
動
向
も
踏
ま

え
て
懲
戒
処
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
慎
重
に

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
解　
説

注
1
　
各
自
治
体
が
定
め
る
懲
戒
処
分
の
指
針
に

お
け
る
標
準
的
な
処
分
量
定
（
標
準
例
）
に
お
い

て
、
入
札
談
合
等
に
関
与
す
る
行
為
は
、「
免
職

又
は
停
職
」
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。　
　
　

注
２
　
国
家
公
務
員
に
関
し
、
国
家
公
務
員
法
85

条
は
「
懲
戒
に
付
せ
ら
れ
る
べ
き
事
件
が
、
刑
事

裁
判
所
に
係
属
す
る
間
に
お
い
て
も
、
人
事
院
又

は
人
事
院
の
承
認
を
経
て
任
命
権
者
は
、
同
一
事

件
に
つ
い
て
、
適
宜
に
、
懲
戒
手
続
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
し
、
こ
れ
を
受
け
た
人
事
院

規
則
で
は
、
職
員
本
人
が
公
判
廷
で
公
訴
事
実

（
非
違
行
為
）
を
認
め
た
場
合
や
、
そ
の
前
で

あ
っ
て
も
任
命
権
者
に
対
し
て
こ
れ
を
認
め
た
場

合
は
、
人
事
院
の
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
取

り
扱
う
と
し
て
い
る
（
人
事
院
規
則
12
―
０
　
第

８
条
）。
地
方
公
務
員
の
場
合
も
考
え
方
は
同
様

で
あ
り
、
自
治
体
の
条
例
に
お
い
て
刑
事
裁
判
継

続
中
で
あ
っ
て
も
懲
戒
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
旨
を
明
記
し
て
い
る
例
も
あ
る
。　
　
　
　

注
３
　
犯
罪
行
為
（
非
違
行
為
）
が
比
較
的
単
純

で
あ
り
、
本
人
が
非
違
行
為
を
全
面
的
に
認
め
、

客
観
的
に
も
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
刑
事
裁
判
と

は
別
に
早
期
に
懲
戒
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
点
は
実
務
上
も
広
く
共
有
さ
れ
る
運
用

で
あ
る
。

注
４
　
自
治
体
に
お
い
て
弁
護
人
が
誰
で
あ
る
か

を
調
査
す
る
方
法
と
し
て
は
、
捜
査
機
関
へ
の
問

合
わ
せ
、
弁
護
士
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
（
国
選
弁

護
人
で
あ
る
場
合
）
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い

ず
れ
も
任
意
の
照
会
で
あ
る
。

注
５
　
公
務
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る
最
高
裁
昭

和
52
年
12
月
20
日
判
決
等
参
照

注
６
　
自
治
体
が
懲
戒
処
分
の
判
断
の
た
め
に
職

員
の
刑
事
裁
判
記
録
を
独
自
に
入
手
す
る
こ
と
は

法
律
上
の
制
度
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
刑
事
裁
判
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
公
判

期
日
に
公
判
傍
聴
を
し
て
確
認
す
る
の
が
実
情
で

あ
る
。

注
７
　
勾
留
中
で
あ
れ
ば
日
々
の
公
務
へ
の
影
響

は
乏
し
く
、
保
釈
さ
れ
た
場
合
に
は
分
限
処
分
と

し
て
の
起
訴
休
職
（
地
公
法
28
条
２
項
２
号
）
も

可
能
で
あ
る
。

注
８
　
地
方
公
務
員
は
、
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ

れ
た
時
点
で
欠
格
事
由
に
該
当
し
、
自
動
失
職
と

な
る
（
地
公
法
28
条
４
項
、
同
16
条
１
号
）。

よ
っ
て
、
第
一
審
の
判
決
言
渡
し
を
踏
ま
え
て
懲

戒
処
分
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
判
決
内
容
が
禁

固
以
上
の
刑
の
場
合
は
、
判
決
確
定
前
に
懲
戒
処

分
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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Ａ
町
総
務
課
長
Ｂ
さ
ん　
当
町
の
職
員
Ｃ

が
、
公
共
工
事
の
入
札
に
際
し
て
、
業
者

に
予
定
価
格
を
漏
ら
し
た
と
し
て
官
製
談

合
防
止
法
違
反
と
公
契
約
入
札
妨
害
罪
の

疑
い
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
捜
査
機
関

は
、
当
初
、
捜
査
に
支
障
が
あ
る
と
の
理

由
で
職
員
Ｃ
の
認
否
を
明
ら
か
に
し
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
マ
ス
コ

ミ
報
道
に
よ
り
、
職
員
Ｃ
が
罪
を
認
め
て

い
る
こ
と
、
ま
た
検
察
官
に
よ
り
起
訴
さ

れ
、
第
一
回
公
判
期
日
が
指
定
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
Ｃ
は

未
だ
勾
留
さ
れ
て
お
り
、
本
人
と
の
直
接

の
接
触
は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
町

の
懲
戒
処
分
の
指
針
で
は
、
入
札
談
合
等

に
関
与
す
る
行
為
は
、「
免
職
又
は
停
職
」

相
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
１
）。
本
事

件
は
マ
ス
コ
ミ
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、

住
民
か
ら
の
批
判
も
強
い
た
め
、
当
町
と

し
て
は
早
急
に
懲
戒
処
分
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
公
務
員
が
逮
捕
・

起
訴
さ
れ
て
い
る
場
合
、
刑
事
裁
判
の
結

果
よ
り
前
に
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
は
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。　　

弁
護
士　
一
般
論
と
し
て
、
刑
事
裁
判
に

お
け
る
事
実
認
定
・
刑
事
罰
と
、
公
務
員

の
懲
戒
処
分
に
お
け
る
非
違
行
為
の
事
実

認
定
・
処
分
は
制
度
と
し
て
異
な
る
も
の

で
あ
り
、
別
途
の
手
続
で
す
。
公
務
員
に

対
す
る
懲
戒
処
分
は
、
公
務
の
秩
序
維

持
・
職
場
の
綱
紀
粛
正
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
事
案
に
よ
っ
て

は
刑
事
罰
が
下
さ
れ
る
前
で
あ
っ
て
も
時

期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
懲
戒
処
分
を
行
う

べ
き
場
合
も
あ
り
、
懲
戒
処
分
は
可
能
で

す
（
注
２
）（
注
３
）。
も
っ
と
も
、
非
違

行
為
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
本
人
か
ら
の

事
実
確
認
を
含
め
、
自
治
体
に
お
い
て
然

る
べ
き
事
実
調
査
を
行
う
こ
と
が
前
提
と

な
り
ま
す
。
本
件
で
、
職
員
Ｃ
本
人
か
ら

の
直
接
の
事
実
確
認
は
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ｂ
さ
ん　
い
い
え
。
職
員
Ｃ
が
勾
留
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
直
接
の
確
認
は
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。
職
員
が
勾
留
さ
れ
て

い
る
場
合
に
本
人
か
ら
事
実
関
係
を
確
認

す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。　

弁
護
士　
身
柄
拘
束
さ
れ
て
い
る
留
置
施

設
に
出
向
い
て
直
接
面
会
す
る
ほ
か
、
職

員
の
弁
護
人
を
通
じ
た
事
実
確
認
を
行
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
（
注
４
）。
起
訴

後
で
あ
れ
ば
、
保
釈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
マ
ス
コ

ミ
報
道
の
み
で
本
人
の
認
否
を
認
定
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。　　
　

Ｂ
さ
ん　
わ
か
り
ま
し
た
。
職
員
Ｃ
本
人

か
ら
の
事
実
確
認
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
仮
に
本
人
が
起
訴
事
実
を
争
っ
て

い
る
場
合
、
懲
戒
処
分
は
可
能
で
し
ょ
う

弁護士 column

公
務
員
の
刑
事
事
件
と
自
治
体
に

お
け
る
懲
戒
処
分
手
続
の
関
係

　
職
員
が
官
製
談
合
防
止
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
の
で
す
が
─
。
公
務
員
が
逮
捕
・
起
訴
さ
れ

た
場
合
、
刑
事
裁
判
の
結
果
が
明
ら
か
に
な
る
前
に
町
が
職
員
に
対
し
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と

は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
逮
捕
さ
れ
た
職
員
が
勾
留
さ
れ
て
い
る
間
、
懲
戒
処
分
の
検
討
に

必
要
な
本
人
か
ら
の
事
実
確
認
は
、
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場

面
に
直
面
し
た
Ａ
町
総
務
課
長
Ｂ
さ
ん
と
弁
護
士
の
Ｑ
＆
Ａ
を
通
じ
て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

弁護士法人佐々木総合法律事務所
札幌市中央区大通西 １１ 丁目  大通藤井ビル６階
TEL 0１１-26１-8455　FAX 0１１-26１-9１88

佐々木　泉顕
（ささき・もとあき）

・北海道町村会顧問
・ （一社）札幌市医師会

顧問
・北海道教育委員会顧問

下矢　洋貴
（しもや・ひろたか）
平成１8年北海道大学大
学院法学研究科修了。
１9年札幌弁護士会登録。
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種
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り
組

む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
部
会
の
委
員
で
あ
る
棚
野
孝
夫
北

海
道
町
村
会
会
長
（
白
糠
町
長
）
は
、
計

画
案
が
ま
と
ま
っ
た
令
和
５
年
７
月
の
部

会
で
「
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
の
発
展
、
振

興
の
た
め
に
は
、
我
々
、
町
村
が
頑
張
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
今
回
の
計
画
は
、
町
村
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
一
次
産
業
や
観
光
の
振

興
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
書
き
込
ん
で
く

れ
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
止
め
て
一
層
頑

張
ら
ね
ば
、
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
コ
ア
概
念
に

　

北
海
道
の
強
み
で
あ
る
食
と
観
光
は

「
住
み
続
け
る
」「
そ
の
場
を
訪
れ
る
」
と

い
う
「
リ
ア
ル
」
を
前
提
に
成
立
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
計
画
の
進
め

方
と
し
て
は
、
こ
の
「
リ
ア
ル
」
を
持
続

さ
せ
る
た
め
に
、
散
居
集
落
に
お
け
る
生

活
環
境
の
維
持
に
向
け
た
「
デ
ジ
タ
ル
」

技
術
に
よ
る
補
強
･
補
完
な
ど
が
不
可
欠

と
位
置
付
け
、「
リ
ア
ル
」
と
「
デ
ジ
タ

ル
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
コ
ア
概
念
と
し

て
い
る
。
こ
の
概
念
に
関
し
て
計
画
部
会

の
委
員
か
ら
は
「
リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
は
、
非
常
に
重
要
な
概
念

だ
。
技
術
の
進
化
が
著
し
い
中
、
将
来
の

想
定
は
難
し
い
が
、
ま
ず
は
こ
の
よ
う
な

概
念
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
義

が
あ
る
」（
高
橋
清
北
見
工
業
大
学
地
域

未
来
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
教
授
）
と
高
く
評

価
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
計
画
を
着
実
に
、
か
つ
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

道
や
市
町
村
な
ど
の
自
治
体
や
地
域
で
活

動
す
る
団
体
や
企
業
な
ど
と
の
連
携
と
協

働
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

多
様
な
主
体
が
地
域
と
北
海
道
の
未
来
を

見
据
え
、
官
民
の
垣
根
を
越
え
た
「
と
も

に
つ
く
る
＝
共
創
」
を
計
画
の
具
体
的
か

つ
効
果
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
位
置
付
け
て

い
る
。

「
地
域
連
携
課
」の
積
極
的
な
活
用
を

　
「
共
創
」
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て

は
、
令
和
6
年
度
に
各
開
発
建
設
部
に

「
地
域
連
携
課
」
を
新
た
に
設
置
し
、
同

課
が
各
地
で
共
創
を
進
め
る
上
で
の
窓

口
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
北
海
道
開
発
局
と
各
開

発
建
設
部
で
は
、
9
期
計
画

へ
の
理
解
を
深
め
、
共
創
を

進
め
る
た
め
の
意
識
共
有
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
各

地
域
で
食
や
観
光
、
脱
炭
素

化
な
ど
に
関
わ
る
企
業
や
団

体
を
対
象
に
「
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
を
順

次
開
催
し
て
い
る
。

　
「
共
創
」
に
関
し
て
、
北

海
道
開
発
局
の
宮
藤
秀
之
開

発
監
理
部
次
長
は
「
企
業
や

団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
主
体
が

『
共
創
』
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
課
題
解
決
の
糸
口
や
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
再
発
見
な
ど
に
つ
な
が

る
。
特
に
市
町
村
に
関
し
て
は
、
地
域
の

情
報
に
精
通
し
て
い
る
。
共
創
を
展
開
す

る
上
で
市
町
村
の
役
割
は
非
常
に
重
要
」

と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
「
企
業
や
団
体

な
ど
が
、
市
町
村
に
新
た
な
事
業
展
開
の

希
望
や
事
業
継
続
の
上
で
の
課
題
を
寄
せ

て
き
た
場
合
、
積
極
的
に
地
域
連
携
課
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。
と
も
に
考
え
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
進
む
き
っ
か
け
に
な
る
と
思

う
」
と
、
地
域
連
携
課
の
「
活
用
」
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

「共創」のフロー図

共創を進めるための意識共有や情報交換の場としてシンポジウムなど
が各地で開催されている
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第
9
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画

「
共
創
」キ
ー
ワ
ー
ド
に
北
海
道
の
新
た
な
時
代
を
拓
く

政
策

情
報 
●1

　
2
0
5
0
年
を
見
据
え
て
、
令
和
6
年
度
か
ら
お
お
む
ね
10
年
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
9
期

北
海
道
総
合
開
発
計
画
」
が
令
和
6
年
3
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
市
町
村
や
団
体
と
の
「
共

創
」を
中
心
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
掲
げ
た
背
景
や
今
後
の
連
携
・
協
働
の
方
向
性
な
ど
を
解
説
す
る

２
０
５
０
年
を
見
据
え

北
海
道
の
強
み
を
最
大
化

　

今
後
10
年
間
の
北
海
道
開
発
の
羅
針
盤

と
な
る
「
第
9
期
北
海
道
総
合
開
発
計

画
」
が
令
和
6
年
3
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
国
土
交
通
省
の
国
土
審
議
会
北
海
道

開
発
分
科
会
計
画
部
会
（
部
会
長
・
真
弓

明
彦
北
海
道
経
済
連
合
会
名
誉
会
長
）
で

は
、
２
０
５
０
年
の
北
海
道
の
あ
る
べ
き

姿
を
設
定
し
、
そ
こ
か
ら
現
在
に
遡
っ
て

掲
げ
る
べ
き
目
標
や
そ
の
た
め
に
必
要
と

な
る
施
策
を
導
き
出
す
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
」
の
手
法
で
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

現
在
の
8
期
計
画
は
、
令
和
7
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
し
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
食
料
の
安
全
供

給
保
障
、
そ
し
て
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
な
ど
、
我
が
国
と
北

海
道
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

た
こ
と
か
ら
、
前
倒
し
で
の
計
画
策
定
と

な
っ
た
。

　

計
画
は
、
令
和
6
年
度
か
ら
お
お
む
ね

10
年
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る
。
北
海
道

の
強
み
で
あ
る
食
と
観
光
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
価
値
を
最
大
化
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
価
値
を
生
み
出
す
「
生
産

空
間
」
の
維
持
発
展
と
強
靱
な
国
土
づ
く

り
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
8
期
計

画
ま
で
は
、
食
と
観
光
を
強
み
と
し
て
い

た
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取

組
が
進
む
中
で
、
多
く
の
分
野
で
全
国
一

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
を
誇
る

北
海
道
の
可
能
性
を
、
新
た
な
強
み
と
位

置
付
け
た
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
や

強
靱
な
国
土
づ
く
り
な
ど

　

目
標
ご
と
の
主
要
施
策
に
は
、
食
と
観

光
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
北

海
道
の
強
み
の
最
大
化
に
よ
る
農
林
水
産

業
の
持
続
的
発
展
や
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
観
光
地
域
づ
く
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
の
実
現
な
ど
を
上
げ
て
い
る
。
生

産
空
間
の
維
持
発
展
と
強
靱
な
国
土
づ
く

り
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
る
生
産

空
間
の
維
持
･
発
展
や
、
世
界
を
見
据
え

た
人
流
･
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

生
産
空
間
を
守
り
安
全
･
安
心
に
住
み
続

け
ら
れ
る
強
靱
な
国
土
づ
く
り
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
農
林
水
産
業
の
持
続
的
発

展
で
は
、
高
効
率
･
高
品
質
生
産
を
可
能

と
す
る
農
業
生
産
基
盤
･
デ
ジ
タ
ル
基
盤

の
整
備
や
グ
リ
ー
ン
化
な
ど
に
よ
る
農
業

水
利
施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
で
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
･
活
用
、
森
林

資
源
･
家
畜
排
せ
つ
物
な
ど
の
地
域
資
源

の
活
用
な
ど
を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
で
は
産
業
の

維
持
･
創
出
及
び
生
活
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
５
Ｇ
基
地
局
等
の
整
備
、
人
流
･
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
で
は
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
の
早
期
解
消
や
、
輸
出
入
･
移
出

入
の
拠
点
と
な
る
空
港
･
港
湾
施
設
の
整

備
、
強
靱
な
国
土
づ
く
り
で
は
流
域
治
水

の
本
格
的
実
践
や
、
地
震
、
津
波
、
火
山

噴
火
と
い
っ
た
大
規
模
災
害
に
備
え
た
各

新たな北海道の強みに「再生可能エネルギー」が加わった
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対
策
に
加
え
、
捕
獲
技
術
者
ら
の
育
成
支

援
も
盛
り
込
ん
で
い
る
＝
図
２
。

　
ま
た
、
同
省
で
は
、
ク
マ
類
な
ど
が
市

街
地
に
出
没
し
た
場
合
に
迅
速
な
現
場
対

応
が
行
え
る
よ
う
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
自

体
の
改
正
も
検
討
し
て
い
る
。
同
省
が
設

置
し
た
検
討
会
は
令
和
6
年
7
月
、「
鳥

獣
保
護
管
理
法
第
38
条
の
改
正
に
関
す
る

対
応
方
針
」
を
ま
と
め
、
同
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
住
居
集
合
地
域
な
ど
で
の
猟
銃

の
使
用
を
、
ク
マ
類
な
ど
の
大
型
獣
に
よ

る
人
身
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
に
限
り
認
め
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

道
も「
個
体
数
管
理
」へ

計
画
改
定
進
め
る

　
国
の
動
き
を
踏
ま
え
、
道
で
は
ヒ
グ
マ

管
理
計
画
の
年
内
の
改
定
を
目
指
し
、
見

直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。
現
計
画
で

は
、
ゴ
ミ
や
農
作
物
の
管
理
を
徹
底
し

て
、
新
た
な
問
題
個
体
を
発
生
さ
せ
な
い

取
組
と
、
問
題
個
体
の
み
を
排
除
す
る
対

策
が
中
心
だ
っ
た
も
の
を
、
急
増
す
る
ヒ

グ
マ
に
よ
る
人
と
の
あ
つ
れ
き
の
抑
制
の

観
点
か
ら
、
改
定
後
は
よ
り
積
極
的
に
捕

獲
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
人
身
や
農
作
物
へ
被
害
を
及
ぼ
す
問
題

個
体
の
捕
獲
だ
け
で
は
、
個
体
数
が
増
加

し
続
け
、
あ
つ
れ
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
改
定
後
は
、
従
来
の
問
題
個
体

の
管
理
に
加
え
て
、
新
た
に
ヒ
グ
マ
全
体

の
「
個
体
数
管
理
」
を
進
め
、
あ
つ
れ
き

が
社
会
問
題
化
し
て
い
な
か
っ
た
頃
の
個

体
数
水
準
を
目
指
す
。
個
体
数
管
理
の
手

法
と
し
て
は
、
問
題
個
体
を
積
極
的
に
排

除
し
て
い
く
と
と
も
に
、
令
和
５
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
春
期
管
理
捕
獲
な
ど
で
人

里
周
辺
に
出
没
す
る
個
体
を
中
心
に
捕
獲

を
進
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
人
の
生
活
圏
と
ヒ
グ
マ
の
生

息
域
を
空
間
的
に
す
み
分
け
る
「
ゾ
ー
ニ

ン
グ
管
理
」
も
推
進
す
る
。
ヒ
グ
マ
を
保

護
す
る
ゾ
ー
ン
「
コ
ア
生
息
地
」、
人
間

活
動
を
優
先
す
る
ゾ
ー
ン
「
防
除
地
域
・

排
除
地
域
」、
そ
の
間
に
緩
衝
地
帯
と
す

る
「
緩
衝
地
帯
」
な
ど
の
ゾ
ー
ン
を
設
定

す
る
予
定
だ
。
道
は
こ
う
し
た
広
域
的
な

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
設
定
の
ほ
か
、
市
町
村
が

集
落
ス
ケ
ー
ル
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
策
定
す
る
考
え
だ
。

　
個
体
数
管
理
を
あ
つ
れ
き
低
減
の
有
効

な
手
段
と
す
る
た
め
に
は
、
手
段
よ
り
精

密
な
生
息
実
態
な
ど
の
デ
ー
タ
や
人
と
の

あ
つ
れ
き
の
程
度
の
把
握
が
重
要
に
な
る

の
で
、
精
度
の
高
い
ヘ
ア
・
ト
ラ
ッ
プ
調

査
（
体
毛
を
採
取
し
た
個
体
識
別
調
査
）

の
拡
充
な
ど
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
も
強
化

す
る
。

市
町
村
の
取
組
も
重
要
に

　
地
域
住
民
の
安
全
確
保
や
問
題
個
体
の

捕
獲
な
ど
に
最
前
線
で
取
り
組
む
市
町
村

に
も
、
今
後
、
道
が
ま
と
め
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
い
た
集
落
単
位
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
管
理
の
設
定
の
ほ
か
、
道
が
国
に
対
し

て
要
望
中
で
、
創
設
が
期
待
さ
れ
る
市
町

村
向
け
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
捕

獲
の
促
進
や
出
没
防
止
対
策
、
市
街
地
出

没
を
想
定
し
た
訓
練
な
ど
の
取
組
が
求
め

ら
れ
る
ほ
か
、
ヒ
グ
マ
の
保
護
・
管
理
を

担
う
職
員
の
専
門
知
識
の
向
上
、
捕
獲
技

術
者
の
育
成
な
ど
も
将
来
的
な
課
題
と
な

り
そ
う
だ
。

　
道
環
境
生
活
部
自
然
環
境
局
野
生
動
物

対
策
課
ヒ
グ
マ
対
策
室
で
は
「
積
極
的
な

個
体
数
管
理
の
た
め
に
は
、
よ
り
正
確
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
欠
か
せ
な
い
。
迅
速
な

捕
獲
報
告
と
と
も
に
、
歯
な
ど
の
試
料
提

供
も
で
き
る
限
り
お
願
い
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

自動撮影カメラに写ったヒグマ

図2　令和６年度指定管理鳥獣対策事業交付金（クマ類総合対策事業）交付対象メニュー
交付対象メニュー 内　容

①�計画策定・調査等事業

▶�特定鳥獣保護・管理計画又は指定管理鳥獣捕獲等事業に関する実施計画並びに
広域的な保護・管理の方針の策定等

▶�上記計画策定に必要な生息・目撃・被害状況等の調査及び捕獲情報の収集等及
び事業評価の実施

②捕獲等事業 ▶捕獲及び捕獲に付随する事項の実施
▶捕獲個体の搬出・処分の実施

③�出没防止対策事業 ▶�市街地・集落等の周辺における放任果樹等の誘引物の除去、緩衝帯の整備、侵
入防止柵の整備、追い払い、学習放獣、見回り、学習会の開催、普及啓発の実施

④�出没時の体制構築事業 ▶市街地・集落等への出没を想定した研修・訓練、出没対応マニュアルの作成
▶ICT等を活用した出没情報の収集・提供の実施

⑤�クマ類の保護・管理に
係る専門人材の育成

▶�クマ類の保護・管理を担う都道府県・市町村担当職員の専門知識の向上、認定
鳥獣捕獲等事業者、捕獲技術者の技術向上・育成に向けた必要な取組の実施
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ク
マ
類
を
指
定
管
理
鳥
獣
に
追
加

「
ク
マ
類
総
合
対
策
事
業
」の
交
付
金
を
創
設
し
、

「
個
体
数
管
理
」を
強
化
へ

政
策

情
報 
●2

　
ヒ
グ
マ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
相
次
ぐ
中
、
環
境
省
は
令
和
6
年
4
月
、
こ
れ

ら
ク
マ
類
を
指
定
管
理
鳥
獣
に
追
加
し
た
。
国
の
動
き
を
踏
ま
え
、
道
は
「
北
海
道
ヒ
グ
マ
管
理

計
画
（
第
2
期
）」（
計
画
期
間
令
和
4
～
8
年
度
）
を
令
和
6
年
内
に
改
定
す
る
。
よ
り
積
極
的

に
捕
獲
す
る
な
ど
し
て
ヒ
グ
マ
全
体
の
「
個
体
数
管
理
」
を
強
化
す
る
方
向
に
舵
を
切
っ
た
ヒ
グ

マ
対
策
の
変
更
点
な
ど
を
解
説
す
る
。

個
体
数
の
増
え
た
ク
マ
類
を「
管
理
」

　
指
定
管
理
鳥
獣
を
都
道
府
県
が
計
画
を

策
定
し
て
捕
獲
を
行
う
と
、
国
か
ら
指
定

管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
交
付
金
が
支
給

さ
れ
る
。
ま
た
、
猟
銃
に
よ
る
夜
間
駆
除

が
可
能
と
な
る
特
例
な
ど
も
適
用
と
な

る
。
旧
鳥
獣
保
護
法
を
改
正
し
た
鳥
獣
保

護
管
理
法
が
、
平
成
26
年
5
月
に
成
立
し

た
こ
と
に
伴
い
制
度
化
さ
れ
た
。

　
野
生
鳥
獣
の
「
管
理
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
人
身
へ
の
被
害
や
農
林
水
産
業
な
ど

に
被
害
を
及
ぼ
す
野
生
鳥
獣
の
個
体
数
や

生
息
域
を
、
適
正
な
水
準
に
維
持
す
る
こ

と
だ
。

　
ク
マ
類
は
、
四
国
で
絶
滅
の
恐
れ
が
あ

る
一
方
、
北
海
道
・
東
北
・
関
東
・
中
部
・

近
畿
・
中
国
の
各
地
方
で
は
生
息
域
を
拡

大
し
、
推
計
個
体
数
も
増
加
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。
令
和
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９
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う
ち
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は
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＝
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。
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指
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が
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害
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指
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た
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例
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弱
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行
わ
れ
な
い
よ
う
、
捕
獲
の
前
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、
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、
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環
境
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ー
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、
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、
ク
マ
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自
の
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付
金
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と
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令
和
６
年
８
月
２
日
付
で
、
指
定
管
理

鳥
獣
捕
獲
等
事
業
を
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
捕
獲
等
対
策
事
業
」
と
「
ク
マ
類

総
合
対
策
事
業
」
の
2
本
立
て
と
し
た
。

ク
マ
類
総
合
対
策
の
都
道
府
県
向
け
交
付

金
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
①
計
画
策
定
・

調
査
等
事
業
②
捕
獲
等
事
業
③
出
没
防
止

対
策
事
業
④
出
没
時
の
体
制
構
築
事
業
⑤

ク
マ
類
の
保
護
・
管
理
に
係
る
専
門
人
材

の
育
成
事
業
―
と
捕
獲
だ
け
で
な
く
、
人

里
へ
の
出
没
を
抑
制
す
る
放
任
果
樹
な
ど

の
誘
引
物
の
除
去
や
電
気
柵
設
置
な
ど
の 図1　クマ類による人身被害人数自動撮影カメラに写ったヒグマ
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04

平取町

上ノ国町

「匠と担い手の工房」の主施設が完成
新たな賑わいが生まれることを期待

若者と地域が連携して町の魅力を発信
上ノ国高校の生徒を町のＰＲサポーターに任命

　平取町の「匠（たくみ）と担い手の工房」の主
要施設である工房の建物４棟が令和6年３月に完
成した。
　「匠と担い手の工房」は、町が地元アイヌ工芸
家の支援や工芸作家の育成支援、観光資源の掘り
起こし等を目指して整備を進めているエリア内に
あり、町立二風谷アイヌ文化博物館や二風谷コタ
ンとは国道 237 号線を挟んで向かい側に立地。工
房を工芸家の活動の場として提供して制作活動を
支援するとともに、工芸の作業が沿道を歩く人達
から見えるような形とすることで、来訪者に制作
活動をアピールし、来訪者と匠の交流の実現を目
指す。
　４棟の工房は鉄骨プレハブ平屋で、37～48 平

　上ノ国町は令和6年6月、上ノ国高校の全生徒
５1 名を「上ノ国町高校生ＰＲサポーター」に任
命した。
　同校ではこれまで、地域の課題を探求し解決策
を話し合うなど独自の「地域探求学習」が行われ
てきた。その一環である「上ノ国町高校生議会」
での町長への一般質問や、海外研修参加者による
報告会などを通じ、近年、生徒の間でまちづくり
を意識するようになったことから、町は、高校生
もまちづくりを担う一員であると再認識。行政、
地域、学校が連携・協働して、子どもたちの多様
な能力を育み、地域の未来を支える人材を育成す
ることを目指し、生徒をＰＲサポーターに任命す
ることとした。

方㍍の広さがあり、建物は町が所有し、工芸家は
賃貸契約で利用する。昨年に二風谷イタ（木の
盆）の振興で経済産業大臣表彰を受けた高野民芸
が入居するなど、現在までに３棟が稼働中。工芸
品の展示ブースも設けられており、作品を手にす
ることもできる。今後は、工芸家の仕事を外から
じっくり見学できる広場を整備するなど施設を拡
充していく。
　まちづくり課の山田基生課長は「工芸家の技を
間近で見てアイヌ文化に触れられる貴重な施設な
ので、国道を挟んだ博物館や二風谷コタンの賑わ
いをもっと呼び込んでいきたい」と抱負を語る。

　生徒は町の課題を取材し、町の支援を受けた制
作会社の指導を受けながら、町の魅力を発信する
動画の企画、撮影、編集、配信、分析などを行い、 
動画を通じて社会に必要な課題解決スキルを学ぶ。
　菊地真悟・総務課政策推進室長補佐は、「地域
一体となって上ノ国高校の魅力を向上させ、地域
内外からも進学したいと思われる高校を目指した
い。若い力や発想を取り入れた地域の活性化やま
ちの魅力向上にも期待している」と語る。

（北海道市町村振興協会の令和6年度未来を創る
子ども応援事業）

6月 12 日に行われた任命式には工藤昇町長（前
列左）も出席した

工房の外からも制作風景
を見ることができる

工房には多くの観光客
が訪れている
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02

浦臼町

安平町

多世代交流施設「えみる」がオープン
町の新たな中心に育っていくことを期待

持続可能な公共交通の構築に向けて
地域おこし協力隊員をハイヤー会社へ派遣

　浦臼町は、令和２年に一部廃線となったＪＲ札
沼線の旧浦臼駅前に多世代交流施設「えみる」を
整備し、令和6年５月から利用を開始した。
　町はＪＲ札沼線の一部廃線後も駅周辺を公共交
通拠点と捉え、地域交流機能の集積と充実を図る
ため、町民公募等で選考された浦臼駅周辺整備検
討委員会を設置して計画を進めてきた。その中で
町民から「気軽に多世代が集い交流できる場所が
ない」「町民間や地域間のコミュニティの存在感
がなくなりつつある」などの声が上がったこと
が、施設を整備するきっかけとなった。
　施設は木造平屋の建物と、かつて農産物の貯蔵
に使われていた石造倉庫を活用したホールの２つ
構成される。館内にはバス待合所のほか、小中高

　安平町は、事業者の廃業や撤退でハイヤーの空
白地帯となっていた地域の住民の外出を支援する
ため、地域おこし協力隊員として採用した運転手
のハイヤー会社への派遣を令和6年6月から開始
した。
　早来地区では地域の事業者がハイヤーを運行し
ていたが、震災後の人口流出による顧客や売上の
減少に耐えきれず廃業。その後、町内の他の事業
者が担ったが、運転手不足などでこちらも撤退し
た。町商工会ではデマンドバスを運行しているも
のの目的地や運行日時を限定しているため、住民
から「生活に不安」等の声が寄せられていた。
　これを受けて、町は、ハイヤーは自由度の高い
公共交通であり移動のセーフティネットであると

生の学習スペースやキッズスペースがある多目的
室、有料の貸し会議室、授乳室やおむつ替え室な
どがあり、ホールにはカラオケ設備も設置されて
いる。また、屋外には公園が整備され、滑り台な
どの遊具などが備えられている。オープンから約
３か月の間に ５５００ 人が利用した。
　総務課財政係の井内雅之係長は「カラオケの音
や子どもたちの声が頻繁に聞こえ、狙い通りの活
用が行なわれていると感じる。今後はさまざまな
イベントの開催も予定しており、町の中心となる
ような施設になってもらえればと」と語る。

の観点からハイヤー空白を地域の大きな課題とし
て捉え、地域おこし協力隊員として２名の運転手
を募集。令和6年6月から１名が週３日の運行を
開始しており、１１月までにはもう１名が着任し
て週6日運行が実現する見込みとなっている。
　政策推進課政策推進グループの高橋克年課長補
佐は「空白期間が長かったためハイヤー再開をま
だ知らない町民も多いが、隊員の地道なチラシ配
布などが実を結びつつあり利用は増えてきている。
周知を進めるとともに、持続可能な地域公共交通
の構築に向けてがんばりたい」と意気込む。

小さな子どもたちが安心し
て遊べるキッズスペースも
ある（左奥）

旧浦臼駅前に整備
された「えみる」

及川秀一郎町長（左）と地域おこし協力隊員の
菅原裕公さん（中央）。右はハイヤー会社の及
川竣介取締役。
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小清水町

白糠町

「ＫＯＳＨｉＭＯ（コシモ）」の運用を開始
スマホ上で各種手続きが可能に

合板製の避難所用防災ベッドを開発
段ボールベッドの弱点を克服し再利用も可能

　小清水町は令和6年５月、行政サービスを提供
するアプリ「ＫＯＳＨｉＭＯ（コシモ）」の運用
を開始した。
　ＫＯＳＨｉＭＯはスマートフォン上で利用でき
るアプリで、各種申請の手続き、イベントの予約
や申込などができる。また、町税などは納付書の
バーコードをスマホで読み取ることにより、クレ
ジットカードで支払うこともできる。これまでは
役場の窓口等で行っていた行政手続きを来庁する
ことなく 24 時間 36５ 日いつでも利用することが
可能となったため、町民からも「都合のよい時間
に手続きができ、便利になった」などの声が寄せ
られ、好評だ。
　町は、高齢者などデジタル機器の利用に不安の

　白糠町は町内に工場を持つ札鶴ベニヤ株式会社
と共同で合板製の避難所用防災ベッドを開発した。
　開発にあたっては、災害時の避難所で使用され
ることが多い段ボールベッドとの比較で、①軽量、 
②コンパクト、③湿気に強い、④できるなら安価
の４点を意識し、備蓄品の搬入出が容易、かつ保
管場所が高台設置の海運コンテナという過酷な条
件下でもすぐに使えることを目指した。
　釧路工業技術センターや釧路工業高等専門学校
などの協力を得て、環境試験、信頼性評価試験を
実施した結果、完成した合板製ベッドは、既存の
段ボールベッドと比べて同等の重さながら約半分
の大きさとなり、コンパクトで保管場所の省ス
ペース化を実現。また、冬期間の屋内は結露が発

ある町民が取り残されないよう、ＫＯＳＨｉＭＯ
の運用開始に先駆けて１月からスマホ相談窓口を
開設した。窓口には１日数名が訪れ、担当職員が
スマホの基本操作なども含めた個別相談に応じて
いる。
　今後は生成ＡＩを利用した機能の追加や、防災
情報の提供など、幅広いサービスの提供を目指す。
　DＸ推進室の渡邉拓也主査は「オンライン化の
進展は町職員の業務効率の向上にもつながること
から、住民ニーズと業務効率の両面から機能の拡
張を行い、いずれは全町民がＫＯＳＨｉＭＯを利
用していただくことを期待しています」と語る。

生するため段ボールベッドは劣化が進むのに対
し、合板製ベッドは木材の調湿効果で高湿度下で
も強度が保たれることから、長期の避難生活にも
耐えられ、リユースも可能。組立は工具を使わず
に５分程度で完成できる。
　菊原秀雄・企画総務部地域防災課長は「町の基
幹産業である木材加工を生業とする地元の企業が
持てる技術を存分に発揮して、防災視点のモノづ
くりに携わっていただけた。白糠オリジナルの防
災用品としてアピールしていければ」と話す。

ＫＯＳＨｉＭＯの画面見本。機能は今後
さらに追加されていく予定

大きさは縦 2００㌢×横 91㌢。土台には荷物の収納
が可能であるため避難所のスペースを有効活用す
ることができる
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富良野市

斜里町

半農半Ｘ（エックス）で農業体験
観光とは違う形で関係人口創出を目指す

「図書館みらいキャンパス」がスタート
子どもたちの課外活動を協力隊員が支援

　富良野市は令和３年度から取り組んできたワー
ケーション事業を拡充し、本業の仕事を続けつつ
農業にも携わってもらう「半農半Ｘ（エックス）」
を今年度から開始した。
　同制度は、休暇と仕事を兼ねて市に滞在する原
則 4５ 歳未満の人が対象で、４時間の農作業を７
日間連続して体験すると３万５千円の旅費が定額
で助成される。さらに農業体験のＳＮＳでの発信
や、滞在中や滞在後に開催される交流会への参加
等も助成の条件となる。
　今年度はメロンとミニトマトを中心に、定植と
収穫の２回に分けて農業体験を実施。参加者は午
前中に農作業を行い、午後は宿泊先のホテルなど
でのリモートワークで自分の会社の仕事を行っ

　斜里町は町立図書館で令和6年５月から町内の
小中学生を対象にした「図書館みらいキャンパ
ス」を始めた。２名の地域おこし協力隊員が学習
支援などを行う。
　図書館みらいキャンパスのテーマは「今ある世
界が、すべてじゃない」。町内の子どもたちの多く
は小学校から高校までほぼ変わらないメンバーで
過ごすため、気心の知れた仲間とともに成長でき
る反面、狭い世界観の中だけで自分の将来を考え
ることにもなりかねないことから、今がすべてで
はないことを伝える場とすることを目指している。
　具体的な活動は火・水・木曜日の放課後と土曜
日の午後に行われる。平日は勉強サポートや工作
など、土曜はワークショップを中心とした体験活

た。参加者からは「屋外で無心になれる農作業は
リフレッシュできて室内での業務も気持ちよく働
けた」「地元の人とのつながりができて富良野の
良さを知ることができた」といった声がある一
方、受け入れ側の農家からは「農業の楽しさも大
変さも知ってもらえてよかった」など、双方で高
い満足度を示している。
　総務部シティプロモーション推進課の松野健吾
係長は「観光とは異なる過ごし方をすることで農
業への理解を深めてもらうとともに、富良野を再
訪してくれるファンを増やしたい」と意気込む。

動が基本。開始当初は参加人数が０人の日もあっ
たが、徐々に来てくれる子どもが増え、７月末現
在で 42 日間実施し、延べ 132 名が参加した。
　松井卓哉図書館長は「子どもたちには他者との
関わり方を学び、感じながら、物事にはいろいろ
な見方があることを理解してほしい。子ども自身
が構築した世界観の枠から飛び出し、可能性を自
ら追求し人生を切り拓いていく力を身につけ、さ
らには学びの楽しさを感じる場になれば」と語る。

（北海道市町村振興協会「令和6年度いきいきふ
るさと推進事業助成金交付対象事業」を活用）

ハウス内でメロンの整枝作業を行う「半農半Ｘ」参加者

地域おこし協力隊員が子どもたちと一緒に工作
などに取り組む
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で
、
地
方
自
治
体

が
関
与
で
き
る
余
地
が
少
な
い
と
い
う
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
点

は
宮
本
先
生
も
同
じ
で
し
た
。
人
手
不
足

に
直
面
す
る
地
域
の
雇
用
政
策
に
、
地
方

自
治
体
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
に

つ
い
て
は
、
こ
の
対
談
を
読
め
ば
、
そ
の

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

5
人
目
の
対
談
者
は
、
文
化
政
策
の
専

門
家
で
あ
る
東
京
大
学
の
小
林
真
理
教
授

で
す
。
地
域
の
文
化
政
策
は
こ
の
10
年
で

大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
に
文
化
芸
術
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
伝
統
文
化
、
貴
重
な
文
化
資
源

を
守
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
、
産
業
な
ど
も
文
化
資
源
と
し
て
見
な

し
、
政
策
を
進
め
る
新
し
い
展
開
が
出
て

き
ま
し
た
。
観
光
の
分
野
で
は
、
令
和
2

年
に
文
化
観
光
推
進
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
足
元
の
資
源
を
広
い
意
味
で
文
化
資

源
と
し
て
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
新
し
い

政
策
展
開
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
で
対
談
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
文
化
政
策
を
地
域
活
性
化
の
新

た
な
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
て
い
く
視
点
が

大
切
で
し
ょ
う
。

　

6
人
目
は
、
観
光
分
野
で
の
対
談
で
、

國
學
院
大
学
の
塩
谷
英
生
教
授
で
す
。
塩

谷
教
授
と
の
出
会
い
は
私
が
釧
路
で
活
動

を
始
め
た
25
年
前
に
な
り
ま
す
。
釧
路
地

域
の
基
幹
産
業
が
衰
退
し
て
い
く
中
で
、

将
来
の
基
幹
産
業
と
し
て
観
光
に
ど
の
よ

う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
産
業
政
策
の

視
点
か
ら
科
学
的
に
分
析
し
、
そ
の
展
開

の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
独
自
の
観
光
産

業
連
関
表
の
作
成
な
ど
の
調
査
研
究
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
塩
谷
先
生
は
当
時
、
財

団
法
人
日
本
交
通
公
社
の
主
任
研
究
員

で
、
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
で
し
た
。
今
は
、

北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
が
自
治
体
職
員

向
け
に
開
催
し
い
て
い
る
「
政
策
力
形
成

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
で
、
観
光
分
野
の
講
師
を

務
め
て
い
ま
す
。

「
地
域
を
深
掘
り
す
る
」（
丸
谷
氏
）

　

道
内
の
企
業
経
営
者
と
も
対
談
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
、
セ
コ
マ
の
丸

谷
智
保
会
長
で
す
。
セ
コ
マ
の
事
業
活
動

は
地
域
密
着
型
で
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
の

中
で
顧
客
満
足
度
は
最
も
高
く
、「
地
域

を
深
掘
り
す
る
」
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
つ
な
が
る
と
丸
谷
さ
ん
は
言
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
方
自
治
体
の
政
策
に
も
通

じ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
部
門

は
セ
コ
マ
の
売
り
上
げ
全
体
の
3
分
の
1

程
度
で
、
そ
れ
以
外
は
川
上
の
製
造
部

門
、
川
中
の
物
流
部
門
の
売
り
上
げ
で

す
。
食
の
資
源
を
幅
広
い
産
業
群
で
展
開

し
て
い
る
姿
は
、
地
方
の
産
業
戦
略
と
し

て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
人
の
民
間
の
経
営
者
は
、
北
海

道
ガ
ス
の
大
槻
博
会
長
で
す
。
私
も
北
ガ

ス
の
社
外
取
締
役
を
務
め
て
い
ま
す
が
、

北
ガ
ス
の
企
業
戦
略
の
基
調
は
「
省
エ

ネ
」
で
、
こ
れ
は
人
口
減
少
時
代
を
見
据

え
た
長
期
戦
略
で
す
。
省
エ
ネ
に
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
「
見
え
る
化
」
が
必
要
と
し

て
、
そ
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
力
を
入

れ
、
さ
ら
に
内
製
化
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
し
て
生
き
抜
く
た

め
、
Ｄ
Ｘ
の
力
で
地
方
と
の
連
携
や
供
給

シ
ス
テ
ム
の
地
方
分
散
を
進
め
、
北
海
道

の
成
長
、
発
展
に
も
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
大
槻
会
長
が
語
る
北
ガ

ス
の
大
局
的
な
戦
略
は
、
脱
炭
素
社
会
に

向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
戦
略

を
考
え
る
自
治
体
に
と
っ
て
も
、
大
変
参

考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
後
に
登
壇
さ
れ
る
東
京
大
学
教
授

の
中
嶋
康
博
先
生
と
は
、
日
本
の
食
・
農

業
を
支
え
る
地
方
の
役
割
と
い
う
テ
ー
マ

で
対
談
し
ま
し
た
。
日
本
の
農
業
の
憲
法

で
あ
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改

正
で
、
中
嶋
先
生
は
見
直
し
作
業
の
中
心

と
な
る
基
本
法
検
証
部
会
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
最
新
の
農
業
政
策
に
つ

い
て
、
北
海
道
の
市
町
村
長
に
直
接
お
話

を
い
た
だ
け
な
い
か
と
お
願
い
を
し
て
、

本
日
の
講
演
が
実
現
し
ま
し
た
。 
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自
治
体
に
よ
る
新
た
な
政
策
提
起

　

北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
設
立
45
周
年

の
記
念
誌
と
し
て
、『
地
域
政
策
の
新
た
な

潮
流
を
探
る
』
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
北
海
道
に
お
け
る
地
域
政
策
の

方
向
を
探
る
た
め
に
、
令
和
４
～
５
年
度

の
2
カ
年
に
わ
た
る
調
査
研
究
事
業
と
し

て
、
各
界
の
識
者
10
人
と
私
が
対
談
し
た

も
の
で
す
。
道
内
自
治
体
の
政
策
力
を
高

め
、
地
域
振
興
や
経
済
発
展
に
つ
な
が
る

地
域
政
策
を
考
え
る
上
で
少
し
で
も
糧
に

な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

発
刊
を
機
に
、
道
内
の
市
町
村
か
ら
新

た
な
政
策
が
提
起
さ
れ
、
未
来
に
向
か
っ

て
挑
戦
す
る
意
欲
を
持
っ
た
担
い
手
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、生
か
せ
ば
資
源
」

�

（
藤
田
氏
）

　

最
初
は
、
都
市
経
済
学
や
空
間
経
済
学

を
専
門
と
す
る
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
藤

田
昌
久
先
生
で
、
長
く
米
国
の
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
釧
路
公
立
大
学
で
、
地
域
の
課
題
に

実
践
的
に
向
き
合
う
政
策
研
究
を
し
て
い

た
私
の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
20
年
近
い
お
付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。

私
は
藤
田
先
生
の
「
地
方
の
多
様
性
こ
そ

が
世
界
の
新
し
い
経
済
発
展
に
つ
な
が
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と
い
う
考
え

方
に
強
く
共
鳴
し
ま
す
。
対
談
で
は
、
難

し
い
経
済
理
論
で
は
な
く
、
地
域
の
実
践

事
例
か
ら
方
向
性
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
田
先
生
の
「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
生
か
せ

ば
資
源
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
政
策
で
非
常
に
大
切
な
視
点
で
す
。

　

10
人
の
対
談
者
の
中
で
1
人
だ
け
、
政

治
家
が
い
ま
す
。
橘
慶
一
郎
衆
議
院
議
員

で
す
。
橘
議
員
は
現
在
5
期
目
で
す
が
、

そ
の
前
は
富
山
県
高
岡
市
で
市
長
を
2
期

務
め
て
い
ま
す
。
以
前
は
北
海
道
開
発
庁

で
、
私
と
一
緒
に
長
く
開
発
計
画
や
国
際

協
力
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
北
海
道
開
発
庁
が
進

め
た
「
個
性
と
活
力
に
み
ち
た
農
山
漁
村

づ
く
り
（
ニ
ュ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
）」
事
業

は
、
橘
さ
ん
が
主
導
で
進
め
た
取
り
組
み

で
、
今
も
北
海
道
開
発
政
策
を
側
面
か
ら

支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
復
興
副

大
臣
を
2
回
経
験
し
、
福
島
担
当
と
し
て

難
し
い
課
題
解
決
に
尽
力
す
る
な
ど
、
そ

の
実
践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
政
策
力
に
は
高

い
評
価
が
あ
り
ま
す
。

　

3
人
目
は
、
北
海
道
大
学
の
公
共
政
策

大
学
院
院
長
で
も
あ
る
山
崎
幹
根
教
授
で

す
。
私
が
釧
路
公
立
大
学
で
研
究
者
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
時
、
山
崎
先
生
も

同
じ
大
学
の
若
手
研
究
者
で
、
そ
の
後
北

大
で
も
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
道
州
制
、
市
町
村
合
併
、
地

方
創
生
な
ど
の
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
大
き

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
と
も
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
市
町
村
が
今
後
目
指
す
べ
き

方
向
を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
る
対
談

だ
と
思
い
ま
す
。

小磯　修二 氏
（こいそ・しゅうじ）

北海道文教大学地域創造研究センター長
一般社団法人地域研究工房代表理事
北海道ガス株式会社取締役（社外）
P r o f i l e
昭和 23 年大阪市出身。47 年京都大学法学部卒業。国土庁北
海道開発庁を経て、平成 11 年釧路公立大学教授、地域経済
研究センター長、20 年同学長、24 年北海道大学公共政策大
学院特任教授などを経て、令和5年から現職。主な著書に

「地方が輝くために」（柏艪舎）、「コモンズ 地域の再生と創
造」（共著、北大出版会）、「地方創生を超えて」（共著、岩波
書店）、「地方の論理」（岩波新書）などがある。

講
演

2
0
2
4
年 

北
海
道
市
町
村
長
交
流
セ
ミ
ナ
ー

1

基
調
報
告 
地
域
政
策
の
新
た
な
潮
流
を
探
る

開
催
日
：
令
和
6
年
7
月
12
日

主　
催
：
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

会　
場
：
か
で
る
２
・
７
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25
年
ぶ
り
の

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正

　

令
和
6
年
5
月
29
日
に
改
正
さ
れ
た
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
検
討
作
業
に

は
、
令
和
4
年
9
月
か
ら
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会
に
設
置
さ
れ
た
基
本
法

検
証
部
会
の
部
会
長
と
し
て
携
わ
り
ま
し

た
。
昭
和
36
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
基
本

法
か
ら
、
名
称
も
含
め
全
く
新
し
い
法
律

と
し
て
平
成
11
年
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
25
年
ぶ
り
の

改
正
で
す
。
食
料
安
全
保
障
に
対
す
る
懸

念
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
今

回
の
基
本
法
改
正
に
よ
っ
て
、
全
43
条

だ
っ
た
基
本
法
の
条
文
数
は
56
条
に
増
え

ま
し
た
。

　

審
議
会
の
答
申
で
は
、
今
後
の
20
年
に

予
測
さ
れ
る
変
化
を
見
据
え
、
基
本
法
の

理
念
や
主
要
施
策
に
つ
い
て
提
言
し
ま
し

た
。
平
成
11
年
に
基
本
法
を
制
定
す
る

時
、
4
つ
の
基
本
理
念
が
示
さ
れ
ま
し

た
。「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
」「
多
面

的
機
能
の
十
分
な
発
揮
」「
農
業
の
持
続

的
な
発
展
」「
農
村
の
振
興
」
で
す
。
今

回
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
5
つ
目
の
基

本
理
念
と
し
て
「
環
境
と
の
調
和
」
を
付

け
加
え
た
こ
と
が
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
重
要
な
食
料
安
全
保
障
に
関
わ
る

課
題
と
し
て
は
、
担
い
手
不
足
と
投
資
の

減
少
に
よ
る
国
内
の
食
料
供
給
力
低
下
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス

と
い
う
問
題
が
あ
り
、
低
所
得
で
食
料
を

十
分
購
入
で
き
な
い
人
、
中
山
間
地
域
な

ど
で
は
食
品
を
買
う
所
が
な
い
人
が
い
ま

す
。
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
食
料
は
、
円

安
で
購
買
力
が
下
が
る
と
と
も
に
、
国
際

市
況
も
不
安
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
不
測
時
の
食
料
安
全
保
障
が
不
十
分
で

あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
と
の
調
和
も
無
視
で
き
な

い
問
題
で
、
気
候
変
動
対
策
、
生
物
・
生

態
系
保
全
な
ど
地
球
規
模
の
視
野
で
の
対

策
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

答
申
を
踏
ま
え
、
政
府
は
「
食
料
・
農

業
・
農
村
政
策
の
新
た
な
展
開
方
向
」
を

示
し
ま
し
た
。
①
食
料
安
全
保
障
の
強
化

②
ス
マ
ー
ト
農
業
の
振
興
③
農
産
物
な
ど

の
輸
出
促
進
④
農
業
の
グ
リ
ー
ン
化
を
政

策
の
4
本
柱
に
据
え
て
、
関
係
法
の
改

正
、
新
し
い
補
助
・
交
付
金
の
導
入
な
ど

の
施
策
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

食
料
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
課
題

　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
成
立
し

た
の
は
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
の
こ
と

で
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
の
情
勢
を
踏
ま

え
て
政
策
の
枠
組
み
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
平
成
7
年

に
発
足
し
、
農
業
関
係
者
か
ら
は
「
Ｗ
Ｔ

Ｏ
は
黒
船
だ
」
と
恐
れ
ら
れ
た
時
期
で
す
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
０
年
代
半
ば
に
は
、

世
界
的
に
穀
物
の
輸
入
が
顕
著
に
増
加
し

ま
す
。
か
つ
て
世
界
第
1
位
の
穀
物
輸
入

国
だ
っ
た
日
本
は
、
中
国
に
抜
か
れ
た
現

在
で
も
、
海
外
に
あ
る
約
９
０
０
万
㌶
分

の
農
地
を
利
用
し
て
食
料
を
輸
入
し
て
い

る
と
い
う
概
算
も
あ
り
ま
す
。
世
界
の
人

口
が
増
え
て
、
食
料
の
需
要
が
高
ま
る
中

で
、
も
し
も
の
時
を
考
え
る
と
、
現
在
の

講
演

2
0
2
4
年 

北
海
道
市
町
村
長
交
流
セ
ミ
ナ
ー

2

基
調
講
演 

転
換
期
の
農
業
と
農
政

─
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
の
意
義
─

中嶋　康博 氏
（なかしま・やすひろ）

東京大学大学院
農学生命科学研究科長・農学部長
P r o f i l e
昭和 34 年埼玉県出身。平成元年東京
大学大学院農学系研究科博士課程修
了。2年東京大学農学部助手、8年
東京大学大学院農学生命科学研究科
助教授、24 年同科教授、29 年同科副
研究科長などを歴任し、令和5年か
ら現職。専門は農業経済学
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最
後
の
対
談
者
は
、
北
海
道
大
学
の
村

上
裕
一
教
授
で
す
。
行
政
学
が
専
門
で
す

が
、
特
に
科
学
技
術
部
門
の
政
策
を
研
究

し
て
い
る
若
手
研
究
者
で
す
。
村
上
先
生

が
東
京
大
学
か
ら
北
海
道
大
学
に
来
た
当

時
、
私
が
北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院

に
い
て
、
北
海
道
内
、
特
に
地
方
部
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
で
一
緒
に
回
り
ま
し
た
。

研
究
留
学
先
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
と
の
比

較
や
科
学
技
術
に
関
連
す
る
話
題
な
ど
幅

広
い
テ
ー
マ
で
対
談
し
て
い
ま
す
。

地
域
政
策
を
考
え
る
6
つ
の
視
点

　

最
後
に
10
人
と
の
対
談
を
踏
ま
え
、
新

し
い
時
代
に
向
け
た
地
域
政
策
の
考
え
方

を
、
私
な
り
に
6
つ
の
視
点
で
整
理
し
ま

し
た
。

　

最
初
は
「
歴
史
的
文
脈
か
ら
の
理
解
と

洞
察
」
で
す
。
地
方
創
生
が
始
ま
っ
て
か

ら
の
10
年
間
を
振
り
返
る
と
、
自
治
体
の

側
に
は
人
口
減
少
に
真
剣
に
向
き
合
う
状

況
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
出
生
率
の
低
い

大
都
市
に
若
者
が
集
中
す
る
ひ
ず
み
の
構

造
を
解
消
す
る
た
め
の
骨
太
の
国
土
政
策

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
が
、
地
方
創
生
が
失
敗
し
た
と

言
わ
れ
る
大
き
な
理
由
で
す
。
私
は
、
そ

こ
に
は
「
国
土
政
策
の
断
絶
」
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
北
海
道
開
発
計
画
や
国

土
計
画
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
国
土
政
策
を

て
い
ね
い
に
検
証
し
、
先
人
に
学
び
な
が

ら
政
策
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
姿
勢
が
大

切
で
す
。

　

2
番
目
の
視
点
と
し
て
「
内
発
的
な
成

長
戦
略
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
困
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
国
に
頼
れ
る
時
代
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
治
体
が
自
分
た
ち
の
力
で
地

域
経
済
を
支
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
厳

し
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
住
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ

て
い
く
戦
略
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
事

で
す
。「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
生
か
せ
ば
資

源
」
と
い
う
藤
田
先
生
の
言
葉
の
よ
う

に
、
地
域
に
あ
る
潜
在
的
な
資
源
を
活
か

し
て
い
く
視
点
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
欧
州
の
経
験
が
大
事
で
す
。

米
国
に
比
べ
て
、
地
域
に
根
差
し
た
文

化
、
伝
統
が
熟
成
し
た
欧
州
の
地
域
政
策

に
は
参
考
に
な
る
知
恵
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

3
番
目
の
視
点
は
「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
活
用
」
で
す
。
北
ガ
ス
の
大
槻
会
長
と

の
対
談
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
で
も
自
治
体
が
民
間
企
業
と

連
携
し
て
活
性
化
を
図
る
手
法
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
取
り

入
れ
る
視
点
が
地
域
政
策
で
も
大
切
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
鉄
道
も
含
め

た
北
海
道
の
公
共
交
通
問
題
は
、
市
場
原

理
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
分
野
で
す
。

公
共
の
原
理
と
の
新
た
な
す
み
分
け
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
が

担
っ
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
は
、
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
な
ど
、
民
の
知
恵
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が
自
治
体
の
政
策

現
場
で
も
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

4
番
目
の
視
点
と
し
て
は
「
雇
用
環
境

の
変
化
に
向
き
合
う
」
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
地
域
政
策
の
最
大
の
問
題
は

雇
用
機
会
の
確
保
で
し
た
が
、
今
は
、
働

く
人
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

に
人
手
不
足
に
対
応
す
る
か
が
、
地
域
政

策
の
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
技
術
革

新
や
、
移
民
政
策
な
ど
幅
広
い
政
策
で
対

応
し
て
い
く
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
自
治

体
と
し
て
も
独
自
の
雇
用
政
策
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
宮

本
先
生
と
の
対
談
で
は
、
地
域
な
ら
で
は

の
雇
用
の
形
を
独
自
に
作
る
こ
と
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
番
目
の
視
点
は
「
共
生
社
会
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
口
減

少
時
代
の
地
域
政
策
で
は
、
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
視
点
が
重
要

で
す
。
縦
割
り
の
問
題
は
、
独
占
に
よ
る

弊
害
で
も
あ
り
ま
す
。
公
共
空
間
や
土
地

の
利
用
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
共
生
と
い
う
視

点
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

6
番
目
の
視
点
は
「
地
域
政
策
を
支
え

る
科
学
的
探
求
」
で
す
。
自
治
体
の
職
員

が
政
策
に
関
与
す
る
醍
醐
味
は
、
自
分
た

ち
が
つ
く
っ
た
政
策
が
地
域
を
動
か
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
時
に
大
事
な
こ
と

は
、
政
策
の
説
得
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
支

え
る
科
学
的
な
探
求
力
で
す
。
科
学
的
な

分
析
力
を
ツ
ー
ル
と
し
て
持
つ
こ
と
は
、

政
策
形
成
に
お
い
て
必
要
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
が
安
定
し
た
政
策
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
北
海
道
は
、
道
民
所
得
推
計
、

マ
ネ
ー
フ
ロ
ー
分
析
、
地
域
産
業
連
関
表

な
ど
全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
だ
先
進

地
域
で
す
。

自
治
体
政
策
力
の
向
上
に
向
け
て

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
政
策
の
主
役
は
自
治

体
の
職
員
で
す
。
私
は
い
つ
も
職
員
の
皆

さ
ん
に
は
知
的
な
職
員
（
マ
イ
ス
タ
ー
）

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
思
い
で
、
２
０
２
２
年
か
ら

北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
の
「
政
策
力
形

成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
お
手
伝
い
を
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
今
回
の
記
念
誌
の
発
刊
に

携
わ
る
こ
と
で
き
、
大
変
光
栄
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
の
促
進
（
第
32

条
）
と
い
う
新
規
条
文
で
は
、
農
業
の
生

産
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
自
然
循
環
機
能

の
維
持
増
進
、
農
薬
や
肥
料
の
適
正
な
使

用
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
有
効
利
用
な
ど
の

導
入
促
進
を
求
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

　

基
本
理
念
の
「
農
業
の
持
続
的
な
発

展
」
に
関
連
し
た
改
正
点
と
し
て
、
望
ま

し
い
農
業
構
造
の
確
立
（
第
26
条
）
に
設

け
た
第
2
項
で
は
、
半
農
半
Ｘ
の
よ
う
な

取
組
を
地
域
で
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
こ

と
で
、
多
様
な
農
業
者
が
農
地
を
利
用
で

き
る
農
業
構
造
を
担
保
し
て
い
ま
す
。

　

先
端
的
な
技
術
等
を
活
用
し
た
生
産
性

の
向
上
（
第
30
条
）
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

に
関
す
る
新
規
の
条
文
で
す
。
こ
れ
に
基

づ
き
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
が

で
き
ま
し
た
。

　

農
産
物
の
付
加
価
値
の
向
上
等
（
第
31

条
）
で
は
、
儲
か
る
農
業
に
転
換
す
る
た

め
に
、
知
的
財
産
を
活
用
し
た
付
加
価
値

の
創
出
と
知
財
の
保
護
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
の
支
援
を
行
う
事
業
者
の
事

業
活
動
の
促
進
（
第
37
条
）
は
新
規
の
条

文
で
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
の
こ
と
を
記
し

て
い
ま
す
。
農
作
業
の
受
託
、
機
械
を
貸

し
出
す
機
械
銀
行
、
農
作
業
を
行
う
人
材

の
派
遣
、
農
業
経
営
に
か
か
る
情
報
の
分

析
と
い
っ
た
事
業
を
担
う
サ
ー
ビ
ス
事
業

体
が
、
全
国
的
に
展
開
で
き
れ
ば
、
新
技

術
に
基
づ
い
た
機
械
の
稼
働
率
を
高
め
て

減
価
償
却
を
進
め
、
機
械
の
更
新
を
よ
り

早
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

農
村
の
振
興
（
第
6
条
）
に
は
、「
農

村
の
人
口
の
減
少
」
が
あ
っ
て
も
農
村
の

振
興
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
明
記
し
ま
し

た
。
障
害
者
等
の
農
業
に
関
す
る
活
動
の

環
境
整
備
（
第
46
条
）
は
、
新
規
の
条
文

で
農
福
連
携
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

都
市
と
農
村
の
交
流
等
（
第
49
条
）
は
改

正
で
す
が
、
余
暇
を
利
用
し
た
農
村
へ
の

滞
在
、
都
市
と
農
村
の
二
拠
点
居
住
な

ど
、
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と
を
意
識
し

た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
価
格
形
成
」
を
め
ぐ
る
改
正
部
分

は
、
第
2
条
の
第
5
項
で
「
食
料
の
合
理

的
な
価
格
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
需
給
事

情
お
よ
び
、
品
質
評
価
が
適
切
に
反
映
さ

れ
つ
つ
（
中
略
）
持
続
的
な
供
給
に
要
す

る
合
理
的
な
費
用
が
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

食
料
の
持
続
的
な
供
給
に
要
す
る
費
用

の
考
慮
（
第
23
条
）
で
は
、
持
続
的
な
供

給
に
要
す
る
費
用
の
基
準
は
国
が
明
確
に

示
す
と
し
、
価
格
形
成
に
関
す
る
法
律
を

つ
く
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

農
業
・
農
村
を
立
て
直
す

関
係
人
口
を
増
や
す

　

今
回
の
改
正
を
読
み
解
く
、
も
う
一
つ

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
の

支
援
者
・
関
係
者
を
増
や
す
と
い
う
こ
と

で
す
。
人
口
減
少
と
と
も
に
農
業
者
が

減
っ
て
、
人
手
が
足
り
な
い
中
、
人
・
知

恵
・
仕
組
み
な
ど
を
総
動
員
し
て
、
農

業
・
農
村
を
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
政
策
の
視
野
に
入
っ
て
い

な
か
っ
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
よ
う
な
活
動
、

消
費
者
の
役
割
、
多
様
な
農
業
者
の
参

画
、
農
業
経
営
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
事

業
体
の
参
入
、
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
、
農
福
連
携

な
ど
、
支
援
者
や
関
係
者
を
増
や
す
仕
掛

け
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人

た
ち
が
活
躍
で
き
る
場
を
つ
く
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
も
結
び
つ
く
よ
う
な
取
組
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
農
業
と
観
光
の
産
業
連
関
を

　

私
は
、
第
9
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画

を
検
討
す
る
国
土
審
議
会
北
海
道
開
発
分

科
会
に
特
別
委
員
と
し
て
議
論
に
参
加
し

ま
し
た
。
北
海
道
農
業
と
し
て
重
要
な
こ

と
は
、
今
回
、
基
本
法
の
改
正
で
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
食
料
安
全
保
障
に
お
け

る
意
義
や
役
割
を
再
確
認
す
る
こ
と
で

す
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
先
進
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り

組
む
と
同
時
に
農
業
農
村
基
盤
整
備
も
き

ち
ん
と
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
規
模
が
拡
大
し

て
い
く
一
方
で
、
働
く
人
は
少
な
く
な
る

の
で
、
農
村
に
暮
ら
す
人
が
ま
す
ま
す
減

り
、
生
活
空
間
と
し
て
は
脆
弱
化
し
ま

す
。
生
産
と
生
活
の
在
り
方
を
ど
う
調
和

さ
せ
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

中
で
も
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
強
化
は
重

要
な
課
題
で
す
。
基
本
法
の
検
証
部
会
に

よ
る
最
終
取
り
ま
と
め
の
段
階
で
付
け
加

え
た
も
の
が
、
農
家
か
ら
物
流
拠
点
ま
で

の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」
問
題

で
、
こ
れ
は
北
海
道
の
方
か
ら
指
摘
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
農
業
生
産
に
力
を
入
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
食
料
シ
ス
テ
ム
と
い
う

観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
で
は
「
食
」
と
「
観
光
」
が
非

常
に
重
要
で
、
観
光
部
門
と
農
業
農
村
部

門
の
連
携
が
必
要
で
す
。
観
光
は
労
働
集

約
的
で
人
手
が
か
か
る
産
業
で
す
。
農
業

部
門
が
省
人
力
し
て
ム
ラ
に
人
が
い
な
く

な
っ
て
も
、
観
光
産
業
で
雇
用
が
創
出
さ

れ
れ
ば
人
が
戻
っ
て
生
活
空
間
が
維
持
さ

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
産
業
連
関
を
作
り

上
げ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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輸
入
と
国
内
生
産
の
バ
ラ
ン
ス
は
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
の
総
合
食
料

自
給
率
を
見
る
と
、
昭
和
35
年
に
は
約

80
％
で
し
た
が
、
今
は
38
％
ほ
ど
に
下

が
っ
て
い
ま
す
。
自
給
率
の
計
算
式
で
の

分
母
に
当
た
る
の
が
国
内
消
費
で
、
分
子

が
国
内
生
産
で
す
。
最
近
は
国
内
消
費
が

減
り
、
自
給
率
を
上
げ
る
方
向
に
作
用
し

て
い
ま
す
が
、
国
内
生
産
が
過
去
に
な
い

ほ
ど
減
っ
て
い
て
、
自
給
率
は
下
が
り
続

け
て
い
ま
す
。
食
料
安
全
保
障
で
日
本
が

直
面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
で
す
。

　

農
業
の
実
質
産
出
額
を
見
る
と
、
１
９

８
０
年
代
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
下
が
り
続
け

て
い
ま
す
。
生
産
に
は
、
人
、
土
地
、
金

が
必
要
で
す
が
、
農
家
数
・
農
業
従
事
者

数
は
共
に
減
っ
て
い
ま
す
。
田
畑
の
面
積

は
減
っ
て
い
る
一
方
で
、
耕
地
利
用
率
も

下
が
り
、
せ
っ
か
く
あ
る
農
地
が
使
い
切

れ
て
い
ま
せ
ん
。
投
資
の
面
で
は
、
公
的

な
資
金
が
入
る
土
地
改
良
を
除
い
た
、
施

設
・
機
械
・
動
植
物
と
い
っ
た
民
間
主
導

の
投
資
額
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
農
業
の
総
投
入
は
相
当
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
割
に
、

総
産
出
の
減
り
幅
が
少
な
い
の
は
、
こ
れ

ま
で
技
術
の
進
歩
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
今
後
は
ス
マ
ー
ト
農
業
で
技
術

の
進
歩
を
維
持
し
た
い
。
そ
の
た
め
の
投

資
を
す
る
こ
と
が
、
農
業
を
復
活
さ
せ
る

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
食
料
安
全
保
障

の
た
め
に
も
、
国
内
の
生
産
力
を
上
げ
て

い
く
施
策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

食
料
安
全
保
障
に
関
す
る

基
本
法
改
正
の
概
要

　

改
正
後
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

で
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
関
す
る
基

本
理
念
は
第
2
条
に
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
料
安
全
保
障
の
定
義
は
「
良
質
な

食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給

さ
れ
、
か
つ
、
国
民
一
人
一
人
が
こ
れ
を

入
手
で
き
る
状
態
を
い
う
」
と
し
ま
し

た
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
国
民
一
人

一
人
の
食
料
安
全
保
障
」
で
、
食
料
ア
ク

セ
ス
の
問
題
に
も
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　

第
2
条
に
は
第
4
項
と
し
て
「
国
内
の

人
口
の
減
少
に
伴
う
国
内
の
食
料
の
需
要

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
（
中
略
）
輸
出

を
図
る
こ
と
で
（
中
略
）
供
給
能
力
の
維

持
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
も
付
け
加
え
ま
し
た
。
輸
出
向
け

の
農
業
を
行
い
つ
つ
、
も
し
も
の
時
に
は

国
内
優
先
の
食
料
生
産
に
切
り
替
え
て
も

ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

食
料
安
全
保
障
の
関
連
と
し
て
、
団
体

の
努
力
（
第
12
条
）
と
い
う
新
し
い
条
文

が
入
り
、
農
業
団
体
だ
け
で
な
く
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
携
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
食
料

団
体
、
地
域
お
こ
し
な
ど
を
担
う
農
村
型

地
域
運
営
組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
な
ど
も

対
象
に
含
め
、
こ
う
し
た
団
体
も
食
料
安

全
保
障
の
確
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

食
料
の
円
滑
な
入
手
の
確
保
（
第
19

条
）
と
い
う
条
文
も
新
規
に
入
り
ま
し

た
。「
地
理
的
な
制
約
、
経
済
的
な
状
況

そ
の
他
の
要
因
に
か
か
わ
ら
ず
食
料
の
円

滑
な
入
手
が
可
能
と
な
る
よ
う
」
に
、
経

済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
補
完
す
る
フ
ー
ド
バ

ン
ク
の
よ
う
な
手
法
で
、
食
料
ア
ク
セ
ス

を
確
保
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　

不
測
時
に
お
け
る
措
置
（
第
24
条
）

は
、
以
前
の
「
不
測
時
に
お
け
る
食
料
安

全
保
障
」
と
い
う
一
項
目
と
内
容
は
同
じ

で
す
が
、
重
要
な
問
題
な
の
で
、
新
規
に

条
名
を
立
て
る
と
と
も
に
、
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策

法
を
新
た
に
制
定
し
ま
し
た
。

環
境
と
の
調
和
に
関
す
る
改
正
概
要

　

第
3
条
は
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
関
す
る
新
規
の
条
文

で
、
今
回
「
食
料
の
生
産
か
ら
消
費
に
至

る
各
段
階
の
関
係
者
が
有
機
的
に
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
機
能
を
発

揮
す
る
一
連
の
活
動
」
と
定
義
し
た
食
料

シ
ス
テ
ム
の
各
段
階
で
環
境
負
荷
の
低
減

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
土
の
保
全
や
良
好
な
景
観

形
成
な
ど
農
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

（
第
4
条
）、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
（
第

5
条
）
に
も
、
改
正
に
よ
っ
て
環
境
負
荷

低
減
と
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

環
境
と
の
調
和
に
関
し
て
は
、
消
費
者

の
役
割
（
第
14
条
）
に
も
「
食
料
の
消
費

に
際
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す

る
物
そ
の
他
の
食
料
の
持
続
的
な
供
給
に

資
す
る
物
の
選
択
に
努
め
る
」
と
い
う
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
り
ま
し
た
。
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1 取組に至る背景・目的
　津別町では地域資源である木質バイオマスを活用
し、森林資源、エネルギー、経済の域内循環（以下、
「地域内エコシステム」という。）を目指している。
　「地域内エコシステム」の構築に向けて、原料を安
定的に確保する事業である「つべつウッドロスマル
シェ」を計画した。
　つべつウッドロスマルシェとは、木材の買取事業の
名称であり、森林所有者への利益の還元および森林所
有者と地域住民の機運醸成の場づくり、森林整備に関
する林地未利用材の有効活用と収集等を目的とした津
別町独自の取組である。

2 調査研究の組織体制
　津別町森林バイオマス利用推進協議会（2011年設立）
委員は、津別町、津別地区林業協同組合、北見広域森
林組合、津別単板協同組合、津別建設業協会、津別町
農業協同組合、津別町ペレット協同組合、北海道森林
管理局網走南部森林管理署、北海道オホーツク総合振
興局産業振興部林務課、同局同部商工労働観光課、同
局東部森林室、同局網走地区農業改良普及センターか
ら構成され、アドバイザーとして（地独）北海道立総
合研究機構及び丸玉木材（株）が参画しており、公民
が連携して協議できる体制を構築している。

3 事業の具体的内容及び効果
　本事業では、令和4年度および令和5年度の2年間
にわたり、「つべつウッドロスマルシェ」の仕組みづ
くりとともに、本格運用を行う上で収集した原料（木
質バイオマス）の有効活用の研究を行った。
　令和5年度においては、実際のウッドロスマルシェ
から得られた材で、町が購入した木質チッパー機（道
内初機種）から出来る製品等について、調査研究事項
を2つ（①木質チップ及び薪の製造、品質検査、②消
費者への意向調査及び規格ごとの木質チップの適切な
販売用途の精査）設け、各々に分析・検討・提言等を
実施した。
　結果については、材質の優劣（健全又は腐朽）や樹

種ごとにチップ化を行ったが、思いのほか品質に差異
はなく、燃料用チップとして利用できることが分かっ
た。また、品質検査や意向調査から販売の一助となる
「チップ用途一覧表」を作成し、販路を明確にするこ
とができた。
　本調査結果を通じて、つべつウッドロスマルシェの
実施による効率的な未利用材の収集と、未利用材の材
種や材質に応じたチップ等の製造と適切な販売につな
がることが期待できる。
　さらに、つべつウッドロスマルシェを通じ、持続的
な森林整備や家畜敷料不足問題等の第一次産業の課題
解決、未利用材の有効活用と地産地消の実現、木質バ
イオマスの利用拡大とゼロカーボンに向けた取組への
貢献を期待している。

4 今後の取組について
　本事業により得られた成果を基に、令和5年６月か
ら本格稼働した「つべつウッドロスマルシェ」と開催
場所である「つべつ木質バイオマスセンター（収集・
買取・加工・販売を一手に担う施設）」を本町の木質
バイオマス事業の核（拠点）として、更なる木質バイ
オマス利用が図られるよう町民等への勉強会や意見交
換等の開催を通じ、普及啓発や町民理解を図るととも
に、引き続き、地域内エコシステムの構築を目指して
いく。

02 つべつウッドロスマルシェ実証事業

第1回ウッドロスマルシェに未利用材を持ち込んだ町民
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　北海道市町村振興協会では「先駆的調査・実証プロジェクト推進事業助成金」として、市町村が実施
する調査研究や実証プロジェクト等の取組を支援しています。本号では、令和5年度に助成金を交付し
た事業について、実績報告の要旨を掲載します。報告書の本編は当協会ホームページに掲載しています。

先駆的調査・実証プロジェクト
推進事業助成金の概要

1 取組に至る背景・目的
　少子化や教員の負担増、指導者不足などにより、部
活動の質の維持が困難な地域が増え、特に地方では、
人材や財源の制約だけでなく、地理的制約による不
利・不便が生じている。Society5.0 の実現に向けた
「社会的課題の解決」「市民サービスの質の向上」につ
ながる取組の一つとして、持続可能な部活動の実現が
求められている。本事業は、部活動における地方の不
利・不便や、スポーツリテラシー格差の緩和、及び教
職員等による指導の負担軽減を目的に実施する。

2 調査研究の組織体制
　前項目に記載した背景・目的において、富良野市が
実施する実証事業の検証と助言を行う組織として「部
活動オンライン支援調査研究会」を設置した。構成員
には、地域の有識者（校長会、スポーツ協会）や市の
関係者のほか、アドバイザーとして北海道総合政策部
次世代社会戦略局ＤＸ推進課職員と市のＩＣＴ利活用
推進アドバイザーを招集し、全4回の調査研究会を開
催、効果検証に向けた意見交換のほか、現地視察など
も経てアンケートを実施した。

3 事業の具体的内容及び効果
　富良野市内の中学校３校の部活動（野球）におい
て、より専門性の高い外部指導者によるオンライン遠
隔指導等を行い、デジタル技術を活用した部活動の新
たな指導スタイル確立に向けた効果検証や、課題・展
望の整理等を行った。効果検証に際しての調査手法に
ついては「アンケート」「学校現場へのヒアリング」
「外部指導者による評価」による。
【効果1】オンライン指導と対面指導のどちらも 90％
の満足度を得たこと、複数校同時接続により、少人数

の指導者による適格な指導の可能性などを見いだすこ
とができ、外部指導者のオンラインによる遠隔指導の
一定の効果が実証された。
【効果2】ビデオ通話による意思疎通が必須となるた
め、オンライン（Wi-F i）環境の整備と、画像・音声
の質が、オンライン指導の要となることが実証された。
【効果3】オンライン接続によるリアルタイムの指導
だけでなく、自撮り動画の共有による添削指導も生徒
の満足度は高く、併用による効果が実証された。
【効果4】競技種目未経験教職員等はもとより、経験
者であっても指導方法の共有による満足度を示してお
り、今回の実証では即効果としては現れなかったが、
教職員等の負担軽減について、一定の可能性が実証さ
れた。

4 今後の取組について
　本事業の目的を実現するためには、地域との連携、
デジタル環境整備、費用対効果などを見極め、地域の
実情に即した検討を進める必要がある。「オンライン
指導」は条件を整理することで、選択肢の一つとして
の可能性を見いだせた一方で、通信環境や指導者負担
等の課題把握ができた。今後は、本事業の成果を踏ま
え、教育環境の総合的な議論の中で、富良野市に適し
た「新たな部活動の指導スタイルの確立」と「持続可
能な部活動の実現」に向け具体の検討を進める。

01 富良野市部活動オンライン支援実証事業

外部指導者によるオンライン遠隔指導を行った
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　全国自治宝くじ事務協議会が運営する「宝くじ公式サイト」では、宝くじのインターネット販売を行っています。
　パソコンやスマートフォンで、市町村振興のための貴重な財源である「サマージャンボ」や「ハロウィンジャン
ボ」、「クイックワン」などをクレジットカード決済で簡単に購入することができます。
　抽せん結果の確認や当せん金の受け取りまでをインターネット上で行うことができます。サイトには指定した期間
や頻度で自動購入できる「継続購入」や、発売開始日に自動で購入できる「予約購入」などの機能もあります。
サイトで宝くじを購入すると、100 円につき１ポイントの「宝くじポイント」が獲得でき、決済完了の翌日から宝く

じの購入に利用することができます。宝くじ売り場が無い地域の皆さんや、スマートフォンを愛用する若年層など、
より多くの方に宝くじを身近に感じていただくことが期待され、市町村の皆様にも積極的なＰＲをお願いします。
ネット販売の詳細は「宝くじ公式サイト」（https://www.takarakuji-offi  cial.jp/）をご覧ください。

「宝くじ公式サイト」のＰＲにご協力ください！

市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー
Information

１ いつでもどこでも買える！
ネットなら原則１年中、24 時間いつでも、
どこでも宝くじを購入できます。

２ ネットですべて完結！
購入から抽せん結果の確認、当せん金の受け取りまで
ネットで完結できます。

３ ポイントがたまる！
公式サイトで購入すると１ポイント１円の
「宝くじポイント」がたまります。

４ 支払いはクレジットカードで！
サイト上では登録したクレジットカードを使って
購入代金の決済ができます。

５ 自動購入で買い忘れなし！
「継続購入」や「予約購入」の機能を使えば
宝くじの買い忘れがありません。

ネット購入！
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PRPRAACTICECTICE
1 取組に至る背景・目的
　温室効果ガス排出量の増加による地球温暖化は、近
年、猛暑や豪雨の異常気象を誘発させ、漁業には回遊
資源の変化、酪農業には牧草の生育不良などの影響を
もたらしている。
　このような中、釧路町と標茶町では、ゼロカーボン
シティ宣言に先立ち令和３年６月に「広域連携ブラン
ド化推進に関する協定」を締結し、釧路町の水産物と
標茶町の農産物を組み合わせる研究等を両町が連携し
て取組み、一次産業の活性化や産業振興、ＳＤＣｓの
推進を図ることを目的としている。

2 調査研究の組織体制
　令和4年5月 24 日に「釧路町・標茶町広域連携ブ
ランド化推進調査研究会」を立ち上げ、両町の農水産
物などや未利用資源を活用した地球温暖化対策の研究
に関する事項、魚や海藻の未利用資源や経産牛等の相
互活用の研究に関する事項などについて取組を行うこ
ととした。
　当研究会の構成員は、両町を始め標茶町農業協同組
合、昆布森漁業協同組合、学識経験者として、酪農学
園大学（ルミノロジー研究室）や農学博士（獣医
師）、標茶町内の協力牧場のほか標茶高等学校も加わ
り産官学の構成としている。

3 事業の具体的内容及び効果
　本研究事業では、①未利用海藻の飼料化試験に関す
る研究、②海藻餌がもたらす牛のメタン排出抑制効果

実証実験に関する研究、③海藻を給与した牛の商品
化・製品化に向けた研究の３項目について、令和4年
度から令和5年度の2ヵ年に亘って研究を行った。
　①飼料化試験に関する研究については、これまで漁
業活動の厄介者であるホンダワラやスジメの牛への給
与について、海藻の成分分析や、採取方法、餌に混ぜ
合わせるための乾燥や細断などの製造技術の構築を本
研究事業により試行し、牛への飼料としての活用が可
能であることが実証されたほか、飼料化の作業工程に
かかる課題を整理することができた。
　②海藻餌がもたらす牛のメタン排出抑制効果に関す
る研究については、牛のゲップから発生するメタンガ
スの排出抑制に、ナガコンブやホンダワラ、スジメが
与える影響については、明確な効果は確認できなかっ
た。
　一方で、これまでのホルスタイン去勢肥育牛へのナ
ガコンブやホンダワラの給与、今年度の黒毛和牛繁殖
廃用肥育牛へのホンダワラ給与結果では、海藻を給与
した牛からは肝膿瘍が認められず、釧路町で採取され
た海藻類には、摂取牛の健康度向上、特に肝機能改善
に効果を発揮する可能性が示唆された。
　③海藻を給与した牛の商品化・製品化に向けた研究
では、ホルスタイン（経産牛）や黒毛和牛繁殖用廃用
牛の特性に応じた試作品や商品開発を行い、一部は実
際に商品として販売されるほか、月替わりメニューで
の提供が決定するなど一定の成果が認められた。

4 今後の取組について
　今後は、ホンダワラの飼料化プロセスの見直しを行
い、乾燥の機械化などを取り入れた安定的な加工体制
の構築に向けた研究を行うほか、他種目の新たな未利
用海藻を飼料化し、牛への影響に対する実証実験を行
いたい。
　また、これまでに得られた成果をもとに、「経産牛」
や「廃用牛」の活用を視点に、海藻を給与することに
よる、アニマルウェルフェアにも繋がる健康効果を付
加価値として、取組を進め、種を特定しない「経産
牛」や「廃用牛」全体の付加価値向上に資する取組に
繋げていきたい。

ホンダワラ粉砕作業
（トリミング後）

03 釧路町・標茶町広域連携ブランド化推進事業
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市町村職員
フォトグラフ こ の 大 地 に 生 き て

タンチョウの舞い

文学台から長沼町を一望

　緑豊かな田園風景が広がる長沼町は、石狩平野の
南東部に位置します。馬追丘陵の近くには、さえぎ
る高い建物がないため、市街地からでも石狩平野の
地平線に沈む雄大な夕陽を望むことができます。ま
た、治水施設「舞鶴遊水地」を核としてタンチョウ
の生息環境を整備したことにより、令和２年に、道
央圏では 100 年以上ぶりとなるタンチョウの雛が誕
生しました。以来、５年連続でタンチョウの雛が巣
立っています。
　ほかにも、源泉かけ流し温泉や採れたて野菜を直
売する道の駅マオイの丘公園、日本オートキャンプ
協会から４つ星認定を受けたマオイオートランド、
夏祭り（夕やけ市・夢祭り）、お店により独自の味
付けが楽しめるジンギスカンなど魅力たっぷりです
ので、ぜひ遊びに来てください！

（さか・えりか）平成４年滋賀県大津市生まれ。令和４年に広報誌担
当に異動し初めて一眼レフカメラを使うように。天気や撮影シーン
に合わせて、絞りやシャッタースピードを設定し、特に、人物の表
情を捉えられるように望遠レンズを多用している。広報誌を見た町
民が、情景を感じられる・感情移入できるような写真を撮影するた
め、日々試行錯誤しながら邁進しています。

長沼町政策推進課　広報情報係　主事　
阪　絵里加 さん

賑わう秋祭り
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